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例言

1.本書は現在所i兵庫県神戸市兵庫区西宮内町3丁目にあたる地区の連蔵文化1財発掘調査報告書です。

当該地区およびその周辺は、埋蔵文化財包蔵
―
地「兵庫津遺跡Jと して周知されています。

2.本報告の調査は民間事業者による1集合住宅建設を原因とするもので、神戸市教育委員会が平成21年

7月 17日 から、平成21年12月123日 まで実施したものです (出土遺物整理調査含む)。

3.本書で使用した方位は座標北を示し、水準値 (標高)は東京湾中等潮位 (TP.)を表わしています。

日土座標は世界測地系第V系を用いています。

4.本書に掲載されている写真は、巻頭写真およびカラー写真図版の遺構写真については九山潔が、遺

物写真についてはすべて移本和樹氏が撮影したものを使用しています。モノタロ写真図1版に使用し

た遺構の写真は、調査担当学芸員 石島三和が撮影しました.。

5.航空測量図については随 EO・ ソリューションパに作業を委託し撮影 ,図化されたものを使用し

ています。

6,本書の執筆・編集は神戸市教育委員―会文化財課 学芸員 石島三和が担当し、第4章 12節について

は学芸員
― 中村大介が執筆しました。第5章については、独立行政法人奈良文化財

'研
究所客員研究

員 九山真史氏に分析と執筆を依頼したものです。

7.現地での発掘調査及び出土品の調査・整理作業は、調査原因者であるい日商エステムの費用負担に

よって行われました。関係者の皆様より、紳I戸市の文化財保護行政に関する理解と協力を得られま

したこ―とをここに記して、厚く御礼申し上げます。



1.都市の力

第 1章 はじめに

1.都市の力

18世紀も終わり近い寛政二年のある日の事。一人の男が、兵庫の町に足を踏み入れた。まだ若

者と言ってもよいその男は、着物の尻を端折り、帯の後ろに使い古した柄杓を斜めに差している。

いわゆる F抜け参り』のいでたちだが、着ている物はこれ以上ないというほどに檻traで 、顔はす

すけ、髪は埃にまみれた散々の風体であった。

男の目には、殷賑を極めるこの湊町はどのように映っただろう。同時代に刊行された『摂津名

所図会』には、町の様子がこう活写されている。

「…町数四十四名、西海道の駅にして、大阪入船の要津なり…諸国の商船ここに泊まりて風波の

平難を窺ひ、諸品を交易す。町小路の賑ひ、昼夜のわいだめなく、繁花の地なり」

淡路の小村から逃げ出してきたばかりの、見るから山出しのこの若者がこういった版本を眼に

する機会があったかは疑わしいが、当時の町のにぎわいぶりは、すでに船乗りの端くれであった

男の耳には、人づてという形で入っていたに違いない。東西南北に行き交う小路を、船乗りに特

徴的ないくらかガニ股の脚どりで歩きながら、男は生まれて初めて目にする都市空間をそわそわ

と物珍しげに見回して歩いただろうか。それとも、男の頭には己の行く末のみしかなく、地面の

一点を見据え足早に雑踏を歩き抜けたか。

この男こそ、後世高田屋の屋号で呼ばれるようになる、兵庫随―の船乗りにして冒険家、豪商・

高田屋嘉兵衛その人である。この時はまだ、嘉兵衛自身さえ、波乱に飛んだ己が人生の行く末な

ど知る由もない。

一実はこれは、司馬遼太郎という

作家の目を通して描かれた兵庫津と

嘉兵衛から得たイメージであり、そ

ういう意味において、あ くまで も

フィクションである (司馬遼太郎

著『菜の花の沖』 1979年 産経新

聞初出)。

しかし、この博覧強記の人が嘉兵

衛の眼を通して描いた近世兵庫津の

姿は、時に現実を凌駕するほどの力

をもって我々の前に迫ってくる。

物語は、高田屋嘉兵衛 という異才

の男が、その異才と貧困ゆえに故郷
図1 兵庫津遺跡の位置



第 1章  はじめに

から『万力のような力で』押しひしがれ、放逐され、兵庫津という都市にたどり着いてのち、北

海航路を切り開いて功なり名を遂げるまでの一代記である。しかし、司馬の視点で物語を追う限

り、嘉兵衛という男は功名心に冒険心が勝る、名より実を追い求めるタイプのようだ。この場合

の実とは金銭的利益ではなく、損得を越えて己が情念にどこまで殉じられるか、という意味に受

け取ったほうが正確である。そういう性質の人が異才を与えられこの世に生まれ出たとすれば、

親和性を旨とする農村共同体では、はじき出されるより他生き残る術は無かったであろう。

嘉兵衛という異端児を、近世社会が圧搾することなく生かすことが出来たのは、彼自身が活路

を兵庫という当時随―の繁華の場に求めたからに他ならない。

都市は、辺境の農村にあって受け入れがたい異質な存在をも受け止め、押し包み、容赦なく見

捨てる場所である。農村社会には無い精神的問口の広さと冷淡さ、人も物も次から次へと新陳代

謝を繰りかえす猥雑な活力こそが、都市空間独特のありようである。おそらく、名を遂げること

なく歴史の隙間に埋もれて行った幾人もの嘉兵衛のような男が、この町には存在したに違いない。
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図2 調査地位置図 (S=1/5,000)



1.都市の力

物語も終盤、高田屋となった嘉兵衛は、一度は己を押し潰さんとした世界と和解を果たして短

い生涯を終えるが、これもまた、都市の力のなせる技である。嘉兵衛という男が、己が才をその

五体と魂で歴史に刻みつけるには都市という場のもつ力が不可欠であった。

本書は、この嘉兵衛が生きた近世都市・兵庫津に関する発掘調査報告書である。

今回の調査によって、嘉兵衛が駆け抜けた町並みを、あるいは若き日に奉公人として柄杓を手

に水を打った事もあっただろう大路に続く道を、我々も日にした。ばかりでなく、それよりさら

に古い時代の町の姿も垣間見ることができた。幾重にも重なり合いながら、遺跡は過去へ過去と

時代を遡り、この湊町を湊町たらしめた最初の地層・浜堤帯と呼ばれる自然堆積層まで達してい

たのである。

ところが、遥か中世にまで殷賑の祖形を辿った今回の調査結果と裏腹に、こんにちこの界隈は、

どちらかといえばうら寂しさを隠しえない風景となっている。しかし往時の賑わいを取り戻すこ

とは無くとも、今でもこの場に立てば、こここそわがふるさと神戸発祥の地であるとの感慨を得

る事はできる。そして発掘調査によって得られた膨大な出土品を前に、現代人は今に続く都市の

圧倒的な力を、数百年分まとめて体感させられる。我々は、中世から近世近代という気の遠くな

るような過去を生きた都会人たちの日々の哀歓を、彼らが大地に刻み込んだ人生を、遺跡という

形で新たに得たのだ。

遺跡とはすでに一度死したものではあるが、今を生きる私たちが正しく見つめることによっ

て、再びの生を得ることができるものでもある。それによって、はるか千数百年の時を経て積み

重ねられてきたこの湊町は、私たちの眼前でもう一度大輪に花開く。

通

Ⅲ区

図3 調査区配置図
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2.調 査 にいたる経緯

本書で報告する兵庫津遺跡第51次調査は、現住所神戸市兵庫区西宮内町 3丁 目において行われ

たもので、同地における集合住宅 (マ ンション)建設を契機とする。廷べ調査面積は3,152だ にの

ぼる。現地での調査は平成21年 7月 17日 から同年10月 30日 まで行い、その後平成22年 12月 まで西

区に所在する神戸市埋蔵文化財センターで出土遺物の整理および調査を実施した。

本報告書の刊行をもって、兵庫津遺跡第51次におけるすべての調査を完了とする。

3.調 査組織

兵庫津遺跡第51次調査における調査組織は以下の通 りである。

神戸市教育委員会事務局

教育長           橋口 秀志

社会教育部長        大寺 直秀

教育委員会参事       柏本 一孝 (文化財課長事務取扱)

埋蔵文化財指導係長     丸山  潔

埋蔵文化財調査係長     千種  浩

調査担当学芸員       石島 三和

出土品整理担当学芸員    黒田 恭正 (平成21年度)

西岡 誠司 (平成22年度)

保存科学担当学芸員     中村 大介

事務担当学芸員       中谷  工 (平成21年度)

佐伯 二郎 (平成22年度)



1.地理的特徴

第 2章 兵庫津遺跡の概要

1.地理的特徴

本書で報告する兵庫津遺跡は、神戸市の中央部、現在は兵庫港の名で呼ばれる湾岸地域に所在

する。古くは「大和田泊」と称された湊町で、六甲山系に源流を持つ宇治川と古湊川という二つ

の河川が遺跡の東西を南流し、海にそそぐ。

これらのユ可川が六甲山系より多量の土砂を運ぶ沖積作用を起した結果、北側に湊岬、南側には

和田岬と呼ばれるふたつの砂嘴がせり出すように形成された。原初の町は、この岬たちに挟まれ

る形で広がる海浜堆積物が作る砂丘上に営まれた。湊は岬に地形を規定されるようにして西に湾

入する。すなわち東に向かって開港する地形をなしている。

水深の深い良港であったため、湊は長く繁栄した。航海術の発達と軸を―にして、町は繁栄の

度を刻々に増していったと思われる。近世には西国街道の宿場町となることから、陸路にとって

もこの地は重要拠点であったとわかる。陸路・海路ともに、はるか古代から近世に至る気の遠く

なるほど長い年月、町は旅人たちの往還を支え続けた。難波を出発して西に向かう人も船も、西

宮 。武庫を経由して兵庫津に至る。その逆を還るものもある。旅人は皆ここでしばしの休息と補

給ののち、再びこの地を発ってさらなる路を求めるのである。

2.歴史的特徴

万葉集巻六 千六十七 過彼馬浦作歌一首 反歌二首 作者 田辺福麻呂

浜清み 浦うるわしみ 神代より 千船の泊つる大和太浜
①

この湊町の初源がいつかを知るすべは我々にはないが、『日本書紀』弘仁三年 (812)の「大和

田泊」としての記事が、湊に関して確認できるもっとも古い文献である②。このことから万葉の

時代には、すでに兵庫津は港湾施設として整備されていたと思われる。

その名がより広く知れ渡るのは、平安時代末である。この時期大和田泊は人工埠頭 。経ケ島の

造営など平清盛による大改修を受け、日宋貿易の拠点港となる。湊の北方約2.5キ ロ地点には、平

清盛が遷都の地に選んだ福原京跡と目される雪御所遺跡
③、祇園遺跡

④、大和田泊関連施設の可

能性が高い大溝が確認された楠・荒田町遺跡
③などこの時期の遺跡が点在する。

鎌倉時代には、湊はその名を「兵庫」と変えていたようだ。この時期すでに湊周辺に町場が形

成されていたらしく、この繁華地を目指して当時新興の宗教家たちが布教の場として多く訪れた

ことが知られている。時宗の人、一遍が示寂したのは現在の真光寺付近の観音堂であったとされ、

『一遍上人絵伝』
⑥

(1381)『遊行上人縁起絵』
⑦

(14世紀)な どにその姿が描かれている。世界でも

類例の少ない、当時の関銭賦課記録帳である『兵庫北関入船納帳』が作成されたのも、この時期

である181。

室町時代には、日明貿易のための遣明船の基地港となるなど、港湾機能は国際性を帯びていく。
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2 歴史的特徴

この伝統はその後も続き、近世には朝鮮通信史の接待地となる。

戦国時代、織田方の池田恒興が町場のほぼ中央部に兵庫城を築城 し、都賀堤を整備するが、従

来の研究では、この兵庫城築城を持って町場は構造的 。景観的に近世への転換期を迎えたと言わ

れている⑬)。

元和元年 (1615)大阪夏の陣の勝利により徳川が列島の覇権を握ると、豊臣家の蔵入地であっ

た兵庫津はいったん幕府領となった後、元和三年には尼崎藩領となり、兵庫城は尼崎藩兵庫陣屋

に姿を変えるが、明和六年 (1769)に は再び幕府直轄 となり、兵庫陣屋は兵庫奉行所へとさらに

変転する。

この時期幕府は大坂を無護する経済政策をとってお り、商都兵庫津にとって逆風の時期であっ

たはずだが、兵庫商人の遅 しさが原動力となって逆に町は発展の一途をたどり、豪商と呼ばれる

ほどの船主も輩出している。

北前航路で名を馳せ、司馬遼太郎の小説にも描かれた高田屋嘉兵衛は、文化九年 (1812)幕府

との間で緊張状態が続いていたロシアによってカムチャッカで抑留されるも、逆にその立場を生

かして幕府が拘留していたロシア人の測量艦艦長ゴローニンの釈放に尽力し、両政府間の和平交

渉を買ちて出た豪儀の人である。淡路は津名の生まれ。母方の親類堺屋喜兵衛を頼って兵庫で身

一つのまま所帯をもち、のちこの地で一家を成すまでに至る(Ю )。

高田屋以前にも、兵庫には北風荘右衛門なる豪商が知 られている。武家風の家風と当時はまだ

珍 しいコマーシャリズムの手腕に優れた人物で、兵庫を随―の港に育てあげた功労者である。今

も北風家に伝えられる「北風家文書」は、近世兵庫を知る一級史料であるQD。

このほかにも、絵図、古文書、絵画資料など多 くの史料がこの時代に残され、往時の繁栄を今

に伝えている。もっとも古い絵図は元禄九年 (1696)に作成されたQの
。この絵図から得られる本

調査地周辺の情報は主に 3点。

①今回調査区周辺、西宮内町一帯は元禄九年の段階では、逆瀬川町と三川口町に挟まる『長福寺』

と呼ばれる寺院の隣接地であった。

②当調査区南側に、西宮内町と西中町に挟まれる形で走る東西道路は、元禄九年の段階ですでに

街道として存在している。すなわちこの道路は元禄以来こんにちまで変わらずにここにある。

③当調査区は長福寺敷地に南隣する、町人地である。元禄九年絵図では、街路に面して瓦葺 き

屋根の町屋が立ち並んでいる。

幕末から明治時代にかけて、神戸開港によって港湾機能の主力が神戸港に移行すると兵庫津は

衰退期に入るが、兵庫奉行所は兵庫鎮台からさらには兵庫裁判所と名前を変えながら行政施設と

して機能し続け、最終的には坂本村に移転するまでの4ヶ 月間だけの兵庫県庁所在地となり、初代

兵庫県知事伊藤博文を迎えるのであった住D。
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1.基本層序

第 3章 遺構

1.基本層序

今回調査した3ヶ 所 4地区の調査区内では、標高1.5m前後から0.5m前後までの地点に計 7面に

およぶ遺構面の存在を確認しているが、最下層の第 7遺構面が、海浜地形がもたらした砂層 =浜

堤帯の上に築かれたものである以外、すべて整地層と通称される人工的な堆積層からなる。

この整地層は人口密集地に特有の堆積物で、神戸市内では兵庫津遺跡にもっとも顕著に見ら

れ、兵庫津の町場が短期間に住宅普請や火災による更地化を繰り返す、都市部独特の新陳代謝を

繰り返していたことが読み取れる。

また、兵庫津遺跡では通常遺跡の存在と不可分な遺物包含層はほとんど存在せず、整地層の直

上にまた整地層が連続し、各層の厚さは10cmに も満たず、しかもそれぞれの整地層が遺構面をな

すというという状況を呈す。

ただしこの整地層は均質に広がるものではなく、随所でスポット的に再整地した痕跡を持つ。

一枚織の大きな布ではなく、継ぎはぎを繰り返したパッチワークのようである。そういった 《ま

だらな》地面のどこからどこまでを同一と捉えるかに関しては、発掘調査本来の方法論に従えば、

各整地スポット単位で分割して遺物を取り上げ、時期差を明確化する作業が必要となるが、今回

の調査では時間的あるいは担当者の技術的限界から、そこまで精緻な把握はなし得なかった。各

層を平坦かつ均質なものと捉えざるを得なかったのである。雑駁ではあるが、景観変化の大きな

画期としては7面あったという理解で調査を進めた。
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第 7通構面 (13世紀～ 14世紀 )

第 1整地層=75Y4/1灰 色砂
第 2整地層=5Y5/1灰色砂に焼土・炭粒混
第 3整地層=2.5Y5/1黄灰色砂に焼土・炭粒混
第 4整地層=2.5Y5/2暗灰色砂に焼土・炭粒混
第 5整地層=25Y4/1黄 灰色砂に焼土・炭粒混
第 6整地層=2.5Y3/2黒褐色砂
地山層=2.5Y7/3浅黄色粗砂

柱状模式図 (S=1/40)図5 調査地地層堆積状況
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図6 Ⅱ区第1遺構面 平面図

各堆積層の層序・水準は、図 5の柱

状模式図に示 した通 り。

第 1遺構面については、後世の削平

が原因となり、確認できたのはⅡ区の

みで、第 6遺構面についても、Ⅱ区と

Ⅲ区では明確に整地層が捉えられな

かった。第 7遺構面の地層は標高0.5m

付近に堆積 しており、臨海地帯特有の

湧水著しい状況での調査となった。た

めに範囲の狭小な I・ Ⅱ区では十分な

排水手段が確保できず、水中において

遺構上面のプランを確認 。一部で断ち

割 りを実施したにとどまる。遺構の完

掘は事実上不可能であった。Ⅲ oⅣ 区

ではある程度排水手段を整えて臨んだ

が、やはリー部遺構を完掘 しないまま

に、激しい湧水で調査を断念している

箇所がある。

2。 第 1遺構 面

標高1.5m付 近、 Ⅱ区のみで確認 さ

れた。他の調査区では後世の削平によ

りすでに失われていた。土管樋の一部

である。上下水道施設の一部と考えら

れる。今回の調査区では明確に時期を

判定するに足る遺物を出土しなかった

が、平成20年神戸中央卸売市場跡地に

おける兵庫津遺跡試掘調査で同様の上

管樋が広域で確認されており、その時

期はレンガ材などから幕末～明治前半

期と推定される。今回の遺構もこれに

近似の構造であり同様の時期の可能性

が高い。土管樋の検出長約2.7m、 一本

0.6m程度の土管を漆喰で連結する。
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図7 1区第2遺構面 平面図



3 第 2遺構面

3.第 2遺構面

調査区全域の標高1.4m付近で整地面を確認した。検出遺構は、 I区で胞衣埋納遺構 2ヶ 所、街

路の一部、建物土間、Ⅲ・Ⅳ区で建物の可能性があるピット列、便槽と思われる土坑列 1ケ 所、

ごみ穴と思われる土坑 6箇所、その他土坑、ピット複数である。

a.胞衣埋納遺構 お よび建物

明瞭に建物であると確認できたのは I区 とⅡ区で、 I区は特に調査区全体が大路に面した建物

で、南端に竃も確認している。西面する街路よリー段高く土を突き固めたもので、土間の可能性

が高い。北端の一角に瓦をかためて投棄 した方形の土坑 (SK221)が存在することから、瓦葺屋

根建物だった可能性もある。竃近 くで、墨書のある土師質の壺の上に、産地不明の灰釉土瓶を合

せ口にして納める胞衣壷を検出した。その南隣にも、胞衣壷埋納遺構 と思われるピットを検出し

た。東西軸方向に溝状に素掘 りした箇所があり壁基礎の下に根石を敷 くための溝とも考えられる

が、栗石や基礎となる石材は残っていなかった。

Ⅱ区では、 I区 と同軸に並ぶピット列と、大路に面する側の壁基礎下の根石 となる石列を確認

している。Ⅲ・Ⅳ区では、これらと同軸に並ぶピット列を確認しているが残存状態が悪 く互いの

関係が不明確である。 I区で 1棟、 Ⅱ区で 1棟、Ⅲ oⅣ 区で 1棟ないし2棟を検出したと思われ

るが、構造的には I・ Ⅱ区で検出したような石列の上に壁を構築する布基礎を据えた壁立ち建物

と思われる。軸方向は均―で、すべて座標北から東に20° 程度振れる。これが当時の町割 りの軸方

向である。 I・ Ⅱ区の建物は、東側の街路に向かって開口していたと考えられる。

b.街路

I区 とⅡ区の南辺に沿って、建物東西軸方向に直行する街路の一部を確認 している。街路は南

北に走 り、座標北から約20° 東に振れる。家地よリー段下がる形で、現道とほぼ平行である。元禄

の絵図に見られる大路の一部であろう。

c.便所遺構  SK201～ 204、 SK206

建物軸方向と同軸で直列する 5基の上坑のうち、埋奏が残っていたものは 1基、他は円形素掘

りの穴である。SK201と 206イよ切 り合ってお り、201→206の 前後関係が把握できる。SK206は灰

白色系の粘土層が充満 していた。SK201は直径約1.4m、 深さ約50cm、 SK2021ま 直径約1.lm、 深さ

40cm程度、SK203は直径約80cm、 深さ40cm程 度、SK2041よ 直径約70cm、 深さ約50cmで埋甕が残存

していた。SK206は直径約1.Om、 深さ1.lm程度である。

d.ゴ ミ処 理 遺 構  SX201、 SX204、 SX203、 SK212、 SK216、 SK218

SX201は径約2.7mを測る円形の平面形で、ほぼ垂直に素掘 りされ、深さ約1.Omである。
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?  1  2m

1.5Y3/2オ ッーブ黒色砂         .
2.7.5Y4/1灰 色砂に2.5Y6/4に ぶい黄色粘土ブロック混
3.5V5/1灰 色砂に10Y5/6黄褐色砂帯状混
4.5Y3/2オリーブ黒色砂に焼土ブロック混
5.5Y7/2灰白色粘土
6.5Y4/1灰 色粘質細砂
7.5Y4/2灰 オリーブ粗砂
8.5Y3/1オ リーブ黒色砂
9.5Y6/3オ リーブ黄色砂
10.5Y7/2灰 白色粗砂
11.5Y5/2灰 オリーブ砂
12.5Y4/2灰 オリーブ細砂に5Y6/6オ リーブ粘土ブロック混

ａ一輸

b― bオ sec.

1.2.5Y6/4に ぶい黄色粘土
2.2.5Y4/1黄 灰色粗砂
3.2.5Y6/8明黄褐色粗砂
4.2.5Y7/6黄 灰細砂に焼土と

2.5Y7/6明 黄褐色粘土ブロック混

げ

、

一
『
ｇ
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4.第 3遺構面

SX204と した遺構 もゴミ穴と考えられるが、この穴からは鍛冶に用いる輔の羽口がまとまって

出上している。SX2041ま建物軸方向と同軸に長い不整長方形の穴で、長辺約2.4m、 短辺約1.3m、

深さ約60cmを 測る。

4.第 3遺構面

調査区全域の全域で整地面を確認した。 I・ Ⅱ区でそれぞれ第2遺構面とまったく同じ位置・

走方向の街路の一部を検出したほか、壁立建物の上間部分を1箇所ずつ (SH301・ 302)と 、それ

に南面する街路の一部、Ⅲ・Ⅳ区でも同軸方向の礎石立建物 1棟 (SH304)、 床に礫を敷き詰めて

暗渠構造にした建物 1棟 (SH303)を 確認した。SH301と SH3031こ は、その範囲内で井戸が確認さ

れている。このことから土間に丼戸を有する構造の可能性もある。これらの建物と街路は第2遺

構面とまったく同じ軸方向でる。そのほか、SH302に 伴う可能性が高い土師質土器皿類を埋納し

た土坑とビット (か わらけ埋納遺構)それぞれ lヶ 所である。建物の軸方向、街路の方向は第2

遺構面と同じで、座標北から東に20° 振れる。

♀   .  知

図10 Ⅱ区第3遺構面 平面図

a。 街路 図8

第 2遺構面で検出した街路と

完全に同じ位置、同じ軸方向で

検出している。このことから、

現在の道路や第 2遺構面の近世

大路は、これを踏襲したもので

あるとわかる。街路は屋敷地よ

リー段下がる形で、現道とほぼ

平行に走る。硬 くしまった砂質

の土壊で、下記の土間同様整地

されたものと思われる。

b.建物

SH301 図8

1区の全域を占めるもので、

土間である。一部Ⅲ・Ⅳ区に続

く。軸方向は第 2遺構面で検出

したものとまったく同じ座標北

から東へ20° 振れる。残存状況

も良好である。街路に面する民

家で、街路と接する妻部分の基
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礎は栗石を一列に並べた布基礎である。このことから第 2遺構面の建物と、この面の建物は構造

的に同質であると見てよい。土間は非常に硬化 しており、その断面は厚さ l cm前後の薄い層の連

続で、版築技法的な突き固め工法で造られたものであった。部分的に柱穴列、栗石列が確認され

ていることから板間の配置の可能性が高い。土間の北西側に石組みの井戸 (SE301)を 確認して

いるが、、建物に伴うとすれば屋内井戸となる。井戸の内径約70clll、 深さ約1.6m、 井戸底の標高は

0.00m前後である。井戸は直径 lm程度の小ぶりなものだが、標高Omを超えて下層まで穿たれた

ものである。井戸底に木枠 。曲げ物等有機質は残存していなかった。建物の角部分と推定される

ピットをⅢ区で検出しており、復元できる建屋の全体像は間口7m程度、奥行き13m程度、床面

積91だ ほどである。座敷部分がほとんど調査区外となっている。床面の随所で焼けた壁材、焼上、

炭などが確認でき、 I区の北東隅には、焼土をまとめて片付けたらしき整地が認められる。火災

後の跡地を地業してこの家を普請したことがわかる。街路に面する南妻のL字状石四いは足洗い

場の可能性 も考えられる。

SH302

Ⅱ区で検出した。石列を検出していることから、外壁は栗石を一列に並べた上に布基礎として

長方形の切石を置いたと思われる。板間部分は浅い柱穴が残っていることから礎石立ちであった

と推定される。SH301と 近接 してともに大路に面して並びあっていたと思われるが、続き棟か否

かは不明である。復元できる建屋の全体像は間口7m程度、奥行き13m程度、床面積91∬ ほどで

ある。

SH303

SH302の西側に同軸で並ぶ。SH302と の間隔は2.5m程 度である。開口部は不明だが、SH301同

様南側で井戸 (SE302)が確認されている。井戸の内径約70cm、 深さ約1.6m、 井戸底の標高は

0.00m前 後である。小ぶりなもので、井戸底に木枠が残存 していたが、砂地の湧水 と土圧で、掘

削直後に崩壊 したたため、最深部まで掘削不能であった。建物の南半は地面を一部掘 り込んで砂

利を充填した暗渠構造の床をなし、井戸もここに据えられている。外壁は前記 2棟よりやや大き

めの栗石を並べたもので、上に礎石となる切石を置く布基礎 となると思われる。柱穴も根石を籠

めたものが並んで 2ヶ 所確認されている。上記 2棟とは上屋構造や機能も異なる可能性が考えら

れる。間口7.8m程度、奥行きは調査区北外に続 くため不明。

SH304

SH301の西、SH303の北隣に位置する。一部に礎石、一部に礎石下の地業と思われる浅いピッ

トを確認している。布基礎状に栗石を並べるほかの 3棟と異なり、独立基礎・礎石立工法であっ

たと考えられる。間口7.3m程度、奥行きは検出できた限りでは12m程度ある。上師質皿類を埋納

したかわらけ埋納遺構が、この建物にかかる範囲で 2箇所確認されている。

14
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4.第 3遺構面
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図12 1 ttSE301 平面図および立面図



第3章 遺構

&砺

/ : 

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

/li
ヤ

1

― |。 フ

|」
ノ

′

/

/
/

＼
＼′

//

0100m

L当 |

〕｀

図13 SE302平面およd立面図

0                       1市



SP344

SH304にかかる範囲で確認された。SP344は長径90cm、 深さ10cm程度と浅く、瓢箪形の平面形

をなす。本調査で確認したかわらけ埋納遺構としては小ぶりである。外壁を構成するピット列の

ひとつをなしており、建物を解体したあとの整地・改築等にともなう祀りの可能性が考えられる。

c.かわ らけ埋納遺構

SK301・ SP319 図22

SH302の範囲内で確認された土坑である。長径約1.Om、

精円形、断面播鉢状を呈する。長軸はほぼ座標北に沿う。

40cmの 円形ピットSP3191こ も、土師皿が残されていた。

1.00m 1.00m

1.500m
a

1.00m

0                50cm

図14 SX401平 面および立面図

5。 第 4遺構面

短径約50cm、 深さ約20cmを 測 り、平面

なおこの土坑の北側に付随する直径約

5。 第 4遺構 面

調査区全域で確認 した。 1・ Ⅱ区で街

路の一部とそれに伴う柵列、Ⅱ区で円形

石組み遺構 1箇所、全区で礎石立建物三

棟、かわらけ埋納遺構 3箇所である。こ

の面以下第 6遺構面までは、建物の基礎

構造は地下に浅 く掘 りこみをなして石を

据えるか、あるいは地業を施さない直置

きの礎石立ちである。土間の有無も不明

瞭。残存状態のよい場所では、総柱の建

物を捉えているが、礎石が失われて建物

の輪郭 さえ不明瞭になっているものも

あった。建物の軸方向、街路の走方向は

第 2・ 3遺構面と全 く同じである。

a.街路 (柵列 )図 15

第 2・ 第 3遺構面の街路が建物よリー

段低い硬化 した地面であったの と比 し

て、こちらは民家と柵を隔てただけで地

続 きの面をなす。この柵の南側が街路、

北側が屋敷地 となるが、検出位置は第

2・ 第 3遺構面の街路よりわずかに南側

に下がる。走方向は同じ。

ａ
彗

‐
・
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柵は直径30伽程度のビツト71Jか らなり、1検出した範囲では柵を構成するビットは6ヶ所、北隣

する礎石立ち建物とはどツトの間隔が異な―ること、上位の遺構面の街路部分に相当する位置であ

ることから、柵711と街路であると判1断 した。

b.円形石組み遺構. SX401図 14

1区で検出した、長径 1重高さ40cn程度の.円形に栗石を組んだ遺構である。一見井1戸状の外

見―を塁するカミ i区とⅢ・Ⅳ区の井戸―と構造が大きく異なり、掘りも浅いことから丼戸では|ない

と考える。機能は不明である。

一―=盛石立建物 一―――
S____―

③
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図15 1区第4遺構面平面図
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5,第 4遺構面

c.礎石立ち建物

SH401 図15

SH301と 同じ位置、同軸方向に立つ礎石立ち建物である。ただし5～ 10cm未満の浅い穴を穿っ

て、底に石を据えている場合もあり、礎石上面のレベルが一定していない。これは腐食した柱の

補修痕であると考えられる。

検出した範囲では5間 ×4間分の柱、面積にして28∬程度を確認しているが、北側ほど残存状

態が悪く、飛び飛びに柱位置を確認したにすぎない。全体の規模はおそらく外寸で間口7m、 奥

行き■m程度、77ゴ程度の建物と考えられる。軸方向は座標北から東へ約20-振れる。建物の範囲

内にかわらけ埋納遺構SP418が存在する。

SH402

SH302と ほぼ同じ位置、同軸方向に立つ礎石立ち建物である。直置きの礎石が確認できる位置

と、 5～ 10cm未満の浅い穴を穿って底に石を据えている場合もあり、礎石上面のレベルが一定し

ていない。これは腐食した柱の補修痕であると考えられる。SH401と こ比べて残存状態が悪く、飛

び飛びに柱位置を確認したにすぎない。全体の推定規模は間口9～ 7.2m程度×奥行き9m以上、

81だ ～64.8だ程度と考えられる。

SH403

SH304と ほぼ同じ位置、同軸方向に立つ礎石立ち建物である。残存状態が悪く、ごく一部に礎

石と柱の補修痕と考えられるピットの並びを確認しただけである。このため全体の規模も推定に

なるが、間口8m以上×奥行き8m以上、64∬以上の建物と考えられる。

d。 かわ らけ埋納遺構

SK412 図22

北半分が明治時代頃の建物で削平されて失われており、南半分が半円形に残るのみである。残

存径約1.Om、 深さ約1.2mを 測り、平面楕円形と推定され、断面は筒状を呈する。埋土最上層に土

師質皿類が重ね置きされていたほか、量下層に一枚だけ土師質土器中皿が置かれていた。この出

土層位の違いが意味するところは不明である。

SK411 図23

長径約1.2m、 短径約1.Om、 深さ約30cmを 測り、平面楕円形、断面は筒状を呈する。上位と下位、

2層にわたって一括で土師質皿類が投棄されたような状態で出土した。同じ土坑で三度祭祀行為

を繰り返したものか、埋納が三回に分けられたのか、上位と下位それぞれの土器の時期差がほと

んどないためわからない。
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SK414下層

直径1.6m・ 深さ23cm程度の不整円形の土坑で、上層からは近世遺物が出土している。この土坑

の下に、下位の遺構面のかわらけ埋納遺構が存在していたものを、ひとつの遺構のようにいちど

きに掘削してしまったものである。そのため下位の遺構の正確な検出面、平面形などがわからな

くなった。事実に即して、第4遺構面検出として記載するが、実際は第 5遺構面以下層の可能性

も残す。

あるいは、検出面は正しいが、上位の近世遺構に切り込まれたため上層部が削平されてしまっ

ているかである。
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図17 1区 第5遺構面 平面図
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6.第 5遺構面

SP418 図22

東側が調査区外で、詳細な形状、規模等不明である。検出した限りでは長径約80cm、 深さ約44cm

を測る。SK404、 SP413が土師質中皿中心の埋納あるいは投棄であるのに比べて、こちらは土師

質大皿を用いている。色調も濃い橙色系で、その他の上師質大皿、いわゆる白色系土器とは明ら

かに異なる。下を向けて伏せて重ねた人枚程度が一単位の上師質皿とその下から動物の骨の一部

が出土している。祭祀遺構であろう。建物の普請、廃絶などにともなう可能性もある。

6.第 5遺構面

調査区全域で整地面を確認した。検出遺構は、 I区で街路柵列、 IないしⅣ区で礎石立建物四

棟、かわらけ埋納遺構 6箇所である。建物の残存状態のよい場所では礎石を確認しているが、礎

石が失われ建物の輪郭さえ不明瞭になっているものもあった。建物の軸方向、街路の方向は第2

～4遺構面と全く同じである。

a.街路 図17

1・ Ⅱ区で確認した。第4遺構面で検出したものよリー世代古い街路の柵である。街路に面す

る民家と柵を隔てて区画された地続きの面をなし、第4面とまったく同じ構造である。この柵を

隔てて南側が街路、北側が屋敷地となるが、検出位置・走方向は完全に第4遺構面に同じ。柵は

直径30cm程度のピットとやや大きめの上坑に近いものとが交互に並ぶ。検出した範囲では柵を構

成するピットは5箇所。

b.礎石立ち建物

SH501 図17

1区 とⅢ・Ⅳ区にまたがり、SH301、 SH401と ほぼ同じ位置、同軸方向に立つ礎石立ち建物で

ある。柵を隔てて街路に面していたと思われる。建物間口部分の可能性が高い礎石列と、北西

コーナー部分の可能性が高い礎石とを確認しているが、総柱状に礎石が並ばなかった。礎石が失

われてしまったためなのか、本来の構造なのかは判定しがたい。検出した範囲では5間分の妻側

の柱列が最も明瞭である。コーナー部と合わせて復元すると、全体の規模は間口6m以上×奥行

き1lm程度、66∬程度の建物と考えられる。建物軸方向は、座標北から東に約20° 振れる。

SH502

Ⅱ区とⅢ・Ⅳ区にまたがり、SH302、 SH402と ほぼ同じ位置、同軸方向に立つ礎石立ち建物で

ある。一部に礎石と補修痕状のピットとを確認しているが、残存状態が悪く詳細は不明である。

検出した範囲で復元すると、全体の規模は間回7.3m以上×奥行き■m程度、80.3∬程度の建物と

考えられる。
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SH503

Ⅲ・Ⅳ区のS■ 203、 SH303と ほぼ同じ位置、同軸方向に立つ礎石立ち建物である。一部に礎石

と補修痕状のピットとを確認しているが、残存状態が悪く詳細は不明である。検出した範囲では、

全体の規模は間口9.2m以上×奥行き9m以上、82.8∬程度の建物と考えられるが、調査区外に続

いており正確な規模は不明である。

SH504

SH204、 SH304、 SH403と ほぼ同じ位置、同軸方向に立つ礎石立建物である。礎石と補修痕状の

ピットを確認しているが、残存状態が悪く詳細は不明である。検出した範囲de復元すると、全容

の規模は間口6.7m以上×奥行き9.5m程度、63.7だ程度の建物と考えられる。
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7.第 6遺構面

c。 かわらけ埋納遺構

SK505 図23

SE503の範囲内で確認された。径約1.5cm、 深さ約40cm、 平面不整円形と推定され、断面はすり

鉢を呈する。10枚程度を一単位とした土師質土器中皿を何単位も土坑内に充填するように並べて

ヤヽる。

SK506 図24

同じくSH503の 範囲内で確認された。東半分が明治時代頃の建物で削平されて失われており、

南半分が半円形に残るのみである。径約1.Ocm、 深さ約35cmを測り、平面円形と推定され、断面は

すり鉢状を呈する。土師質土器中皿が散在する出土状況である。

SP555 図24

SH504の範囲内で確認された。径約60cm、 深さ約20cmを 測り、平面円形と推定され、断面はす

り鉢状を呈する。ピット程度の穴に10枚程度の土師質土器中皿を重ねて埋納している。

SK513

SH504の範囲内で確認された。径約1.3m、 深さ約40cmを 測り、平面円形と推定され、断面は筒

状を呈する。単位が確認できない状況で土師質土器中皿の破片がつまっていた。

SK512・ SP569 図24

SH504の範囲内で確認された。長径約1,7m、 短径約1.2m、 深さ約30cmを 測り、平面瓢箪形であ

るが、本来的には二つの時期を異にするかわらけ埋納遺構が切りあっていたものである。断面は

すり鉢状を呈する。土師質土器小皿と一緒に金属器、石鋼の破片などが散在していた。土師質土

器皿類の出土状況が、上記の遺構とやや相を異にしており、埋納というより、無造作な投棄を思

わせる。

SK516 図22

SH504の範囲で確認した。径約80cm、 深さ約30cmを測 り、円形平面である。埋土上層で、土師

質土器中皿が重ねられた状態で出土した。断面は筒状を呈する。SH504の北西角にあたり、建物

に伴う祭祀であろうか。

7.第 6遺構面

調査範囲のうちⅢ・Ⅳ区の南半分とⅡ区は残存状態が悪く、面として捕らえることができな

かった。したがって整地層および遺構が検出できたのはI区 とⅢ oⅣ区の北半分のみである。検

出遺構は、 I区で掘立柱建物 1棟、Ⅲ・Ⅳ区で同じく掘立柱建物 1棟、かわらけ埋納遺構 2箇所
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である。建物軸と同じ方向・廷長線上にならぶ土坑も数基Ⅲ oⅣ 区西端で確認しているが、調査

区外に続 くため、この配列が意味するところは解明できなかった。あるいは別の建物の可能性も

ある。この遺構面では、街路を区画する柵列は確認できなかったが、建物軸は第 2～第 5遺構面

までとまったく同じ、座標北から東に20° 振ったものである。

a.掘立柱建物

SH601

1区で建物北東角部分を確認した。SH301、 SH401、 S■501と ほぼ同じ位置、同軸方向に立つ

掘立柱建物である。建物間口部分の可能性が高いピット列を一部確認しているが、どのピットも

浅い。本来礎石立ちであった建物の礎石が失われてしまったためなのか、掘立柱建物の柱穴が浅

いのかは判定しがたいが、上位で確認した礎石立ち建物にくらべてピットが顕著であるため、今

回は掘立柱建物と最終的に判断した。検出した範囲では3～ 4間 ×4間分程度の柱列が最も明瞭

である。北側部分がまったく確認できておらず、全体の規模は不明である。総柱構造の可能性が

高い。

SH602

SH304、 SH403、 SH504と ほぼ同じ位置、同軸方向に立つ総柱の掘立柱建物である。ピットと礎

石を一部確認している。検出した範囲では4間程度の東側平側部分の柱列が最も明瞭である。西

側部分の残存状態が悪いが、一見上聞柱配列が異なるようにも思われこの部分が土間である可能

性もある。間口6.5m、 奥行き9m以上、58.5だ以上の建物と考えられる。

柱列が顕著でなかった部分が土間、総柱を確認している部分が板間とすれば、SH601と 逆に、

北西に開口部を持つ家屋となる。

b.かわらけ埋納遺構

SK607 図25

径約90cm、 深さ約20cmを 測り、平面円形、断面は浅い筒状を呈する。10枚程度を一単位とした

土師質土器中皿を何単位か並べている。伴う建物が不明瞭であるが、その他のかわらけ埋納遺構

と比較して、祭祀関連遺構と判断して差し支えなかろう。

SK608 図25

西半分が調査区外のため、正確な形状は不明である。検出された範囲では径約1.2cm、 深さ約

20cmを 測り、平面円形あるいは精円形、断面は浅い筒状を呈する。土師質土器中皿の破片ととも

に獣骨が出土しており、何らかの祭祀の痕跡と思われるが、土師質土器中皿は、出土量も少ない

うえ、出土状況も、原位置をとどめておらず、何かを片付けた穴 。あるいは投棄のための穴の可

能性もある。
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8.第 7遺構面

SK610 図25

北半分が撹乱されているため、正確な形状は不明である。検出された範囲では径約1,lm、 深

さ約30cmを 測り、平面円形、断面は深いすり鉢状を呈する。土師質土器小皿の破片とともに美濃

焼、備前焼、石鍋など什器類の破片が出土しており、かつ、土坑壁体に張り付 くような出土状況

であった。ごみと化した破片が滑落したような状況を呈する。同様の上坑が第 7遺構面でほかに

2基 (SK701・ SK702)、 合計 3基並列して確認されているが、これも出土遺物の時期から本来的

には第 6遺構面で検出されるべき遺構であった。この2基は著しい湧水のため、遺構掘削直後に

崩落した。そのため、この種の上坑で遺物の出土状況を確認できたのはSK502の 1基のみとなっ

た。土器の出土状況から廃棄土坑の可能性が高い。

SK606 図25

第 5遺構面のかわらけ埋納遺構SK5161こ 重なる位置で検出した。あるいはこの遺構の最深部を

掘り残していた可能性も考えられるが、事実に即して別遺構として報告する。出土状況は、ほか

のかわらけ埋納遺構より散漫でこのことも掘 り残しの可能性を疑わせる。

SK604 図26

長径 lm深 25cm程度、断面すり鉢状を呈する。北西端を撹乱されているが、不整円形の土坑で

ある。土師質土器中皿が、数枚重なって出土した。

8。 第 7遺構面

標高0.5m前後地点で、調査区全域に、地山となる砂層の堆積を確認した。これは、兵庫津特有

の、風性および海浜堆積物からなるもので、地質学で言う「浜堤列」である。この一帯、標高が

0.Omを 超えたあたりからは地下水域となる。

I区・Ⅱ区では排水手段の不備により、湧水下で平面形のみを確認したにとどまる。Ⅲ・Ⅳ区

では、常時排水しながらの作業となったが、著しく高い密度で遺構を検出した。ただし一部につ

いては標高0.00mよ りさらに下層まで掘り下げた途中で、著しい湧水に見舞われ、遺構を完掘で

きずに終了している。

この面の最大の特徴は、第 1か ら第 6遺構面までが整地層上に築かれた遺構であるのに比べ、

地山上の遺構であるという点にある。したがってこれが兵庫津遺跡初源期の地層となる。検出遺

構は、Ⅲ・Ⅳ区で建物址と思われる半地下構造の遺構 6棟、、不明落ち込み3ヶ 所、直角に屈曲す

る堀状遺構 2箇所、かわらけ埋納遺構 1箇所のほか、無数のピット、土坑である。このうち、半

地下構造のものは「中世竪穴建物」の可能性を指摘したい。堀状遺構は、これらに切られている

ことから、竪穴建物より古い時期の区画ではないかと考えている。屋敷地の区画の可能性が高い

が、区画の内側が調査区外であったり大きな撹乱であったりして、詳細不明であった。
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a.竪穴建物 SH701～ 706

いずれの遺構も平面形は長方形で、規模は個性がある。

SH701

長辺18m、 短辺9.5m以上と最も大きいが、遺構西端が後世の撹乱によって失われている。垂直

に地山砂層を掘り下げて壁体となす。検出できただけでも壁体の深さは約40cm以上と深いが、湧

水で明確に底と確認できずに終わっている。辺縁部に沿って直径70cm前後の上坑が点在する。北

西妻部分は、一段高くなっており、溝状に掘 り込んだ両端に礎石を配置し、さらにその奥にも

ピットを穿っている。出入り口の可能性が考えられるが、中央のピットがどのよな働きをするの

か不明である。辺縁部の上坑は、壁基礎の石材抜き取り痕の可能性も考えられる。建物の軸は第

2～第6遺構面とまったくで同じ東に20° 振れる。

南東妻側に、埋土最上層近くで土師質土器皿類が多量にまとまって出土した。その総量は28

リットルコンテナ2箱近かった。土圧でつぶれていたが、出土状況から建物の廃絶 。改築などに

ともなう何らかの祭祀の痕跡ではないかと考えられる。

SH702

SH702と 同じ軸方向を持つが、大半が調査区外である。壁体が不明瞭で、SH701に 比べるとゆ

るい傾斜をして下がる。床面にピットを確認しているが、異なる時代の切り合いである可能性も

残る。検出した範囲では短辺が6.Om以上ある。

SH703

長辺8.5m、 短辺4.5m程度でSH601に比べるとこぶ りだが、軸方向は同一である。壁体はやはり

垂直に下がる。壁の深さは40cm以上とこれも深い。辺縁部に沿って、ピット2箇所と礎石を一部

確認しているが、ビットは全体に巡るものではなかった。南東妻側に、S■701同様に土器溜 りが

あった。

SH704

長辺約3.7m、 短辺約2.8mを計る。小ぶりで不定形な長方形である。壁体は垂直に下がり深さは

20cm程度。南東妻側に礎石を据えたピットを確認しているが、周縁部に土坑・ピットなどは巡ら

ない。軸方向は他の建物と同じ。

SH705

4.Om～ 5.Om分を検出したが、大半が調査区外である。辺縁部に巡るピット、土坑を一部確認し

ているが、詳細不明である。壁体は垂直に下が り、深さは30cm程度。構造的には上記のものと同

じと推測されるため、竪穴建物とした。軸は他の建物と同じ。
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8.第 7遺構面

SH706

長辺11.5m以上、短辺9.5m程度、東側を撹乱されている。大半が調査区外のため詳細が不明だ

が、軸方向は他と同一である。壁の下がりはややゆるやかな傾斜をなし、深さは10cm未満と浅い。

南東隅に直径 lm程度の落ち込みがあり、土器が一定量出土しているが、砕片が多く土器溜りと

認識できるほどの量ではなかった。辺縁部に沿ってピットが巡る。

b.落ち込み状遺構

SX703

長辺8,Om× 短辺5.Om分を検出したが、北側の大半を撹乱されている。おそらく軸方向は竪穴建

物と同じと推測されるが、詳細は不明である。垂直に下がる壁体、深さも30cm以上と深いことか

ら、竪穴建物と分類した遺構の可能性も残る。

SX704

この遺構だけ軸方向が大きく異なって検出された。深さ35cm程度の垂直な壁体、周縁部に沿っ

て一部礎石を据えたピットが確認されるなど、竪穴建物と分類した遺構との共通点もあるが、軸

方向の異質さからあえて落ち込み状遺構に分類した。長辺4.9m短辺2.3m程度で、不定形な長方形

をなす。

SX705

ゆるやかに傾斜しながら落ち込んでいく遺構である。調査区南東角で検出されており、全体像

が不明である。検出した範囲では5.Om～ 6.Om、 深さ28cm以上である。

c.かわらけ埋納遺構

SH701と SH703の南東妻部分に土師質中皿の上器溜りが認められたほか、土坑にかわらけを埋

納したものも3ヶ所認められた。

SK711 図26

径約1.9m、 深さ30cm程度の不整円形土坑である。堀状遺構SD701を切るようにして造られた遺

構だが、SD701が 15世紀代の遺構と考えられるのに、こちらは14世紀後半と見られる遺物を出土

している。このことから両者の年代のどちらかが上がるか下がるかする可能性が高い。土師質土

器皿類のほか、土器・陶磁器の破片なども共伴しており、投棄的である。

SK717 図26

径約90cm、 深さ約35cmを 測り、平面円形あるいは断面は深いすり鉢状を呈する。土師質土器中皿

を何枚か重ねて安置したような出土状況で、上位各遺構面のかわらけ埋納遺構と完全に同質である。

つ
々
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SX701

後述する堀状遺構SD701の内側で、一部を確認した。深さ30cm以上のかわらけ埋納遺構のよう

だが、ごく一部を検出しただけで大半が調査区外である。したがって詳細不明。堀状遺構SD701

に伴う施設なのかどうかも不明。時期的には15世紀初頭の可能性が高く、SD701の示す15世紀前

半とは重なるか微差の範囲である。

d.堀状遺構

SD701

調査区北東角で素堀の90-|こ屈曲する遺構を確認しているが、調査区外に続いており、検出し

たのはごく一部である。軸方向は竪穴建物と分類したものと同じである。検出できた範囲で幅約

3.Om、 深さ約50cm、 ほぼ垂直に掘り下げた素掘り溝で、断面は方形を呈する。

町割りにそって造られた屋敷地の区画溝、境界溝などの可能性があるが、溝と並行に柵列様の

礎石列が並ぶことから、屋敷地の区画溝である可能性が高いのではないだろうか。溝内には多量

の上器が投棄されていた。

この遺構の時期は、北西部分で投棄痕のような土器溜りを検出しており、その土器類から15世

紀後半が想定される。一方で切りあう他の遺構、SK711、 SD02な どの示す年代はそれを遡る14世

紀後半から15世紀初頭などを示している。切 り合いの上下関係が明瞭であり、SD701の年代が15

世紀後半より遡る可能性、SK711・ SD702の ほうが下る可能性両方がある。あるいは土器溜りが

遺構の存続時期・掘削時期ではなく、廃絶時期を示す場合も考えられる。

SD703・ 704

SH701に切られる、90° に屈曲する堀状遺構である。遺構の形状は方形の囲いのようである。検

出した範囲から推定される規模は南北幅6.6m以 上である。東西幅はSH601に切られてわからな

い。軸方向は竪穴建物やSD701と 同じである。

その他土坑

上記遺構以外にも、紙数の都合上詳述できなかった多数の上坑、ピットを確認している。

SK701と SK702は 、本来第 6遺構面で検出すべき遺構である。遺物の出土状況や埋上の堆積状

況がSK6101こ 酷似しており、時期も同じ頃であることから、同時代の遺構の可能性が非常に高い。

SK610の遺物出土状況からは、投棄土坑、ごみ穴であると考えられる。

I・ Ⅱで検出した遺構のほとんどは、完掘できないまま調査を終了している。Ⅲ・Ⅳ区で確認し

た遺構と同じ軸方向に並ぶピット列だが、湧水のため正しい平面検出が行われたといいがたい。

I・ Ⅱ区ではⅢ・Ⅳ区のような深く地面を掘り下げた遺構をまったく見出していないが、これも

湧水と狭小な調査範囲に左右されて見落としている可能性が高いもので、今回報告した検出遺構

以外にも、遺構が存在していた可能性があった。



9,遺構番号について

9.遺 構番号 について

本調査は、開発工事の工程に沿って I・ Ⅱ区、Ⅲ・Ⅳ区と一部同時併行で、一部時間差で実施

された。そのため区によって検出面数が異なったり、遺構番号は調査区ごとに付されたりして、

後日全体を通してみると、異なる地区同士で同じ遺構番号が重複する結果になった。報告書刊行

にあたっては、これらを一括で整理して改めて番号を付け直した。調査時の遺構番号と報告書掲

載の番号とは異なっている。遺物への注記は調査時の番号で行われた。資料調査等に際しては、

以下の対応表を参照されたい。

表1 遺構番号封応表

※「調査時Jの項で区の記載がないものはすべて皿 W区検出遺構



a'

1.00m
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ａ
Ｌ

SP418か a′ sec

l.5Y4/1灰 色砂に焼土粒混
225Y4/1黄 灰色砂

SK301・ SP319}a夕 sec  1 5Y3/2オ リーブ黒色砂
22.5Y3/2黒褐色細砂

ａ

Ｌ

ゴ

一
・
００ｍ

ａ
一

・
００ｍ

SK412件 a′ sec

l10Y6/1灰色シルト質砂
27.5Y5/1灰色シルト質砂
3N4灰色シルト質砂
45Y4/4暗 オリーブ色砂
5N4灰色粘土
6N5灰色砂に5Y72灰白色砂混
7N4灰色粘土
8,N4灰色砂質粘土
95Y5/1灰色砂
10N4灰色粘質砂
115Y6/1灰色粘質砂

⑥
Ｄ
∪

SP319

図22 かわらけ埋納遺構 土器出土状況図1
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a
1.00m SK41la― a′ sec.

15Y4/1灰色砂
25Y6/1灰 色細砂
35Y7/2灰 色白砂
45Y1/2黒 色粘土
55Y2/1黒 色粘質砂

a'

1.00m

SK411

a
L

かわらけ埋納遺構 土器出土状況図

sec. 125Y4/1責 灰色砂

ａ

ヨ

a

♀  1 中SK41l T層

1,00m

図23 かわらけ埋納遺構 土器出土状況図2
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a
1.00m

SP555 a― と
′
sec

l10Y4/1灰色粘質砂

a'
」

a'

1.00m

SP555

SK506抒 a′ sec

15Y4/1灰色砂

a
1.00m

ａ
Ｌ

ａ
一‐

・
００ｍ

a'

1.00m

SK506 lm

図24 かわらけ埋納遺構 土器出土状況図3



＼ ＼
―b'

b'

0.80m

SK610体 a′ sec

125Y3/2黒 褐色砂
25Y3/1オ リーブ黒色砂

かわらけ埋納遺構 土器出土状況図

a'                a
O              m

SK606抒 a′ sec

125Y3/2黒 褐色砂

a'
」

SK606

a'

1.00m

a'

1.00m

一
　

ａ

Ｌ

a'

1.00m

a
1.00m

ａ

ゴ

SK608か a′ sec

15Y4/1灰色砂

SK608

SK607μ a´ sec

125Y5/1黄 灰色砂に5Y6/3オ リーブ黄色砂帯状混

図25 かわ らけ埋納遺構  土器 出上状況図 4
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SK639a a r`盛
と,7jYう 2オ リーデ黒色砂
Я省 婢 1仄色砂
&75Y3/1オ リーブ黒色砂
45Y4'/2灰オリー翔

ａ

一輸

・ａ一的

SK604a a′ sec.

1.5Y4/1灰 色砂

a'

0おOm

饉続

SK717
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図26 かわらけ埋納通構 土器出土状況図う
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蒜
SP231

SK601a― a′ sec

125Y2/1黒 色砂に炭混

一

ａ

　

＝

――

＝

―

土

―

SP602a‐ a′ sec

1 25Y5/1黄灰色砂
25Y5/1灰 色砂
35Y6/2灰 オリーブ粘土

0                 1m

平面・立面 。断面図

SP205

SP208

ａ
一‐

・
００ｍ

― a'

SP619

a'

1.00mａ
Ｌ

SP233 T層



1.は じめに

第 4章 遺物

1.は じめに

本調査で遺構面した 7面の遺構面は、幕末期～明治時代と考えられる第 1遺構面を除き、第 2

面の近世と第 3面から第 7面 までの中世とに大別できる。ただし、第 3お よび第 4遺構面上でも、

近世遺構を数箇所検出している。これは本来上位の第2遺構面で検出すべきものを、整地層とい

う視覚的煩雑さのせいで見落とした結果である。遺物調査の結果上位の遺構と判明したものも、

本書では事実に即して実際の検出面で報告している。

したがって、第 3お よび第4遺構面では、面の時期と一部遺構の時期が合致せず錯綜している。

のみならず、表 2に記したように、さらに著しい錯綜現象が中世遺構面同士で起こっている。

一概に中世といっても、今回検出した遺構の時期は、16世紀から13世紀にまで及ぶ長いものだ

が、遺物を精査してみると、検出した面と各遺構の示す時期の間には一貫性が感じられないこと

がままあった。その原因は①スポット的に整地を繰り返す兵庫津遺跡特有の堆積過程に対し、全

体を横に剥ぐ、画一的で面的な調査を実施した技術的問題②まだらな階調を示す整地層上で、遺

構検出が難航したという調査担当者の能力的問題の二′点に尽きる。

地層が複雑な堆積状況を示す都市遺跡にあっては、より厳密には、整地層同士の上下関係が見

極められるまで細かいグリッド掘りを繰り返す、あるいは町屋一戸単位で把握して、それに対応

した地区割り設定をするなどが正攻法であろうが、行政発掘調査における予算的 。時間的制約と

いう現実の前に、文化財保護担当者としてほ梶たる思いを味わった。兵庫津遺跡における今後の

課題として、敢えて誤謬の謗りを恐れず、ここに記す。

以上の反省を踏まえた上で、できるだけ精緻な遺物観察を心がけて各遺構の年代判定を行い、

その遺構の本来あるべき層位がどこだったのかを見極めてやることが、この複雑に絡みあった糸

を解きほぐす唯―の手段である。しかしその試みが今回成功したかと問われれば肯うに難い部分

も多い。これについては、ひとえに調査者の能力不足ゆえである。

以下、検出面毎に図化できた遺物と、その示す年代を詳述する。

2.土器・陶磁器の産地お よび機能的分類

今回出土した土器を中心とする28リ ットル容量コンテナ約百箱分の遺物は、産地・機能 (器種)

ともに多様である。かつ、個々の器種が型式差を内包している。

これら多様な産地の土器たちは、すでに先学によって優れた編年の網の中に置かれている。本

報告書ではまず産地別に、次に器種毎に分類を行い、それぞれの土器が示す年代を既存の編年案

に沿って判定した。各土器の示す年代観が整合性を持って交差した場合、それが遺構の年代を示

すと判断した。既存案が存在しないものに関しては、別章において、可能な範囲で考察を試みた。
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出土土器陶磁器類の産地1ま、

①在地産土師質土器

②東播系須恵器

③産地不明 瓦質上器

④肥前系青・白磁染付

⑤唐津焼

⑥備前焼

⑦丹波焼

③常滑焼

③瀬戸・美濃および古瀬戸

⑩堺・明石産上器

①萩焼

⑫その他産地不明陶磁器

以下が主なものである。

これらをさらに用途別に器分類すると以下に分けられる.。

中世

A煮炊具 土師質土器 煮炊具

瓦質土器 煮炊具

B供膳具 土師質土器 小皿

土師質土器 中皿

土師質土器 大皿

瓦器 碗

古瀬戸 皿

古瀬戸 天目茶碗

C調理具 土師質土器 嬉鉢

東播系須恵器 鉢

備前焼 摺鉢

瓦質 幅鉢

古瀬戸 卸皿

D貯蔵具 備前焼 甕

備前焼 壷

常滑焼 奏

東播系須恵器 甕

E調度具 瓦質 奈良火鉢および風炉

F灯火具 土師質土器 小皿

38



2.土器・陶磁器の産地および機能的分類

近世

上記のいくつかは姿を消し、代わって肥前系陶機器が供膳具の主流を占める。近世になつて新

たに登場した主なものだけを記す.。

A煮炊1具

産地不明 施釉土瓶

B供膳具

土師質土器 焼塩壼

丹波焼 盤

肥前系青 。白磁 (染付)碗・皿・小皿・鉢

三島手 碗

唐津 京焼き風 碗

萩焼 碗

唐津 徳利

産地不明 娩締陶器 徳利

C調理具

丹波焼 摺鉢

堺・ 明石系 摺鉢

D貯蔵具

丹波焼 警・ 壷

E調度具

産1地不明 青磁香炉

瀬戸・美濃焼 香炉

三島手 植木鉢

産地不明 無釉焼締陶器 植木鉢

F灯火具

土師質土器 火鉢・規炉

瓦質上器 規炉・風炉

産地不明 施陶器 油徳利

土師質施和土器 脚付受付皿

G仏具等

土師質土器 胞衣壼

肥前系白磁染付 仏飯具
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ここに記したものは今回の調査で確認できたほんの一例であり、本来はもっと多様性に富んで

いたはずである。この近世遺物の多様性は、手工業の発展、ひいては貨幣経済の深化の反映に他

ならないが、そのすべてを把握する事は限られた調査範囲では不可能である。

3.土器・陶磁器の型式分類

横糸としての産地・器種分類に対し、縦糸としての型式分類が、それぞれの器種に存在する。

これらは在地系土師質皿、東播系須恵器を除き、先学によりすでに編年体系が確立されている。

以下に、本書で依拠した型式分類・編年案を記う。

A.土師質煮炊具 岡田章―・長谷川真実および華波洋三案

B.備前焼 乗岡 実案

C.丹波焼 長谷川真実

D.常滑焼 中野晴久実

D.堺・明石産摺鉢 前川要案

E.瀬戸・美濃および古瀬戸 楢崎彰一案

F.瓦質奈良火鉢 立石堅志案

肥前系陶磁器に関しては、九州陶磁文化館の資料を参考にした。瓦質指鉢については、堺環濠

都市遺跡出土遺物を参考にした。土師質皿類、東播系須恵器は、別章で詳述する。

4.遺構 ごとの共伴関係

これらの出土遺物は、図29～ 148に 示した共伴関係をもって出上している。産地・器種は横の

糸、型式差は縦の糸であり、共伴関係という廃棄の一括性をもってそれぞれある一定時期の同時

性を織り成す。個々の遺構の時期はこの廃棄の一括性の中で判定されねばならないが、遺物には

それぞれの寿命、つまり遺物の持つ持続性といったものがある。短いサイクルで入れ替わる消耗

品と、長く存続する伝世品と言い換えてもよい。その結果、一括性の中で、しばしば互いの年代

観が合致しない現象が起きる。この現象は遺構の存続時期を示す場合もあり、混入品の場合もあ

り、また長い伝世ののちにその役目を終え、自分より何世代も新しい土器類とともに葬られた場

合もあろう。それらは遺構の属性で慎重により分けられていくべきである。

たとえば、ゴミ穴が200年 も同じ場所に開口していたとは考えがたく、比較的短期間で廃絶する

はずである。一方、建物はものよっては長く存続する。祭祀土坑などは、祭祀行為の瞬間にのみ

開口していたものであろう。そういう師で濾過した上で、遺構の年代は決定されねばならない。

表3も 、各遺構の出土遺物の共伴関係を示す。図とともに参照されたい。紙数の関係で、特筆す

べき場合以外個々の詳述を避ける。遺物の計測値も、表 3を参照のこと。
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5,第 2遺構面出上の遺物

134=備 前焼 信外
27=丹波焼 橋鉢
56=堺・明石産 播鉢
89=丹波焼 盤
1011=丹波焼 壷
12=丹波焼 甕
13=丹波焼 盤

9

_=三-13

|

図29 SX201出 土土器 実測図 1
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14～ 21=肥前系白磁染付 碗
22=肥前系青白磁染付 深鉢
23=肥前系白磁染付 浅鉢
24=産 地不明 油徳利
25=唐津粉引 片口鉢
26=丹波焼 壷
27=産地不明 徳利
28=産地不明 小皿

29=土師質土器 煮炊具
30～38=土 師質土器 小皿

3940=土 師質土器 中皿

29

ヤ 30~31 ▼ 2 幸 3

幸 5   6    37淳 8

0                                20cm
|

図30 SX201出 土土器 実測図2

刀
生



▼ 耳M

41～46=唐津 京焼き風 碗
4748=肥 前系 白磁染付 碗
49=肥前系 白磁 碗
50=肥前系 白磁染付 浅鉢
51=肥前系 白磁染付 蓋
52=肥前系 白磁染付 徳利

マ瓢司 6

茎 ≦ ≦ ≧ 坐 正 三 登 叢 51

5。 第 2遺構面出上の遺物

20cm
|     〕     |

53=肥前系 白磁染付 (赤絵)徳利
54=堺・明石産 福鉢
55=瓦質土器 混炉
56=丹波焼 甕
57=丹波焼 壼
58=丹波焼 火入
59～ 66=土師質土器 小皿
67=土師質土器 中皿

~∞  ~60 ~Ы      2~63

開 ~~65~66      7

図31 SX204出 土土器 実測図 1

刀
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図32 SX204出 土土器 実測図2

20cm68～73=土 師質土器 煮炊具

74～ 79=土 師質土器 煮炊具
80～ 88=土 師質土器 小皿
89=土師質土器 中皿
90=上師質土器 焼塩壷

く雫て罵三:::::::::::::::i〕
"千;1

~87
軍 軍 ヌ 9

〔三三三:::::::::::::::::::::::i:::::::::::::::::::「:::i;),10

0

▼ 0

~86

0

8                                                              9

帝 82導 3導 4~85

~88

20cm
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図33 SX203出 土土器 実測図 1



5.第 2遺構面出上の遺物

× 5

0                                20cm

∩
）

91〒 肥前系 白磁 碗
9293=肥前系 白磁染付 碗
94=肥前系 白磁染付 筒碗
95=肥前系 白磁 台付鉢
96=肥前系 白磁 小皿
97=肥前系 白磁 小皿 (型押し菊花文)

98=唐津 三島手 碗
99100=肥前系 白磁染付 碗
101=唐津 粉引 徳利
102103=堺 。明石産 楯鉢

図34 SX203出 土土器 実測図2
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守 105

0                                20cm

図35 SK211出 土土器 実測図

W12

∈ 〒

≡ ≡ ≡ ≡ ≡ ≡ 更

司

豆 ア 蚕 蚕 蚕 蚕 了 冨

弓 ,15

110=肥前系 白磁染付 碗
111=肥前系 青磁 碗
112=土 師質土器 小皿

113=土 師質土器 中皿

0  114=唐 津 三島手 植木鉢   20cm
|

115=土 師質土器 煮炊具

蒔 萎 垂 垂 塞 覇 蘭 声
蚕 蚕

訂 1芦

牌 ・朧 麟

108

104=肥前系 白磁染付 碗
105=土師質土器 小皿

106=土師質土器 中皿

107=丹波焼 藷
108109=堺 ・明石産 情鉢
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図36 SK216出 土土器 実測図



Ⅷ 3

碗  120=産地不明 施釉陶器 碗
猪口 122=肥前系 白磁染付 鉢
小鉢 124=産地不明 灰XHI陶 器 鋼
126=丹波焼 盤

5.第 2遺構面出土の遺物

0                                20cm
I     I    I119=肥前系 白磁染付

121=肥前系 白磁染付
123=肥前系 白磁染付
125=土師質土器 小皿

図37 SK204出 土土器 実測図

~131

~133

127=肥 前系 白磁染付 碗
128132=産 地不明 青磁 碗
129=肥 前系 白磁染付 皿
130=肥 前系 白磁染付 仏飯器
131=肥 前系 白磁染付 小皿
133=土 師質土器 小皿
134=土 師質土器 中皿

135=肥 前系 白磁染付
136=肥 前系 白磁 碗
137=肥 前系 白磁染付
138=肥 前系 白磁染付
139～ 141=土 師質土器
142=土 師質上器 小皿

143=土 師質上器 大皿
144～ 146=土 師質土器

図38 SK206出 土上器 実測図

20cm

0                                20cm

くてく冨三三こ三二三三三三F房ン千16

0              20cm

碗
　
締
獅
Ⅷ

中 皿

くく三己ピ⊆どF巨冒冨F戸名42

＼
章 」 ヌ 43

135137=SK201出土
136138～ 140=SK202出 土
141=SK207出上
142ユ43=SX202出 土
144145=SP209出 土
146=SP220出 土

③

|

図39 その他の遺橋出土土器 実測図
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剛 47

~1 /151

くて[EE三三]三]三
EΞΞ

F:F7′452

147=萩焼 びら掛碗  148=肥前系 白磁染付 猪口
149=丹 波焼 奏 150=瓦質土器 風炉
151=土 師質土器 中皿  152=土師質土器 中皿

0                                20cm

図40 SK212出 土土器 実測図

5.第 2遺構面 出土 の遺物 図29～図45

第 2遺構面で検出した遺構は、すべて18世紀ないし19世紀の近世の範疇に収まるものである。

したがって、第 2遺構面は近世と判断して差し支えない。18世紀 と19世紀とが同一面で切 り合っ

ていると理解する。

SP205出±165お よび168は 合わせ口状に出上した胞衣壼と土瓶である。土瓶が蓋、壺が身であ

る。SX201か ら出土した土師質土器小皿および中皿のうちへそ皿など古層のものは、混入品であ

る。同じくSK212の瓦質風炉150も 混入品である。この土器自体は15世紀初頭を示すが、他の出土

遺物から判断して、SK2121ま 近世のものである。

土師質土器煮炊具が出土 している場合は、それを年代決定の指標 とした。それ以外に、橋外も

積極的な物差しとして採用 した。そのどちらも欠いている場合は、個々の上器の編年体系に照ら

したが、伝世力の強い器 しかない場合などは、寄って立つ根拠としては、土師質土器などより多

少弱いと言わざるを得ない。

▽ 53
釣

154

154=産 地不明 灰釉陶器 蓋
156=硬質瓦質土器 規炉

″
_

153=肥 前系 白磁染付 小皿
155=産 地不明 灰釉陶器 土瓶
157=土 師質土器 煮炊具

48

図41 SD201出 土土器 実測図
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2

158=肥前系 青白磁染付 碗
159=土師質土器 (柿釉)燭 台
160=産地不明 鉄釉 短頸壷
161=土 師質土器 混炉
162=土 師質土器 中皿

163=丹波焼 幅鉢
164=堺・明石産 楯鉢

20cm

図42 SP234出 土土器 実測図

帯 67

165=産 地不明 灰釉土瓶(SP205)

166=産 地不明 鉄釉徳利(SP201)

167=土 師質土器 中皿 (SP202)
168=土 師質土器 胞衣壷 (SP205)
169=土 師質土器 煮炊具(SP208)
170=土 師質土器 小皿 (SP208)

ヤ

         I     I    I

図43 その他の遺構出土土器 実測図

ヤ 170

0 20cm
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る 171

72

~~175

~/176

171172=産 地不明 施釉陶器
173=産地不明 鉄釉徳利
174=備前焼 植木外
175176=土 師質土器 小皿
177=土師質土器 火鉢

図44 SP203出 土土器 実測図

ヤ 183

178=土 師質土器 煮炊具 (SP228)
179=産 地不明 灰釉土瓶 (SP228)
180=産 地不明 鉄釉徳利 (SP204)
181=肥 前系 白磁染付 碗 (SP230)
182=唐 津粉引 鉢 (SP230)
183=産 地不明 灰釉陶器 小皿 (SP228)
184=産 地不明 施釉 土管 (SP227)

0                                20cm

図45 その他の遺構出土土器 実測図



6.第 3遺構面出上の遺物

6.第 3遺構面出土の遺物 図50～図65

a.遺構面の時期

第 3遺構面で検出した遺構のうち、SP341は 18世紀代の遺物を出土する土坑である。SX301お

よびSP341は 出土遺物からみて、本来第 2遺構面の遺構であった。SP341か らは一部古層を示す

土師質土器中皿も出土しているが、混入品と判断する。

それ以外で、この遺構面では16世紀後半の遺構が 1箇所、前半の遺構が 9箇所、15世紀後半と

前半の遺構が各 1箇所、15世紀代が 2箇所、14世紀半ばが 1箇所、14世紀代が 1箇所、14世紀か

15世紀か判定し難いものが2箇所あった。このことから、第 3遺構面本来の時期は16世紀を中心

としたものと思われる。

b.各遺構の時期

各遺構の時期については、表 2を参照されたい。以下に判断の根拠のみを示す。

SK301は土師質煮炊具羽金が出上しており、これを指標とした。

SK307、 SK314、 SK315、 SE302掘 り方のそれぞれは、土師質煮炊具を指標として判定した。

SK303、 SP320は、備前焼悟鉢から年代を判定した。SK302、 SP324は土師質土器皿類と東播系須

恵器鉢とのセット関係などから類推した。

SK309は備前焼の壷からその年代を15世紀と判断したが、遺物の総量が少なく、壺が伝世品の

可能性も払拭しきれず、厳密さに久ける。

SE301の 掘り方からは、乗岡編年で中世 5期 と中世 6期 aの時期の備前焼橋鉢がそれぞれ出土

しており、この新相の方を判定の指標とした。

SE302埋土内からは、土師質煮炊具のほかに、備前焼橋鉢が多く出土している。土師質煮炊具

の年代を岡田 。長谷川編年の鋼形タイプ鉄かぶと形Ⅲ類、15世紀後半を示したが、備前焼括鉢が

それより新しい中世 6期aであったため。こちらを採用した。その掘り方からは土師質煮炊具羽釜

形タイプ播磨型Ⅱ類が出上しており、伴う土師質土器皿類もやや古相であることから、埋土出土

遺物より50年未満の時期差を想定した。この幅が井戸の存続時期と考えられる。

SP344と SP348か らは、土師質土器中皿・小皿を大量に出土しており、かわらけ埋納遺構の可能

性が高い。後述する土師質土器皿類の型式から、それぞれ表 2にある年代をあてた。

SP359か らは口縁端部が外反し、ヘラ描橋目を有する丹波焼橋鉢が出土しており、長谷川編年

IB 2類 に該当することから、これを根例とした。

SX301は、産地不明の薄手鉄釉橋鉢が出上しているが、これのみでは判定できなかった。橋鉢

から見て近世遺構の可能性が高い。

第 3遺構面は、16世紀を中心とした遺構面と考えているが、一部首相を示す理由が不明確であ

る。特に14世紀まで遡る場合、遺物混入など偶発性も排除しきれない。
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注 1/485 86   帝 87

沖 矯

185186=土 師質土器 中皿
187=土 師質土器 小皿

188.189,=土 師質土器 大皿

19a191.=土師質土器 煮炊具
192=産 地不明 白磁碗

＼  | ~~埼
2

202.=産 地不明 無釉陶器 皿

203=土師質土器 煮炊具

203

204=土師質土器 大皿 205,=土師質土器 煮炊具
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図47 SP320出 土土器 実測図

〒                                       193=土

師質上器 中皿(SP342)

斡                 19■

=土師質土器
195=東播系須恵浮

月`皿(SP342)

196=備前焼 橋錬 
鉢 (SP342)

本(SP320)

20cm
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0                                20cm

図48 SK306出 土土器 実測図
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図49 SK307出 土土器 実測図

0                                20cm

実測図
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図51 SK301出 土土器 実測図
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207～ 219=土師質土器 中皿
220～ 224=土師質土器 小皿
225～ 227=土師質土器 大皿
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251=土師質土器 小皿
碗 253=東播系須恵器 鉢

図54 SP324出 土土器 実測図
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W1  /238 ~239 240

229～ 236=土師質土器 中皿

0 237～
240=土師質土器 小皿唾 垂 垂 垂 〒    1

241242=東播系須恵器 鉢
243=備前焼 福鉢
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244247=土 師質土器 中皿
248=土師質土器 大皿

3

249250=土 師質土器 中皿
252=産 地不明 輸入青磁

慶]52
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皿

図53 SK302出 土土器

SK303出 土上器 実測図
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図57 SE301出 土土器 実測図
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施釉薬陶器 皿 287=産地不明 鉄釉陶器 揖鉢

0                                20cm

図58 SX301出 土土器 実測図

265=肥前系 白磁染付 碗 266=産地不明 施釉陶器 碗
267=産地不明 青磁 碗 268=土師質土器 脚付受付皿
269=肥前系 白磁染付 皿 270=肥前系 施釉陶器

図55 SP314出 土土器

254～ 256258259=土 師質土器 小皿

257260～263=土師質土器 中皿

o                                20cm

実測図

271272=土 師質土器 中皿 273=東播系須恵器 鉢
274=備前焼 重

71 千 +―ダ易

図56 SK309出 土土器

0                              20cm
|

実測 図

275276=上 師質土器 中皿

277278=こ と自下手筆三L号争  /1ヽ コ1

279～ 281=土師質土器 大皿

282=古瀬戸 緑釉 卸皿

283=土師質土器 煮炊具
284285=備 前焼 橋鉢
276～ 278=坦上内出土
275279～ 285=掘 り方出土

0                     20cm
I           I

286=産地不明
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図59 SE302出 土土器 実測図
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310311=土 師質土器 煮炊具
o                             20cm
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図60 SE302掘 り方出土上器 実測図
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396=土師質土器 小皿

397398=土 師質土器 中皿

399=丹波焼 橋鉢

389

391

389～ 394=土師質土器 中皿

395=土師質土器 煮炊具

20cm

図64 SP359出 土土器 実測図
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図65 その他の遺構出土土器 実測図
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7.第 4遺構面出土の遺物 図66～図82

a.遺構面の時期

第4遺構面には、明らかに掘り残しと思われる遺構が多数ある。これは工程の都合で着手が遅

れた範囲部分に集中しており、本来第2あ るいは第 3遺構面で検出すべきものである。

SK414に ついては、上層・下層とに分けて遺物を取り上げているが、これは遺構掘削の過程で、

途中から下位の遺構面の遺構まで突き抜けて掘削してしまったと判断したためである。出土遺物

の年代も上層と下層で明確に分かれた。

この遺構面では18世紀半前の遺構が一箇所、17世紀から18世紀の遺構が三箇所、17世紀代の遺

構が三箇所、16世紀代が一箇所、15世紀後半と半ばが合計三箇所、14世紀後半から16世紀までの

どこかと、詳細が判定し難いものが一箇所あった。17世紀代の遺構がもっとも多いが、上記のよ

うな理由による錯綜と判断する。したがって、第4遺構面本来の時期は15世紀中心と考える。

b。 各遺構の時期

SK407は備前焼悟鉢から。乗岡編年中世 5期 aな いしbに該当する。SK412は、いわゆる「かわ

らけ土坑」である。かわらけ以外に年代を判定できるものがなく、その論拠は別称で詳述する。

SK408と SP438は土師質土器煮炊具から、SK410は 東播系須恵器鉢と土師質土器皿類とのセット

関係から判断した。

SK414上層は、土師質煮炊具から判断した。この時期の上師質煮炊具は、岡田・長谷川編年で

は明示されておらず、難波洋三の大坂城期の分類と編年に拠った。この二つの編年案は、微妙に

時期をずらしながら共存しており、互いを補完しあう関係にあると考えて差し支えない。瀬戸・

美濃折縁皿がやや古相を示すが、共伴する肥前系白磁染付け、焼き塩壷の蓋など、近世特有の品

を主体とする。

SK414下層は、この遺構面より下位の遺構面の遺構である。出土遺物から「かわらけ土坑」の

可能性が高いが検出に失敗しているため、詳細が不明である。ただし、土師質皿類の示す形態は

SK412と 同質であり、同時期が想定される。

SK415は、土師質煮炊具の年代から判断したが、丹波焼火入れの形態も同時期を示していると

考える。

SK416は 瀬戸・美濃の袴腰形香炉および、土師質煮炊具から判断した。共伴する土師質小皿お

よび中皿が若干古相を示す印象があり、混入品の可能性が高い。SK416で 出上しているものは、

難波案のほうらくD類、あるいはE類に該当する。

SP443は、体部の上位に条線が施文され粘土紐を輪状に貼り付ける「不遊輪」を持つタイプで

ある。長谷川の近世丹波焼編年案における、典型的なⅣA la類である。

SX401か らは、丹波焼と備前焼の括鉢が出上しており、新相の丹波焼を採用した。
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遺構 名 時 期 医 分 検 出面 属性 凶 版番号

SX301 丘世 3面 ゴミ処理遺構 ? D]58
SP205 9世紀 2面 胞衣壷埋納遺構 図28

SP228 9世紀 2面

SP234 8世紀後半～19世紀 2面 図42

SP208 8世紀後半～19世紀 2面

SK204 8世紀 一� 便所遺構 図37

SK206 8世紀 一麺 一　
一構

一構
一暁

一購
一瑚

一便
ご

図38

SP341 8世紀 3面 図55
SK212 8世紀 後 半 2面 ゴミ処理遺構 図40
SK211 8世紀 前 半 2面 図35

SK216 8世紀 前 半 2面 ゴミ処理遺橋 図36
SK412 8世紀 前 半 4面 かわらけ埋納遺構 図22 ・70
SX201 8世紀 前 半 2面 ゴミ処理遺構 図29,30
SX203 8世紀 前 半 2面 ゴミ処理遺構 図33 ・34

SX204 8世紀 前 半 2面 ゴミ処理遺構 図31 。32
SK414上層 7世紀～18世紀 4面 図66

SK403 7世紀後半～18世紀初頭 4面

SK416 7世紀後半～18世紀初頭 4面 図67

SP443 7世紀 後半 4面 図66

SK415 7世紀 半 ば 一緬 ゴミ処理遺構 図68

SX401 7世紀 前半 一輌 円形石組遺構 図75

SP359 6世紀後半～17世紀半ば 一罰 図64
SK609 6世紀後半～17世紀半ば

6世紀

一価 図109

SK301 前半 一爾 かわらけ埋納遺構 図22・ 51

SK307 6世紀 前半 3面 図49

SK314 6世紀 前半 3面 図46

SK315 6世紀 前半 3面 図50

SE302 6世紀 前半 3面 井戸 図59・ 60

SE301掘 り方 6世紀 前半 3面 井戸 図57
SK511 6世紀 前半 5面 図84

SE302掘 り方 6世紀 初頭 3面 井戸

SK414下層 6世紀 4面 かわらけ埋納遺構 優]66
SK303 5世紀 後半 3面 図52

SK407 5世紀 後半 一輌 図73

SK408 5世紀 後半 一輌 区82

SK603 5世紀 後半 一価 図108

SD704 5世紀 後半 一緬 掘 り状遺構 図128

SK709 5世紀 後半 7面

SK714 5世紀 後半 7面 図133

SK719 5世紀 後半 7面

SP735 5世紀 後半 7面 図124

SP438 5世紀 後半 4面 □]72

SK311 5世紀 前半 3面

SK508 5」し糸己 前半 5面 図87

SK513 5世紀 前半 5面 かわらけ埋納遺構 図83

SK515 5世紀 前半 5面 図95

SP502 5世紀 前半 一爾
SP527 5世紀 前半 5面

SK602 5世紀 前半 6面 図112

SK610 5世紀 前 半 6面 ゴミ処理遺構 図25。 105

SP610 5世紀 前半 6面 図28

SH701 5世紀 前半 7面 竪穴建物 図117・ 118,119
SD701 5世紀 前 半 7面 掘 り状遺構 B]122 ・ 123
SK606 5世紀 初頭 6面 かわらけ埋納遺構 図25。  106

SX701 5世紀 初頭 7面 かわらけ埋納遺構 図141

SK309 5世紀 3面 図56

SP344 5世紀 3面 かわらけ埋納遺構 図61

SK410 4世紀後半～16世紀 4面 図79

SP639 4世紀後半～15世紀 一価 かわらけ埋納遺構 図26・ 113

SK604 4世紀後半～15世紀 一価 かわらけ埋納遺構 膠]26 ・ 107

SK607 4世紀後半～15世紀 一価 かわ らけ埋納潰構 図25 。 103

表2の1 検出遺構年代表
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遺構名 時 期 区 分 検 出面 属 性 図版番号

SK608 14世紀後半 ～ 15世紀 6回 かわ らけ埋納遺構 図25。 104

SD702 14世紀後半～15世紀
14世紀後半～15世紀

一緬 図129

SK701 一緬 ゴミ処理遺構

SK702 14世紀後半～15世紀 7面 ゴミ処理遺構 図137

SK703
SX704

14世紀後半～15世紀
14世紀後半～15世紀

一緬 図134

7面 落ち込み状遺構 図130

SP324 14世紀～15世紀 3面

かわらけ埋納遺構

図54

SP348 14世紀～15世紀 一罰 図62

SK506 14世紀～15世紀 5面 かわらけ埋納遺構
かわらけ埋納遺構

図24・ 91

図24' 101SK512 14世紀～15世紀
14世紀～15世紀

一蒟
SK516 一爾 かわらけ埋納遺構 じ]22・ 96

SP555 14世紀～15世紀 5面 図24・ 100

SP515 14世紀 一爾 D]92

SK518 14刊ヒ糸己 後半 5面 じ]86
SK711 14世紀 後半 7面 かわらけ埋納遺構

かわらけ埋納遺構
図27・ 142

SK717 14世紀 後半 一而 図26・ 140

SX702 14世紀 後半 7面 図136

SH706 14世紀 後半 7面 竪穴建物 図148

SH703 14世紀 後半 一緬 竪穴建物 図125

SP320 14世紀 半ば 3面

SK509 14 Lr糸己 半ば 一爾 図85

SH702 14刊ヒ糸己 半ば 7面 竪穴建物 図120・ 121

SX705 14世紀 半ば 7面 落ち込み状遺構 膠]127

SP548 14世紀 前 半 一爾 じ]99
SK728 14世紀 前 半 7面

SP701 14世紀 一半
笠
剛 7面

SP730 14世紀 前半 一緬 図146

SP637 13世紀 6面 図115

SK728 13世紀 7面

SH704 13世紀 一緬 竪穴建物 D]126

SP731 71El 図145

表2の2 検出遺橋年代表

炉

425～ 428=肥前系 青白磁染付 碗
429=瀬戸・美濃 緑釉皿
430=土師質土器 煮炊具
431=丹波焼 甕
432=丹波焼 悟鉢
425～ 430=SK414上 層出土
431=SP443出土
432=SK404出 土

60

図66 SK404・ SK414上層 。SP443出 土土器 実測図
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433=肥前系 青白磁染付 碗 434=瀬戸・美濃 鉄釉袴腰形香炉
435～ 437=肥前系 白磁染付 皿 438=肥前系 白磁染付 仏飯器
439440=土 師質土器 中皿 441=土師質土器 大皿

442443=土 師質土器 煮炊具

図67 SK416出 土土器 実測図

4

43

｀
進~野 448

-450

444=肥前系 青白磁染付 碗
445446=肥 前系 白磁染付 皿
447=土師質土器 灯明皿脚 448=丹波焼 火入
449450=土 師質土器 小皿 451=土師質土器 煮炊具

図68 SK415出 土土器

[::::::三 !!!!!lB453

54

図69 SK418出 土土器

,引

♀           1          0,m

実測図

452=産地不明 青磁香炉
453=土師質土器 焼塩重 蓋
454=土師質土器 大皿

♀           1          0† m

実測図

61

52
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図76 その他の遺構出土土器 実測図
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587～ 590=土師質土器 中皿
591=土師質土器 大皿
592=産地不明 青磁 皿

593=産地不明 青磁 碗
594=常滑焼 養

0                                20cm

図77 SK409出 土土器  実測 図

0                                20cm

図78 SP418出 土土器 実測図
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595～ 605=土師質土器 中皿
606=産地不明 施釉陶器 小碗

615

607～ 609=土師質土器 中皿
610611=土 師質土器 小皿
612=東播系須恵器 鉢

613615～617619=土 師質土器 中皿  618=上 師質土器 大皿
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613615617619=SP423出±  614=SP444出 二上
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7    8    09導 10導 11

図79 SK410出土土器 実測図
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図80 その他の遺構出土土器 実測図
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8.第 5遺構面出土の遺物 図83～図116

a。 遺構面の時期

第5遺構面には、16世紀前半の遺構が 1箇所、15世紀前半の遺構が 5箇所、15世紀から14世紀

にかけての遺構が4箇所、14世紀代が l箇所、詳細が判定し難いものが4箇所、14世紀後半が2

箇所、前半が 1箇所あった。このうち16世紀代を示したSK5111よ 本来第 3遺構面で検出すべきも

のであった掘り残しと考える。第 5遺構面本来の時期は15世紀前半から14世紀にかけてと考えら

れる。

b.各遺構の時期

SK505はいわゆる「かわらけ土坑」である。石鍋の破片と東播系須恵器鉢が共伴している。

今回の調査では、石鍋の破片が随所に出上している。石鍋自体は中世を通じて存在するものだが、

今回の調査で出上しているもののほとんどは、木戸雅寿編年でいうⅢ―aあ るいはⅢ―bの形態を示

している。実年代では12世紀末から13世紀初頭となり、今回検出した遺構群よりさらに古相であ

る。混入品と考えるのが妥当かもしれないが、出土した石鍋がことごとく古い形態の破片である

ことに、多少疑間を感じる。うち一点に、破片になってのち、表面を研磨あるいは再加工しよう

とした盤状痕が認められることから、古くなった石鋼を打ち割り、滑石を転用する習慣があった

とも考えられる。石鍋そのものはかなり軟質の石材であることから、砥石としてはやや脆弱に過

ぎる。実際石鍋と同素材の砥石は出土しなかった。割れた石鍋の破片に攀を当てて、何に転用し

ようとしたのかは不明である。

SK508は、瓦器碗が出土しているが、それより新相の土師質土器煮炊具が伴っていることから、

こちらを採用した。

SK509は備前焼悟鉢から、SK511は土師質煮炊具から、SK5131よ 、古瀬戸緑釉卸皿から時代を

まず仮定した。楢崎の編年体系における後期様式のⅡ期ないしⅢ期相当だが、共伴する土師質土

器皿類の示す形態が、たとえばSK412な ど、上位の遺構で確認できる一括出土例よりも明らかに

古相を示している。土師質土器皿類の形態的新旧関係については、別称で提案したいので、ここ

での詳述は避ける。SK518は常滑焼奏から判断した。それぞれ羽釜形タイプ播磨形B系列Ⅱ類、

中世 3期 a、 8型式に該当する。

SK506、 SK516、 SP555は土師質土器皿類から、SP515は備前焼奏から判断した。

SP527と SK515はそれぞれ土師質土器煮炊具から判断した。

SK505、 SP569は いわゆる「かわらけ埋納遺構」であるが、SP5691ま 備前焼壺が共供して出土し

ており、これを根拠とした。中世 3期aな いしbに該当する。

SP548の常滑焼奏は6bな いし7型式に該当するが、共伴する奈良火鉢が浅鉢Ⅲ型を示すため、

最低でも14世紀半ばまで下がる。

SP512は土師質皿類と東播系須恵器鉢のセット関係から判断した。

67
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図83 SK513出 土土器 実測図
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図86 SK518出 土土器 実測図

図87 SK508出 土土器 実測図

727=土師質土器 中皿
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図88 SK510出 土土器 実測図
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図89 SK505出 土土器 実測図1

734～ 815.=上 師質土器 中皿
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図91 SK506出 土土器 実測図

845～ 857.=土 師質土器 中皿
858=備前焼 奏

3                           4 5                        6

37                         38

833～ 841=土師質土器 中皿
844=土師質土器 大皿

842843.=土師質土器

敦 41 章 42章 43

45    6

4 55×訂 ア

図92 SP515出 土土器 実測図



第4章 遺物

く更ξ三三F写三三員三三三三三三三F三三三三三三三三三子写三三三千
三三三三Ξ≡三≡≡≡≡≡≡≡三三三三≡三三三≡≡≡≡≡

=写i'P159 0

Kttπ孔1濱至「三又62
<― 十

4

6   

く要三三三豆更[三≡三二虜
'867 章 68導 69導 70

縞 ~/872  3

孔 3

て
875

859=SP538出±  860.=SK504出 土
861=SP539出上  862.863.=SP540出土
864865=SP524出」二  866.867=SP525出 土
868～ 870=SP557出」二 871.～ 873B75=SP弦 7出土
874=Sk519出±  876.=SK507出 土

中皿

挙 ′
880

859,=瓦 質土器 鍋  860.～862864866869871874=土 師質土器
867868872=土 師質土器 小皿 873.=土 師質土器 大皿

863=東播系須恵器 碗 865=東播系須恵器 鉢
875=土師質土器 煮炊具 876=石鍋

図93 その他の遺構出土土器 実測図

嘲 勇 79
＼(<専引

877～ 880.=土 師質土器 中皿 881=上師質土器 大皿

図94 SK517出 土土器 実測図

72



8.第 5遺構面出土の遺物

＼ 王 馬 2

湘 6

90

882～ 885=土師質土器 中皿 886=土師質土器 小皿
887888=土 師質土器 大皿 889=土師質土器 煮炊具
890=産地不明 輸入青磁 碗

図95 SK515出 土土器 実測図

2

くくくこ三三三:こ]:::三二二房;::3

7

く三尋三ミミ::::::::F「 ::::::i,「

'1;01

5 竃 亜 荒 6

♀           ,________― ―坐rm

導 13薪 14寺 釧5導

善 8導 19ヤ 9郷

帝 呵 万 も で 訂硯

891,～912.=土 師質土器 中皿 913～ 920=土師質土器 小皿
921～ 924=土師質土器 大皿

潮

図96 SK516出 土土器 実測図



第 4章 遺物

25     6    7

竜 」ヨ 釣    30

3

7    8
くミ罵こ:三三:三]:::::二

「71:0

引     2    3

925～ 953=土師質土器
975=土師質土器 大皿

くて罵ミ::::::]::::二 FF二:'6

9    

くく三三三三三三三][:三::テ
房7j`

8

中皿 954～ 974=上師質土器 小皿

976=東播系須恵器 鉢  977.=備 前焼 壼

嘲 74

8 勇 9     0

図97 SP569出 土土器 実測図

9導 60 蕩 1導 2    と

導 64導 5 菩 66導

導 69導 o 導 1    2 導

76

74

978～ 980=土師質土器 中皿

図98 SP565出 土土器 実測図



Ψ 引 7981 ＼ =一卜nツ塩2
＼、_J

図99 SP548出 土土器 実測図

8.第 5遺構面出上の遺物

勇 83
981～983=土師質土器 中皿
984=常滑焼 奏
985=瓦質土器 奈良火鉢

0                                20cm
|

6    7
くく三

:ミ
:::::::F:::::Fテ

「「
1;も 1

9

986～ 989=土師質土器 中皿 990～ 992=土師質土器 小皿

図100 SP555出土土器 実測図

7     8

m    2
茸 0∝ 帯 0∝ ≪ 緊 O"

09

6

1003

993～ 1004=土 師質土器 中皿
1005～ 1007=■自頭長寄■君争  /1ヽ ]1

1008=東播系須恵器 鉢
1009=産地不明 青磁碗

図1 01 SK512出 土土器 実測図



第 4-1章 遺物

1010 1011 1012

―

弦 13    

“

15      研6

ЫB K璽 扇 孔19    囲 <蚕
=焉

か10密

024

m

1010～ 1012:■ 土師質土慕 中虹 0工・ 東播系須恵器 碗 1014=橋前焼 嶺鎌

紐&瑞陥鶏謎‰」鈴轟零摩儀」鵬ぎ餘 封
n途 =土師質土器 大皿 n7=東播系須忘器 鉢
■■～1014=SK501H■  101a■ loli=sP502出■ 1018,～ 1021.■ SP570出 上
Wa10231=SP501出■ lα雅饉 _i sP505出± 1似anz=sP571出土
10燃 iSP509H土

図102 その他の違構出土土器 実測図

76



9.第 6遺構面出上の遺物

9。 第 6遺構 面 出土 の遺物 図104～図116

a.遺構 面 の時期

第 6遺構面には、16世紀後半ないし17世紀半ばの遺構が一箇所、15世紀後半の遺構が一箇所、

初頭を含めて15世紀前半が四箇所、15世紀から14世紀後半にかけてが4四箇所と、13世紀代が一

箇所あった。このうち16世紀代を示 したSK609は本来第 3遺構面で検出すべ き掘 り残 しと考え

る。遺構の傾向から判断すると、第 6遺構面本来の時期は15世紀前半から14世紀後半にかけてと

なるが、第 5遺構面の時期と差がなくなってしまう。これは第 6遺構面とした整地層の不明瞭さ

ともあいまって、判断に苦しむ問題である。

土器の形態変化では追いきれない細かい整地層の変化が存在したとも、そもそも第 6遺構面の

存在そのものが不明瞭であるとも取れるからである。

今回の調査では、調査範囲のうち北半分の堆積層に層位的変化が認められたものの、上位の遺

構面との間に明瞭な時期差が確認できなかった。したがって、第 6遺構面の時期は、15世紀から

14世紀後半とする。

b.各遺構 の時期

SK602は瓦質風炉が立石編年の風炉Ⅱ型に該当するところから、この年代を採用した。

SK603は備前焼橋鉢のみが出土している。この橋鉢自体は中世 5期に該当する口縁形態を呈 し

てお り、ほかに判断できる材料がないため、一応この年代を当ててお く。

SK606は瓦質羽釜 と土師質土器皿類とのセット関係から類推 した。

SK607はいわゆる「かわらけ埋納遺構」である。土師質土器皿類から年代を判断した。瓦質の

大型鉢の破片が出上しているが、これは型式学的な位置づけが不明な資料である。

SK608も 土師質土器皿類から判断した。

SK609は、備前焼・丹波焼それぞれ指鉢が出土している。丹波焼のほうがより新相を示 してお

り、こちらを採用 した。長谷川編年の I B2b類 に該当する。

SK610は、土師質土器皿類、東播系須恵器鉢のセット関係 と合わせて、古瀬戸天目茶碗から判

断した。この天目茶碗は楢崎編年の後期様式ⅢないしⅣ類に該当し、その実年代を15世紀前半と

されるものの範疇である。

SP637は、後述する土師質土器皿類および、東播系須恵器鉢の形態変化の観点から、この年代

を当てた。

SP627も 同じく土師質土器皿類および、東播系須恵器鉢の形態変化の観点から、この年代を当

てた。

SP639は 土師質土器皿類から類推した。東播系須恵器鉢が共伴 してお り、たがいのセット関係

を知る上での資料 となりうる。

SP641は土師質土器煮炊具から判断した。
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10.第 7遺構 面 出上の遺物  図117～ 図148

a.遺構面 の時期

第 1か ら第 6ま での遺構面が人為的な整地層を基盤として築かれたものであるのに対 し、第 7

遺構面は海浜堆積物および風性砂の自然堆積によって形成された砂丘地形 =浜堤帯上に築かれた

ものである。すなわち、兵庫津遺跡において、第 7遺構面の砂層が集落形成が始まった原初の地

形をなす層であり、最古段階の遺跡の姿なのである。

第 7遺構面では、地山層であることが影響して、上位の遺構面で掘 り残 したものがまとめて検

出された。そのため、遺構の示す年代に一見大きくばらつきが生 じている。しかし、ここから上

位の遺構面で検出ずべきものをJF除すると、比較的明瞭に砂層上で展開していた遺構の時期が読

み取れる。

第 7遺構面では、15世紀後半の遺構が五箇所、初頭を含めて15世紀前半の遺構が三箇所、14世

紀前半が七箇所、半ばを含めて14世紀前半が五箇所、15か ら14世紀にかけてのどこかと、詳細が

判定し難いものが三箇所、13世紀代が三箇所あった。このうち15世紀代にかかるものは、すべて

掘 り残 しの可能性がある。15世紀後半のものは第 4遺構面の掘 り残 し、15世紀前半のものは第 5

遺構面の掘 り残しであろうか。

遺構の傾向から判断すると、第 7遺構面本来の時期は13世紀前半から14世紀前半にかけてが主

となるが、14世紀後半にまで及ぶ可能性 も残る。したがって、本報告では地山の砂層上に遺構が

築かれた年代幅を13世紀から14世紀と大きくとっておく。

b,各遺構 の時期

SH701か ら出上したもののうち、土師質皿類は、遺構南端から塊で出上 した一括資料である。

遺構廃絶時にかわらけを用いた祭祀行為が行われたと考えている。瓦器碗が出土しているが、土

師質土器煮炊具がそれより新相を示 してお り、これを採用した。

SH702も 、土師質土器煮炊具から判断した。備前焼悟鉢もこれと飢締のない時期を示している。

SH703も 土師質煮炊具から。SH7041ま 土師質土器皿類のセット関係から、SX705は備前焼悟鉢

の形態から判断した。共伴する古瀬戸卸皿もこれを支持している。SD701は 90度 に屈曲する溝で

ある。その内側のSX701は 「かわらけ埋納土坑」である。溝は建物の外堀である可能性を考えて

いいる。土器の出土状況も、SD701は故浸な廃棄の様相を、SX101は意思的な埋納 。投棄といっ

た印象を与える。それぞれ土師質煮炊具から判断した。SD702は 古瀬戸天目碗および、折縁深皿

それぞれが示す時期が合致してお り、これを採用した。SD704は 土師質煮炊具から、土師質土器

煮炊具が出土している遺構は、基本的にその年代観に基づいて判断した。土師質土器皿類 しか判

断基準がないものでも、後述する年代案に沿って一定の判断を与えた。SK7111ま 瓦質土器の碗、

SK714は瓦質土器の悟鉢から判断した。
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1309=古瀬戸 卸皿 1310=瓦質土器 奈良火鉢

図123 SD701出 土土器 実測図2
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` il

1312

1316 1318

く甍≡三三三三三F=三三二房「盈千9

苧 321 導 22ヤ 望 3当 レ4 導 3鰤

1311～ 1320=土 師質土器 中皿 1321～ 1325=土 師質土器 小皿
1326.=古瀬戸 天目茶碗 1327=瓦質土器 羽釜
1328=産地不明 輸入青磁 碗

図124 SP735出土土器 実測図

1334

―　―　　――――十１１１１１１１十　，，ＩＩＩ十１」

30    割    32

く更巨三ΞΞΞ]冨[冨冨冨戸″i335 ~~4336

1卸

中皿  13351386=土 師質土器 小皿
1338=土師質土器 煮炊具
鉢  1341=東播系須恵器 養

1330～ 1334=土 師質土器
1337=古瀬戸 天目茶碗
13391340=東播系須恵器

88

図125 SH703出 土上器 実測図
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342  
くてこ:三三::::::I:::F:::三二F「ライ343 稚44   くてξ三:三三::::三 :三二三Fテ「?:45

3“ 導 47当 3弱
~43～ ~1“

0

-1351-352~3関

~l削 寺 355

図126 SH704出 土土器 実測図

く三電三雇邑Ξ][冨冨冨言戸
子を59  帝 360

1342～ 1346=土 師質土器 中皿

13守 ～1355=土 師質土器 小皿
1356=古瀬戸 施釉碗
1357=産地不明 輸入青磁 杯

1363

~3Ы 茸 3貶

｀
~1365

1366

と三
:::::::::::::::::::::::三 :::「

三三三三三「三三三三三三三三三三三三三Ξ三三三「「「
イ!!8

1358=土師質土器 中皿

13641365=瓦 質二L器  碗
1367～ 1372=東播系須恵器

1359～ 1363=土 師質土器 小皿

1366=土師質土器 煮炊具
鉢  1373=古瀬戸 卸皿

図127 SX705出 土土器 実測図
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くて景三三三:::::]::::::;ラテ子

`;7    

くて三三:三三:三::::三三::535号旱ξ子:

1381

13741375=土 師質土器 中皿
1376=土 師質ニヒ器  /1ヽ 皿
13771378=瓦質ニヒ器  碗
1379=土 師質土器 煮炊具
1380～ 1382=東播系須恵器 碗
1383=瓦質土器 奈良火鉢

1379

図128 SD704出 土土器 実測図

84                        85

くてミ三:三::::][::三二三二F房イ:86     
くて三三::::::三FF:三二三三二F房子:87

88育 3∞ 蓄 3∞ 導 餌 導

393

1384～ 1388=土 師質土器 中皿
1389～ 1392‐ 土師質土器 小皿
1393=土師質土器 煮炊具
1394=古瀬戸 天目茶碗
1395=古瀬戸 深皿
1396=東播系須恵器 鉢

0                            20cm

図129 SD702出土土器 実測図
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10.第 7遺構面出上の遺物

1400

革 司 十 、‐i

08

1397～ 1411=土師質土器 中皿
1412～ 1435=土師質土器 小皿
1436=土師質土器 大皿

蕩 12帝 13菊 14章 15帝 狙6導

苧 421-4%苧 4郷諄 27哺 28事 29

嘲 30帝 4割 嘲 4ψ諄 33申 4割導 4弱

42

予

比

05

く
て
写::::::]::[FFFF「イ

'09

嘲 18蒋 19帝 4劉 申 4劉 事 22鞠 23

1437=瓦質土器 碗  1438=東播系須恵器 碗
1439=産地不明 輸入青磁 碗  14401441=土 師質土器 煮炊具
1442=瓦質土器 鍋  1443=瓦質土器 羽釜

14441445=石鍋
14461447=東播系須恵器 鉢
1448.=備前焼 橋鉢
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49   50訂 瓦 1漸 52事 53

454

/デ iΞイニR14_.‐

/τ二=〒て
=「

~二
■_彎_

8

1449～ 1451=土師質土器 中皿  14521453=土 師質土器 小皿
1454=土師質土器 煮炊具  1455=瓦質土器 鍋
1456=備前焼 福鉢  1457=東播系須恵器 揖鉢
1458=瓦質土器 播鉢  1459=瓦質土器 奈良火鉢
1449～ 1453 1455～1457 1459=SK719出 土
1454=SK721出■  145&=SK723出土

図131 その他の遺構出土土器 実測図
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込生
‐
うかち⊂

｀
/ィことラ



10.第 7遺構面出土の遺物

1473

1474=東播系須恵器 鉢

図133 SK714出土土器 実測図

77    81476

1480

1476～ 1487=土師質土器
1489～ 1492ヨ 土師質土器

84      

くミてこ三三三三:三:三[::三二万戸イ485

菊 89

く`
「

≡三二
_1492

く雫三三三三]ΞΞ冨三冒み1490

1488=土師質土器 大皿

図134 SK703出土土器 実測図

93    94W4弱 章 4∝ 導 4"

1則

皿

皿

中

小

瀬 98 鞠 99

149314雖 =土師質土器 中皿
1495～ 1499=土師質土器 小皿
1500=産地不明 輸入青磁 碗
15011502=東播系須恵器 鉢
1503=土師質土器 煮炊具
※出土遺構は観察表参照のこと

く冨ミ三:三::::[三:三二二号「ライ460 Ы     62    3

“

4苛 65菊 66笥 67朝 68

▼ 469

1460～ 1464=土師質土器 中皿  1465～ 1470=土師質土器
1471=土師質土器 大皿

図132 SK701出土土器 実測図

14721473=土師質土器 中皿
1475=瓦質土器 橋鉢

1     
く三夏こ:::::::]::::::[テ房7イを2

牝86                     7

1488

図135 その他の遺構出土土器 実測図
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6 ~4Ы 7 ~l引 8

4(凱 憂窮05    6 7

08    o9 ▼
:]::::::i;'''イ士|11

12    13   14 1515

小皿

0                                20cm

図136 SX702出土土器 実測図

1504～ 1515=土師質土器
1520～ 1522=土師質土器
1523=東播系須恵器 鉢

中皿  1516～1518=土 師質土器
煮炊具

1527

28    9

▼ 引

く
屎
罵三三三]F:[F房

フ
イ535 導 36 苛 37

貌

42

1524～1531=土師質土器
1535～1537=土師質土器

1532～1534=土 師質上器 大皿
1538=須恵器 片口小鉢

皿

皿

中

小

39

図137 SK702出土土器 実測図

く
雫≡≡五:万ヌ

急41 15391540=土 師質土器 中皿(SP710)
1541=土師質土器 小皿 (SP713)
1542=東播系須恵器 鉢 (SP713)

94

図138 その他の遺構出土土器 実測図
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くて三Ξ三三E[三冨冨三戸フ
千545    

くてE三三三Ξ三三Ξ冨冨言〕1546

1543.1544=土 師質土器 中皿
15451546=土師質土器 小皿
1547=瓦質土器 碗
1548=産地不明 輸入青磁 碗
1549=土師質土器 煮炊具
1550=瓦質土器 羽釜

15511552=東播系須恵器 鉢
154315491551=SP710出 二上
1544～ 1546=SK731出土
1547=SP736出 上
1548=SK718出土
1550=SK727出土
1552=SP719出 土

||||:50

20cm

図139 その他の遺構出土土器 実測図
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58 59    o

1    62    63

幸 5∞ 事 弱6幸 5ν 薪 5∞ ~5∞

寺 5Ю ~l閉

諄 75 
く`三≦E三三」L日日B■J"壻

576

1553～ 1564=土師質土器 中皿
1565～ 1576=土師質土器 小皿
1577=土 師質土器 煮炊具
1578=瓦質土器 鍋

くて巨三三三Ξ]三冨三冨房戸ィ七72 
くくて正三三三巨[三冒冒冒万〕4573   

くて三E三三EI冨三三言ラン1574

0                                20cm

TP
1577

■ 二
「

｀
ァ`ヽ r『 ,く,

図140 SK717出土土器 実測図



第4章 遺物

1583 1584 1585

7  8Ч 硯 9呵 呪

当 95寺 96章 97導 98

▼ 5∞ ~6∞ ~16団

1579～ 1590==L吉下質土器
1591～ 1594=土師質土器
1595～ 1601=土師質土器
1602=瓦質土器 悟鉢

皿
皿
皿

中
大
小

図1 41 SX701出 土土器 実測図

Ц
軍≡≡墓ΞΞΞ可酪そ13

609

1614

1620～1631=土師質土器 小皿

07    

く
て
ミ三EEEEEI三 :三二[F万4そ08

1611

19章 20苛 劉 蕩 22葛 23

笥 6劉 単 25鞠 26蕩 7 蕩 8

事 6釣 茅 6鉤 ~46割

1603～1619=土師質上器 中皿
1632=瓦質土器 碗

2

図142 SK711出土土器 実測図
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1636

37                        38 茸 6調

1633～ 1638=土師質土器 中皿  1639=土 師質土器 小皿
1640=瓦質土器 碗

図143 SK728出土土器 実測図

0

4薪 65帝 6∞

      67

1660～ 1664=土師質土器 中皿
16651666=土師質土器 小皿
1667=瓦質上器 鍋
1668=土師質土器 煮炊具
1669=東播系須恵器 鉢
※出土遺構は観察表参照のこと

匡要尋重要≡≡≡≡璽≡璽璽璽匡≡尋====正
三三

===≡==弓房融

'0

20cm
1669

図147 その他の遺構出土土器 実測図

引    42

45

16411642=土師質土器 中皿
1645=産地不明 輸入青磁 杯

16431644=土師質土器 小皿
1646=東播系須恵器 鉢

図144 SK732出土土器

♀          1          0♀ m

実測図

6甲     48    49    50

くて三三:三EIttI三三二訂4652
1647～ 1650=土師質土器 中皿 1651～ 1653=土師質土器 小皿

図145 SP731出土土器 実測図

54                         55

璃 56 
く電竪至三三こI三三三Fテ〕千657  申

16541655=土 師質土器 中皿
1659=上師質土器 煮炊具

1656～ 1658=土師質土器 小皿

図146 SP730出土土器 実測図
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74

78

ヨ 瓦 75

73

1677

謝 79帯 80   6Ы     82

寺 6関 諄 84苧 6弱

-6弱

苧 6"

1670～ 1678=土師質土器 中皿 1679～ 1687=土師質土器 小皿 1688=産地不明 輸入青磁 碗
1689～ 1691=土師質土器 煮炊具 1692=東播系須恵器 鉢

図148 SH706出 土土器 実測図
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表3 出土土器観察表

表3 中世土器・陶磁器観察表 (1)
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I にふい策を

噸
Ⅷ

稲
　
珀

I 黒褐(ス ス)

駆
・８



第 4章 遺物

主鰤質土器

煮祇共

蜘
“ 夕m5YP6/4 赤色蔵イ囲

煮炊兵

畑

硝 夕I面ナテ スス付着 外面7 5YPSお

噸繭耐繭
赤色離化紅

黒色鉱切粒

邪
６． 帥　蜘

蜘
笹
輌
績

節
田

ｍ
仰

躙
鋼

煮無具 1 63 1        1外 面ナテ スス付着 赤色議イ醜

主師質上器 I

煮炊具 I

内夕I面ナテ スス付着

1162)

暗赤樹
外而25YR3/4

■師質上器 内面唇減のため不明 I内面横位ナデ

外両指頭圧工   I外面指F■貰
にぷい黄橙

外両10YR″ワ
礎

ト

臨

欄

十

上師質止器

タト面指頭圧」t   l外而祐圧It
にぶい女橙 黒也鉱物紅

■師質上器

外亜・ 5YR74
鰤
脚
節

雌
４ヽ皿 外面指頭E慶 外而指L蕉  1艦 耕 紘

鰤
節
麒

雌
Ⅷ

yI面 指諏圧装 坪写毒告と' 14零籍読 赤色開 腱

駐
血

４

‐５ 輛純止 1艤
メいk橙

ぷい策糧

節
融
鋼

呻軸噸軸獅
　
猜

蜘
動

噸
枷

距
カ

‘
獅
ヽ

ｖ

ｍ

ｍ

敵
航

I舛而ruYVi

鵬
醐
続

外面界楚 余  i外
ｗ醜
印加

肥前系 I

栄仕磁器範 I

ｍ

ｍ
２

内夕I面施釉

外面罪翻 粂  1外器鳥与れ

| に前系 I 1内外面施釉 山

'1面

施釉 高台内面無釉  :内 面SY7/2

1内排両鮨釉
I 反白也
:外面5Vれ 砂拉みえす

mlXЮ
 I内震畔

1

1堺普
Y81 砂糀みえず

型押しわlL文

μ

Ｗ

郎

剛
白
蜘
白

鰤
灰
揃
灰

呻脚呻螂
|       1山 IId慎 りl● R顔 稲●ユ倣 外面界線2条  |ゥ彊島Y8/1

ｍ
節
ｍ

1        1内 外面群イt文 タト面界線1条
I 灰白

'願

tOY3/1

邪
７．

I           I舛 面鉄榊 白化粧 透明榊 夕十面白イヒ粧 鉄釉
1昇宇共ど募争

1身森離
妍
癬

聰
Ｗ

I にぷい赤褐

| におい赤褐

嚇螂碗
呻蜘］聴

懐は系 1
l夕 1面 10YR7/4
1 にぷい賛橙

赤色酸化粒

唖
州
紳

刊

　

酪

醒
舶

触
蜘
即

番

凧
と

顔
４８

獅
薙
郷
朧

靭
船

枷

理

デ

際

赤

師
醐

靭
麟

にぷいオ栂
4詈承

^陥

妬
帥

鵬螂ゆ

唖

μ

ＮＳ

白

Ｎ８

洵

獅
報
儀

‐２０

“

4面10YR3 4

I外面指頭圧預 脚橙朗構

鼻色鉱切也

帥
軒
鵬

あ

馘

1土師質上器 (五〇l I内面指ナデ ナデ 臨
継
鋤

辰☆
牛而25Y4/i

節
穣
鋤

輛
麟 タト両凹laD楽

橙 節
感
動

枷
麟 本面i5YR4/3

動
節
醸

聯脚碗

‐０６

“ !外面高台訃界稼2姿
明緑灰ヒ

ll面7か3YVI

跡
鯉
碗

唖
“ Ⅲ両2Ы偲′2

鵬脚肝
灰白

鵬脚コヽ皿

５Ｙ
白
５Ｖ
白

枷
反
獅
灰

断
棚
鍋

減士色
小面2Ыuヽ

唖
オヽ皿
縣

陸橙
酔
冷

研
那
観
部

柳
に
緬
に

酎
硝

鵬脚続

限
４８

内外面施釉 耐
白
Ы
白

輌
灰
獅
阪

跡
触
榜

1内 外而施釉 勺I15Y5潟 R色鉱切柱

嚇帥皿

四
２７
“

肥前系

白磁災ll

内外面施釉 71夕1而施釉     :内面露胎

1'I面 御部界胞奔
為外面施釉

鵬脚４、皿

西

'I面

施釉 1内 タト亜施釉
灰白

小面N30

餌
熊
碗

舛面5YO/9

上師質■器
にパい黄燈

土師質主語

肺躙
獅
鰺

肺
醸
鉢

醐鯛醐腿
鵬糊釉

I草花文
輸
鏃 明囲白

鵬圏細
禍嶺文

硼庭
帥囃

外両指頭圧療
にメい文種

におい責栓

断
継
鋤

にぷい女檀

母色鉱物粒

赤色離イヒ世

橙
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表 3 出土土器観察表

駆
||‡

外面タールIt 外面指頭E」l   l外 面指孤圧艘 螂曲耐
蜘
鋤
節山

勢 醐
鰍
跡

1外面指顔圧よ
醐
　
閉
相

研
　
轍
沖

輌
種
輌
に

節
敲
動

叫
２５ 舛面指藪圧液 1獅腕FIA I端器繍

鋤
覇

外面指威圧痕 Ｍｔヽ☆橙勲醜
釉
州 I外面25Yα 3

1 にバい女(露胎)

脚
群

硼白
蜘

駆
”ζ

ｍ
お

I 暗赤灰
I外廠 うRVl

呻難噸齢
鵬螂オヽ皿

内外顧i施和 内外面施釉 棘
，
獅
，

厚
磁
盤

内外面施釉 内面解胎
: にがい■岳

(9お ) 内外面猫釉

舛面榊～舟胎スス付斗

欠獄    1器隷り抑
:外掃露Υtt「

)

噸
顕 外面余線

蜘馳
蜘」

節
鋤

願
款

1■ 嫌
瓢
鋤系

期

蜘
師 内外面施釉   Iタト而施釉 外面禍嶺文  1外 精島Cη ]

夕1面施釉 夕1面班胎 削う出し
|タ

ー
需rJYR6お

鋤
節

駈
輸

I夕 1而25Y2/1

蛎
鉤

雌
跡 I外両丁学なミガ

Щ
Ⅷ

鰤
‐８
　
・

］軸呻軸
鋤
節

1 灰赤

朔
麟

囲
ワ 幽卜脚帥

節
融
帥

』
ｍ
郎

章蘇Hぞ骨ブ
1外誌お了話携

色

］馳脚］晒
側

Ｖ

お

　

´

夕綜leYR猪

I  I塑ど与1事f損 4/! 融
醐

煮妖ll 夕1面ⅣR6お
賄
穣
婉

糸切
'  1外綜鳥臨 4

賄
鋤

跡
納
輩

1内外面施釉
1賛

跡
触
盤

1内外面施和 内外面施釉

硼白幽洵

輌
灰
獅
灰

砂IJみ えす

獅
蛹

損      I内 面ロクロロ すデ

!外面ロクロロのちナア
鋤
節

1稀乞静Ⅲ
I 
叫芥灰

tttPsぉ

i師質上絡 内外面ナア   イ内面ロクロナ,りち透明釉

1外面不定方nナデ
1 赤褐ζ

黒t鉱初I_

外面不定方向■ 外需鴨 。 赤色酸化It

番
出上担tl

にがい0

上師質上器

煮無具

内面5Yttυ 6

外面5嶽54

ほ釉FI器

“
ｍ
ｍ

:外 面商鵜

跡
蛹
御

‐９５

ψ

Iタト面ナデ
夕1面不定方向ナ 星色鉱切柱

鵬醐鹿

理
白
瑚
白

鋤
皿

聰

ｍ

倣

‐３

　

・

:外面露laA ロクロサ 1外面驚胎 ロタロ
騨絶
脚飩

］螂幽瀬
黒tl鉱 勒荘

ｍ
加 呻櫛帥跳

ラIぞ !百貨イヒIt

黒色鉱切紅

”

Ｈ Ｍ囃Ｍ輔″
　
物

叫
２０ 夕lTヱ WR8 4

』
‐８

畿li橙

煮猟具

和
硝 I外面タタ|

”
　
明

上師質■調 (a26)内 面積位八ケ

41 1タ ト両回転ナア

醐
　
明

，
　
ＹＲ

駆

朧

碗

内夕1両 施釉 前
灰
輌
反

上

'市

質土器 内夕十面回転ナデ 1内 面回転ナテ

堺 而指頸圧よ 噛螂ｍ
上師質土器 内タト面回転ナデ I内 面回転ナデ

I外面指頭庄狼

1山面積位ナテ
にメい☆登

鳥色鉱切粒

鵬
翻

にふい赤褐と
外画5YR4/2

Ｗ

お 外面指頭庄l」|   1外両指顔[嶺

呻

閉 外面指頸圧痰
外面?疵 R6/6

阻
枷
剰

夕1面指頻圧痰
外面75Y節 /6

赤色酸化粒

婢

颯
蜘
白
ｍ白

畑
あ 外面75VR71 赤色酸化杜

Ｗ
ｍ 榊純蜘朧

黒色鉱切れ

唖
∝

組
網
川
灰

呻螂］雌

張
婉
仰

剛
Ｗ
　
・

I 灰赤
Iタ ト面25Y黒71

Ｗ

い

捌
　
閉

ＹＲ
色
環

外師指票圧痰 ttW指 顔E痰  1列そ

タト面指頭圧痕 | にメい丈嶺 蜘
節
私土師質土

中皿

内面回転ナデ

外面指頭LIlt

内而積位ナデ

タ1而指頭圧IR
1外岳お蹴

鰤
節

雌
伽

内面回転ナデ 舟零そ携と至  14零淋盤
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第 4章 遺物

登
出土地声 碑 嘲

経

腿
Ⅷ 4面指頭圧玉

舛面iO環閉

上師質主器

中皿 外面指頭圧lI

I にバい女造

1/100
紹号岳と至 i4署そ簑とそ 14甘器韓狩

黒色鉱切IL

酪

２‐ 顔
的

/100

醐面回転サ景吾暑概を猛 1舟 4辱綴罷
1舟尊樹聯

I         Ⅲ        I にぶい弐澄

蜘
融

1/100
4彗そ簑を至 1舟帥韓

唖

躙

雌
Ⅷ

弼

お

内外両回転ナデ 1内 面回転ナデ

I外面指頭庄」l 外面指頭[痰  1外召誌偽 61
鋤
節

雌
Ⅷ

(7ワ ) 内外面回転ナア I内 面回転ナア 内面機位ナデ
にぷい黄橙

タト面よOYR73
鋤
艶
筋

隧
Ⅷ

(“ ) 内外面回転ナデ :内 面回転ナデ 内面積住ナデ

外面指頸庄よ
にバい女橙 鋤

蜘
節

雌
獅 外面指頭圧痰 外面IJtt「■痕 ］軸］軸

節
婉
畑

腿
Ⅷ

(81)

外面指頭圧」t
外面よOYR″ 4

上師質1

タト而指顔圧」t   i外 両壮顔圧Ik 触醜Ｍ醜

張
勘
靴

上師質上器

タト面指頭圧喪のちナデ
にぶい無橙

に示い黄橙 赤色藤化I」

1/10ω

‐‐４

い 外両指頭EJtのちナデl        l ylttiOYR7独
|        | にがい黄社

蜘
裂

四

″
1外WWR64

無独具

山

”

∽
　
∽

２５
衣

２５

黄

期
鋤
帥‐２０

お 獅 指頭圧痰  外面緬 圧痕
1外 編耕 撒

1        1 に示い■

勁
鋤

円

鰤
I外前iOYR6 4
1 にぷい☆社

脚

Ｂ
|タト面上WR・●4

雌
Ⅷ

Ｗ
卿

1内 ,卜面ナア   I内 面回転ナ, 矧  1山詈桜盤

雌
枷 1外吊お解揚

雌
Ⅷ

12お I内分面ナデ   I内 両回転ナア 麒『
剛

星色鉱切粒

雌
Ⅷ

Ｗ

昴

内面積位ナメ

外面積MF■ 獲
橙

外m5YROお
R色鉱切紅

雌
枷

唖
中 I外面指顔圧痰

節
醐

I外面指頭圧痕
節
鋤

閉
　
閉

Ъ
　
獅

卜
靴
勘

上師質上器

外面粕頭圧真
外面7う輌Vわ

節
鞠

主師質■器

外雨指票圧痰  外部 6YVお

縣
器
“ I 反色

節
鋤

縣
艦
鎌 反女褐

鵬
麟

邪
７７

にがいチlB

夕lD 25YRω
鏑
帥

雌
Ⅷ i4器

号看と君 1舟器そ螢と至14尊帯鵡:

鯉
枷

ｍ

加
1内

外面ナア
 1昇母号景を猛 1舟器零携を至 1弁喘淋淋梧稔

雌
� 1内

外面ナデ
 14零暑蛋を猛 14毒電積と至 1昇選舞嗚ち

雛
||〔

胎土
ig

∞

‐５ 4毒悟妥と至  1昇尊淋淋‖ 攘
節
動

土師質土器 珈

Ｄ

由夕I面ナア 1山面10YRV3
1 1tx黄 色

早色鉱助ti

四

加 外面モ顔[よ 輛 指頭圧疲
1外揚湖

雌
Ⅷ

(103)1内 外面ナデ   1内 面回転ナア 昇器捨続と至  i4尋帯常帯:
雌
側

190)1内 外面ナデ   I内 面回転ナデ
減☆避 〔

廟
鋤

鰤
取

縣
綿
群

５Ｙ
白

，
白

雌
オヽ皿
絲

颯
　
ＹＲ

黒色鉱物粒

醒
Ⅷ
線

外面10YR8 4

激黄程

雌
ｍ
脇

外廠 5YR黎

雌
枷

02)i内外面回転ナア
 1内 面回転ナ,   1山 mttαナデ

17 :        I外 面指諏圧掟のちナデI外価指頭庄l■
にぷい黄橙

外而10YW/3
釣
麒
鋤

雌
枷 二FJ I        I外 面指JA圧 便   |タト函推弧圧l■   i痢 |

噸
Ⅷ

町戦
Ｗ
」

駆
動

雌
Ⅷ

黒色a.物 散

囃
伽 外面指頭圧氣 脚麒

民と触切II

礎
枷

O04)I内 外面回転ナテ :内 面回転ナア

16 1        1外 両指頭圧質

上師質土 い03)I内 tl面回転ナデ I内面回IIナ デ

I外面指頭[痰
外巨F10YR3/3

鋤
節

土ll質土
減賀置

鵬卿嘘

I内外面鰯

ll・ 花文 1高台部界絢 条

Ｗ
白
Ｗ
白

跡
細
婉

刺白剛白
跡
融
碗

タト面5GY″ l

上師質■器

■仕血 4, F外 両柿釉 1外面監部葎胎 糸切,
明赤側(釉 )

タト
1:(絆

妬
帥

内」H界胞 祭 I嵩台師外面界絢 条

Ｗ
白
剛
白

外面描釉 ］鰤
外面指頭圧痕

におい笹
‖面7研К

節
鋤
翻

外面ヱⅣW/3

縮

廊

鉢

(262)I内 外而ロタロナデ 内駈「 Ⅳ雨/2

にパい縛 鳥也鉱わ粒

146)1内 夕1両ロク

色
剛色

帥
嚇

上師質二器 螂

Ｖ 蜘］購
節
動

黒色鉱切社

上節質土器 内面回転ナア 内面積位ナ, 内面10YR″ 4
1 にぶい資を

黒色鉱功粒

剛
購

C8)i内外面回転ナ′ 内面回転ナテ

タ1両モ頭圧棋 醐オリ・プ卿故帥
肋

礎
Ⅷ

(■ 3)1内外面回転ナデ 内面回転ナア

タI面指頭[痕のちナ

剛
肋

雌
�

1「 8)1内 外面回転ナデ 内面回IAナ デ

タト面指顔圧痕のちナ

欠損
1 反白

酬
的

噸
�

(13011内 外面回転ナア 内面回転ナア

黒L鉱切世



表 3 出土土器観察表

金

朗
勅 師鵬鰤

!山外価「 SY71

蜘
肋

上師質上器 (必

“

酬
嚇

鵬
麟

!内外両ロクロナデI内 面ロクロロのらナア

l       l tr面 ロケtl目 のちナ/焦嶺 ］¢］駆豆,オ 蹴
麟 軸棘側棘

tr面 施釉 Z階
蜘
節

外面ナデ 露胎

耐
暉
耐
購

雌
畑

節
鋤

剛
叫

配
畑

唖

″
　
・

的
期
的

I外 142う yB 2

囲
枷

黒色虹効粒

卿
Ⅷ

鋤
旺

t師質士 山而回転ナデ

瑚

助

配

掘

］

ｍ
1外面5YR4/2

剛
瑾

CO)1内外面ロクロナ

1岬

『

M独

馳
馳

1内外面施釉

1剣頻文退化

″
　
犯

噸
廂
肺
購

剛
地

鵬
燃

(310)I内 夕I而ロクロナ
I 永‖
I外面2うYP4 0

鵬
癬

(343)I内 外面ロタロナ ＳＹＲ４捐
蜘
白

(372)1内 外面ロクロナ 剛灰糊棘

節
鋤

褐灰

剛
崩

モ師質土器 咄螂‐ＯＹＲ７軸朗
動 鉛

菊
脚

鋤
肪

は
�

にがい☆脅

碇☆橙

こ,方 夕十敵 うVR7Э

拗
即
鋤

醐
鵬

上師箕■器 (32)内夕師 回転ナデ I内 函脂頌匡森のち回転, 廟輔期輔
剛
腕

■師質土器 ユ4 1内外面回転ナ, I内 面指顔圧演のら倒脩ナデ

■1市質土器 (8■)i内 yI面 回転ナテ 1内面脂顔FI譲のち回転ナデ

1ぅ  I        lタ ト面指頭[夜 長石 石共

剛
鵬

錦
央

哺
配

I内ウト両ナ

剛
励

046)内 夕lr回 転ナデ !内面指9FE痕

43 1        1外 面ナデ
1 におい賛橙
:外面75YR64

雌
Ⅷ

‐‐４

″ I外両指頭L整
I 減☆橙

雌
Ⅷ 夕1面指頭圧熊   I外 面指頸E猿 蜘難噸雌

黒色鉱切粒

雌
Ш

11お I山タト面回転ナデ

夕1面指頻[棋    '卜 面指顔圧痕 ］螂呻的
赤と酸イヒ紅

岬
Ⅷ

(102)VI夕 1面回転ナデ

外面指頭旺痕   1外面指顔E痕
I にぷい黄橙
I外面10YR″ワ

上師k土 (nO)I内 外面回転ナデ

外面指顔圧荻   I外 雨指員圧lJl
にパい貨橙

外面2Ⅳ W/2
鷹色鉱切Iv

上師質■

タト価指頭圧猿   I夕 1両 l・猟L根

番

峨
Ⅷ

永い芸種 蜘
節

雌
枷

ゆ

” 【蝋
ＶＲ７
前

蜘
臨

Щ
Ⅷ

減☆橙

雌
Ⅷ

内面指頭圧工のち回転チア1内面積位ナテ
にメいlti 節

穣
動

I外面指頭圧痕   I外面モ頭[襲

酪
　
開

噸競
ｍ齢

節
鋤

タト面指頭圧痕   1外面指頭F■玉
噸雄
‐ＯＹＲ鮒

廟
帥

土師票上器

外�指顔圧式  1外 而指頭圧痕 1外 舗 翻
鋤
節

内面口IIナア

外面指夙圧旗

解  内
冦隅

Iタト面10YR″

上師質■器|

外面催頭に痕  外面指誠FII」t i外
儒為潮

黒色鉱功粒

主師質土器| ‐ＯＶＲ

餓

ｉＯＹＲ

齢

破
儘
婉

主師lti器 |

中皿 | 拌需旨傑回転ナ■
1舟
器零簑係 1揺串駈

外m指頭[度 噸斡］榊
黒色鉱物li

雌
飩

Ｍ
絶
Ｗ
仰

減黄
外面2n7/3
減黄

舟毬悟鞣と騒  il彗器聯 赤色酸化I.

囃
Ⅷ

Ｗ』
則嶼

赤色酸化I.

雌
Ⅷ

1働 I内夕I面回転ナ, I内面回転ナデ

外面2ЫP/2

阻
枷

ωOC)内夕1而回転ナデ 1内面回転ナ, 内面積位ナタ

外面上頭圧熊

内而]OYRЪ
によい貨|

外面IOYRЪ 凛
醐

噸
枷

11)I内 外面回転ナデ I内 面回tFナ デ

,■ I        I舛 面指頭にII

内面積位ナデ

外面括頭L根
にメい資 帥

節

噸
Ⅷ

(12り 1内外面回転ナデ I内面脂頭F慎のち口転ナ

外面指頭庄点
筋
鋤

上師質上器 1内面回転ナデ
にぷい貨

外面iOml‐

節
麒
動

睡
Ш

,山 夕十面回転ナ, I内画回転ナア

1        1外 雨指頭圧班

内面積住ナテ

タ1面指頭圧涙 ］螂］滅
節
鋤

礎
枷 I外面拓頭[Jt 外面モ頭庄lll 覇卿軸土師質1

夕,面指頭圧痕

２５
黄
わ
女

節
募
帥t師質上器

外面指頭圧痕
にがい☆凝

外面10YW/3
節
働

夕I面指顔圧痰 舛両指豪E痕
に本い黄

ウト面ユ∝R・

節
鋤

外而指頭こk 外而指顔圧痕 Ｍ輔Ｍ蝋

節
婉

聯
蹴
舛

２４８

鬱
1外m517カ
1 反白 黒色絋切粒

外面指頭[痰    I夕 1而指威圧重

l ilt貨 色
|夕 IIIあ Y7ノa

4 減女橙

藤
輛

醐
肌

噸
Ⅷ

雌
Ⅷ
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謝笠

“

部

聰
”

訂
他
Ы

叫
″

灰黄也
タド面2うY7辺

節
鋤

Ｗ
カ

にヽ い☆橙

噸
枷

雌
Ⅷ 2o 1        1外 面

“

威圧at 外面括頭[漢

醒
軸

ω08)山外面回IIナ デ I内面回転ナテ 内両桟位ナデ 内面10YW
にがい武 黒tl鉱功紅 I

上師質土器 14)I内 外面回転ナデ I内 面回転ナ,
2B I        I外 面指顔圧IR

欠損

止師質上器 α02)!内 夕価回転ナデ 1内面回転ナデ

1お  :        I外 而指頭圧摂 タトユ三75YR

主師質■器
橙

外而75YR7/6

雌
Ⅷ

灰女 黒色鉱筋荘 I

10 1        〔タト孤指威圧痰
に永い黄糧

囃
枷 1外面指票[棋 タト面指ヌ圧よ 脚程ＭＩ、資澄

黒色鉱功柱 |

腑
軸

Ｗ
２５ |タト面指頭[玉 タト面指頭F■荻 にホい賛柱

タト面]OYR674 赤色輩化紅 I

卿
Ⅷ ］ボ‐ヽ☆番］軸

黒色鍬lHt. I

夕1貶うWηね
減☆

節
働

唖
必 ］軸］軸

里色鉱勒紅 |

にホい貰笠
外面IOY黒″Э 程也鉱lB紅  I

］軸呻紳Ｗ
” 外面指顔匠薇

Ｗ
加 外面指頭に漢

外面10YR勁

土師質■器

I外面指顔にJl 外面拍疎圧掟

内面■YR7

(9お)1内外面E転ナデ I内面口I.ナデ 内面10YR7
にふい黄

上師質■器 (98)I内 外而回転ナデ 内面積位ナデ
浪it橙

土師質土器 981内 外面回転ナデ I内面回転すデ

I外面指顔原涙 ］蜘呻的■姉質と器 (100)1内 外面回転ナデ

I外面指顔E漢 夕1面指頭圧爽
外面101R胞

節
的

Iタ ト面催顔圧震 外面指頸朧 l
灰白

外面わⅥ/2

灰丈
夕願 25V″ 黒色紘物Fi t

ｍ
２〇
　
一
陣

加
　
・

I外面指顔E痕 外岳耐 黒色鉱切It i

1外而指捩圧漢 夕1面指顔圧案 夕1面 10YR6 4

i tl面 指弦E震 外而ll頻 F■k にぷい貨権
外面10YR‐ 4

赤色酸化II I

黒色鉱勃粒 :

外而指yl庄
Irl 呻靭帥鵜

黒色鉱切拉 I

Ｖ

‐８

　

・

呻醜］脚 節
動

20 1         1外 而指顔圧擦
にパい0

番

雌
血 I外而指票圧爪

配
軸

ｍ瑯醐螂
腑
Ⅷ

にぷい禍

赤と酸化池

黒と鉱切拉

卿
硼 外面tOWR7/3

卿
皓 :         I外面タタキ

外H26YR4 4

唖
Ⅷ

唖
Ⅷ

唖
硼 !         I外雨指荻圧痕 岬螂

剛
醐
麟

(μ 2):内面絋目(タ シロ)1内 面積目

外面ナデ

内蔵 うYR5 4

阻
Ⅷ

I内面回IIチ ア

噸畑蜘鯛

繭
灰
獅
灰

黒色鉱切粒

上師質土器 :内夕十面回転ナデ !山面回転すア

1         1外面指豪圧Itのちナ
'

内両槙位ナア

タト面指頭圧痰
外面75YRC16

上師質主器 硝

Ｗ I外面指頭F■よ

内面積1とナ,

外面指頭l■痰
にバい黄

外面2・IYe 2

鵬
掛

幽

ω 1外面ロクロロのちナア 黄医

ｍ

ｍ
脚褐
蜘白

黒と鉱切粒

雌
Ⅷ

勲唖剛嶋 赤ヒ蔽化粒

磯

鉢

師

転

期

ｍ |タト面ロクロロのちナデ タト而25,Rνワ

唾
Ⅷ

血

‐７ 醐湘鰤相噸
Ⅷ

‐０８

”

I にぷい女橙 黒t航功粒

唖
閉 I         I外面指頭圧痰 1外価指9jlttllt

I外両2 5YOr2

唖
Ⅷ

郎

中
1内

外山回転ナア
舟9暑臨ちナデ

i昇
‖零揆訴 1手鋏ちi

唖
２２ Rこ蹴切池

飢 |    |ウ ト面腕 llrR I外而撤 f■A I狂恙為喘奉

1鵬

m転ガ
14尋暑離岳ちナ,1舟酷券と至 1線M

四
‐９ :        :夕 1面指頭圧痕

| におい女

上師質土器I(&O) 内タト面回転ナデ I内 面回転ナデ

:外面指頭[痰のちナデ

畢也鉱勒社

赤色離化社

上師質上器 1山 面回転ナア

節軸軸上lT質■器10お )

外面指頭圧貧のちナア

欠lR     I内而ЪYR5れ

'I面

■5YR5/4

上師質土器

夕1面 指駆 点のちナ,
|タト師うVW4

夕1面指員圧業のちナ, 14両士夙圧痰
蝉難
岬範

鋤
靴

タト面指頭[IXの ちナデ
i舛面ЪYR″ 4

働
節

血

お ! 浅業IF 鋤
節

聰
２３

節
鋤

帥
“

ｍ
　
概

川
灰

朋
赤

聯脚
願

η 工花文 高台部界ln2余

Ｗ
　
炒
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表 3 出土土器観察表

鞭
||;

聯醐ゆ

ｍ
ｍ 化文   1内 外面施袖  1瑠

嚇螂載

内

'卜

面施釉来

Iタト而弱Y8/1

鵬爛覧
ヰ花文

1外震智
CY

円

Ｍ 1外面 Y,つ

上lll質上器|

者炊其 | 鰤相鰤瀬
.F色 鉱的激

'I面

頂部条線 流し掛け釉 聰偶噸瀬
節
鋤

鵬
麟

燃

μ 夕Ⅲ面ロクロロのちナデ

Ｗ

　

粒

２５

仄

お

灰

白磁栄仕

猟

“

榜腰形者炉

I外面施釉 帥囃ｍｍ山
反
獅
反

畷蜘伍

白

Ｎ８

白

鵬帥よ
白
鞘
白

鵬螂鱒噸
枷

(lm)1内 外面回転ナア 内面積位ナデ

雌
Ⅷ
蜘

(84)1内 外面回転ナア 内而回転ナデ 内師機位ナ′ 疑色鉱切耗

赤t様化紅

鯉
畑

(120)I内 タト而回転ナ
' によい貨澄

外面10YR″

“
上師質■ (ml)I山 外面ロタロサ 内外面回転指ナデ

タト面スス付着 明赤側 帥
節
到

(?50)1内 外面ロクロサ 閉
　
閉

棘
瀬
珈
瀬

鵬脚鉢

(HO)1内 外面lL釉 射
白
朋
白

鵬帥鎌

Ｗ
白
Ｗ
白

鰤
灰
獅
灰

肺醐鉢

５Ｃ

白

５Ｇ

白

に本い赤獨(柚 )

鵬
恩 外面VRワ 6

橙 黒t鉱物l」

(髄世系)

捌
　
開

Ц
色
ＹＲ
色

Ｗ
輯
Ｗ
戦

煮無兵

I外 師 置 Y71

:外面7う Rヽ″

“

唖
�

剛
的

唾
Ⅷ 21 l        I外 面指環[震 外面指頭醜

1外揚謂

剛
的

雌
Ⅷ

(lα6)i内外面回転ナデ I内 面回転ナデ

20 1        1外 面指頭に震
| にポい丈橙

赤色陵化粒

噸
硼

1内面回転ナア 1内面積位ナデ  I内面IOiR舅

1外
面指顔圧痰  1外岳郎 f

蝦
枷

1081内 タト面回転,デ  I内 而回転ナテ I内面概位ナデ

!タ ト面指頭E蕉
|夕 1面75YW/4 赤色酸化Ii

■師質■ nO F山 夕1面回転チデ 1内面回転ナデ

1外而指頭圧lR 外面帝頭圧よ
1外綿3廟

上師質土 1001内 外面口転ナテ

|夕十師l‐ヨ買T■1に 夕1而指頭[IIt
I夕 1面10YRO′ワ

出土地汽 器種

|:

調整体部
番

外而指AFI式   1外面TI荻 EIR 夕
`面

10YR″℃

勅
唖

上師質上躊
にホい黄d 断

働
唖

“ 外両社顔圧痰 1舛面帝頭圧求
外両10穏■ヽ

動
断

剛
岬

雌
Ⅷ 外面指頭圧譲 1外面指頭庄k Ｍ噛Ｍ雌

鋤
弱

剛
四

呻

２３

にぶい黄橙

鋤
節

則
的

Ｗ
２３ 夕Ⅲ面10YR7/4

鋤
蜘
ｍ

幽
畑

ｍ
掛

にヽ い女橙
タト面10YR″?

剛
畑

噸
Ⅷ

唖
珈

に沐い貨橙

節
醐

剛
商

Ｗ

″
外両75YRψ4

］
卿
筋

轍
輌

雌
Ⅷ

nO I内 外面回転ナデ 内而回転ナデ   1内 面積位ナデ

外面指頻庄X   I夕 I師指9Rttlk

内面lSYR6 o
■

外面π5YR7れ 硼節鋤剛
硼

雌
Ⅷ

血
” タト面指顔圧よ I外 面lFttl■ Il

にバい女IE

瑚
四

雌
Ⅷ

内面回転ナテ 凸面積位ナデ 黒色鉱切対

幽
加

上師質■器 岬
２２

山面回転ナ,

外面IH荻 圧ぷ

内IH積位ナデ

ウト面指頻圧痰 にぷい貨橙
外面IOYR7/3

幽
畑

上師質■器 血
２３ 外面推頭[浪

内面横位ナデ

外面指頭[l」 l

にヽ い士la

瑚
Ш

上ll質 土器 Ш

必
に赤い女糧

剛
嗣

工師質上器

畢也鉱物疵

馳
耐

噸
Ⅷ

唖
あ 外面指頭圧痕 外而指JIE束

にメい貨橙
外面IOYR″8

硼
鉤

腿
獅

醒
熟 外面指頸庄痰 外面指双圧Jl

にネい女桂

雌
Ⅷ

岬

” 翻囃翻嘲
赤色酸化世

Ｋ４‐２
ｍ

雌
Ⅷ

帥輪翻弾
範
Ю

噸
Ⅷ

射
距

Ｗ
戦
Ｗ
耐

触
地

雌
Ⅷ 獅 銘頭庄痕

1外孫誌喘争

Ｘ４‐２
胞

岬鐙噸轟
外面十顔醜

1外鵠毛ギ講
］卸労ｍ

噸
枷

Ｗ
お I夕 1而指頭圧Jt 瑞零簑そ予

1操樺常♯拳
硼
砲

噸
Ⅷ :タト面指頭l■よ 外面指頭mi外伝謂 鋤

帥
範爪412 ② 土姉質土 内外而L転ナデ :内 面回転ナア 内両桜1とナデ

外面指頭圧症
| にヽ い女IE 鋤動節敵

Ю 中皿

内外面回転ナ, 1内面回転ナ,

1外面10YR6 8

嗣
胞

い
″ 4吾搭善係

1舟緑絲 蕗
鋤

嗣
Ю

内外Ji回転ナデ i内 面回転ナデ

1夕 十面指頭TI棋

内面続位ナデ

タ1面指頭圧lJl
| にぷい黄橙
1外面10Y黒″4

筋
帥

硼
的

上師質1 唖
２４ ,タト函指距IIl 外面lC頭圧掟

| によい黄種
1外面10望R″B

節
融
働

iK4ワ ② t師質土
| にメい☆種 鰤

節
軸

嘲
的

‐‐０

閉 III面指威圧痕  1舛悠おⅥ酢屠 黒と鉱切紅

赤と破化粒

硼
而

螂
” 1外 面lH顔 圧夜 外面指頭圧痕  1外 綜おⅥ辞落

節
帥

IK4柁 r.th Ш
″ I夕 1面指頭[度 弁暑そ鞣と冷

1鼻暑淋器静身

105



第 4章 遺物

1外岳お協事売 赤也滋子と紅

聰
橙
融
な

団
沖
前
那

師
に
加
に

蜘節蜘硼
ｌＢ I外面10YR″ 3

1 にバい賀橙

蜘
節

剛
躙

節
醐

剛
蜘

］

如

岬
”

唖
あ I外両指顔E使 釣

鋤

剛
的

Ш

あ

I内 面回転ナア I内面積位ナア

上

'I質

上器 100)

I外 面指頭圧lR

I山面積位ナデ

蠅
節

SK412 ③ 主師質上器 I内 面回転ナ,
I夕 1面指豪圧よ

I内面積位ナデ

I夕 1面指坂圧lR
| にぷい黄IE

外面指顔Elk
I 減■

タト面指頭圧夜のちナア

睦
　
姥

輌
反
加
灰

明
筋

I外両悟頻庄鎮のちナ,
I外面tOYR8 4

赤と蔽化粒

(へそ皿)

舛面指頭圧狼 I夕 1面指顔l■X 蜘蜘節ｍ

‐７

　

一

I に示い(橙

1外綜お場串揚
I にホい貨橙 赤色激イヒtL

ｍ
れ
ｍ
れ

購
脇
眸

鋤
賄
蜘

I にホい貨笹 卿
鋤
防

| にヽ い丈IE
赤色陵イヒ糀

I外面指顔圧痕 外岳綿

SK412 ① 上師質土器
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タト面指頭庄狼 外面指頭麒  外召絲 ∽
鋤
飢
蕗

ljlMIEM麒  外鵡 Iヽ

黒色賊物I.

MttS O

獅 指頭圧掟  itrm指頭に痕 外認 ▼協

効
阻
ト

雌
Ⅷ 外雨指頭圧痕 1外 面帝誡圧痰

1外諦 喘↓寄

雌
Ⅷ 外面指頭E痕

1外
而指坂圧式  1外岳毛喘崩据

鋤
節

雌
枷 外面指頭LIJt 外函指頭圧痰

1外締 場許偲
鋤
節
動

噸
Ⅷ

期嘲Ｍ岨
|タト面セ頭圧掟

鋤
節

磁輔Ｍ蠅
的
卸
節

噸
Ⅷ /1H撤 麒  1輌 撤 EIA I端斜謗

動
節
れ

外面指夙圧IR 舟器零手と至i4帯淋ホ絲 鋤
廟

祈

上M質 主器 :山 面積位ナデ

:タ ト而lt頸圧I
Ｗ
蝋
ＹＲ７
耐

I外 面モ顔圧痰
にぷいlk橙

I夕 1面推頭[よ I にバい■橙

外顧括頭圧jJt

外師10YR″ 3
働
鶏
却

夕I面指厳圧某
ＹＲ７
戦
ＹＲ７
蝋

夕1而指頭庄よ

I にぷい貴れ

呻

昴 I外而指頭圧痰
:外 面10YR″ 2

26 1        1タト前指頭圧jlt ! にパい賛橙

XSOS O 上師質主器 nつ 1内

'I面

回転ナデ I内面協頭F■筑のら口信ナ,

23 1        1タト面lr頭 圧lJt

I山而機位ナ, 面
―
”

Ｈ
叫
ＹＲＩ

SK5“ ⑥ 上師Fl土 器 H01内 外面回転ナデ I内面指瓢FIJlのち回転ナデi内面横位ナデ

I外面指9rtCllt
外面lSYV/3

SK5∝ @ 上師気上器 Hワ I内 外面回転ナデ 1内面指翔F模のち日転ナデ
にぷい貨橙

Ijヒ鉱切Fi

MS05 0 ±lI質 ■器

24 :        I外 W指荻圧員

内雨10YR7
にパい女

Ы6∝ ll

1外而指頻圧浪

1内面積位ナデ

I外面指顔匠痕
働
筋

訳5∝ O I内 面積位ナデ

I外面指頻圧燦 タト師10YR6/3

帥
廟

外籠指頭圧葉
外而IOYW/3 H也鉱初ri

外画指頭にA    ,,両指頭[某
にパい■

タト面指頭T■よ I外 IH指顔圧式 働
臨
到
帥
節

十外mi指孤圧Jt 呻靭噸軸
鰤
朗

醐
期

醜経
帥
橙

岬ｍ耐的
に示い☆転

にヽ い賛穏

1/1面ヱSYRS/4

外面tOYR″0
断
鋤
詢

外面指頭庄菜   I外面指頭症症 明安禍

ltS∝ ⑥ ]]■ :内タト面回転ナア

'卜

面指頭圧玉   I外面指顔圧掟

内雨iOYR7
にがい女 勒

節
４K5皓 ② 11l I内 外面回転ナア 内面回転ナア   イ山面積位ナ,

外函括頸圧よ   i lr面 指顔圧質 鋤
朗
ｍ

,К 5∝ O 上師質上器 (113)I内 外而回転ナ, 内面回転ナア   1内 面積位ナデ

タト面指顔庄工   1外面指顔圧lR

黒t鉱切粒

llm5 0 上師質上器 1181内 外面回転ナデ 内両指票圧llのち厠転チデ!内 面積位ナテ

外価祐頭[玉    I外 面指夙圧Jl
噸潮ｍ蛹

瑚
節

KFx5 o 土師質■巻 (H2)1内 外面回転ナデ I内画括頭FLttのち日信ナデ:内 面積tナデ

2お I        I外而指顔E業    Iタト而指頭圧tl
ｍ剌団

主師質■器

外而指威圧摂

1内 而積位ナア 内面7う!R
拗
鋤

Щ
枷

内面回転ナア 内Ы績住ナデ 醐山硼
鋤
崩

腿
Ⅷ タト面指頭醐 l

内面積征ナテ

外面指頭属」R
鋤
臨

雌
Ⅷ

内面積位ナデ

/1面を頭IE4t
に示い橙

里色鉱物粒
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紳腕 醐
KSS O ■師質と器 唖

２８ !外面指頭[玉 外ua指頭圧Jt 夕m“ YRC H
鋤
節
理К3bO ‐‐６

”
卿醸
卿画

鋤
節

山

あ
叫
れ
ゆ
れ

拗
筋
ｍ

雌
Ⅷ にぷい賛■

蜘
節
帥

噸
Ⅷ

Ｈ

わ
夕1面石Y

Ш

２３ 外面祐頭圧兵   I外 面指願F■よ 的
動

〕K3鴻 O ］

” 外面指頭FII   I外 面指頭E式
にがい貨柱 蜘

筋
,Кms ⑥ 上師質土器 ユ‐４

わ 身器暑岳と【髯縁捨簑を至1舟零饂ケ
SKttS O 上師質土器 内商切腫よのち口け

外面指疎Lよ
1外揚謡

)Ktt O 内mluttFlkのら回付 デ

タIIt指 頭E痕 外面指顔疎
1外岳お協諄揚

弾嗣5⑥ 上師質■器|

外面指頭EIk 外離殖痰 1端斜秘

SK5∝ ④ i師賓上器| 開
　
開

融
舶

硼
鯰

黒色鉱切れ

SK鰤 @ ■lltti器 1 1lZ

I外面モ頭圧張 外面指孤F■よ
に本いIt

Кm5@ 雌
Ⅷ

‐‐６

” 1        1外 面指威圧IJl
鋤
釘

雌
飩

政

払 |        1外 面指甑圧止
外II10YR7
にrs.い誠

鋤
節

阻
血

聰瀬Ｍ齢
噸
Ⅷ

唖
あ

『
蝉
珀
嫌

鋤
節

卿
Ⅷ

岬離ｍ齢

蜘
節

噸
Ⅷ

四

郷 ］
田
�

］
節

噸
Ⅷ

唖

必 外面指荻庄浪 赤色稜十ヒ社

山
わ 71面指頭圧k 1画指諏圧娘

山
螂
則

鋤
窮
到

)K3汚 ⑥ 上師質上器

i外 面指頭FI」t

山面積位ナデ
にぶい女続 Rt鉱 物II

SK鰤 ◎ 上師質主器 内顔指頭晦lの ら回転, 山而横位ナテ

夕1面10YV浴
赤也酸化Ii

)Km5 ⑤ 土Al質 主器

中皿

内面指顔圧慎のら回転チメI内面積位ナ,
外両指頭圧よ   I夕 1面指頭[TR

に示いA笹
外面iOYW/3

師万⑤
タト面指頻[誼    ,外 面セ頭E液

に本い女績 鋤
節
期X5∝ O 土師質上器

:外 面指顔庄預   I外 面指頭E玉
的
節

К鰤 ◎ 土師質と器

iウト面指頭FI痕    1外 面指頻圧よ
外II101 R″ B

節
鋤
無Кm5 o 上師質主器

におい黄橙
夕願 Ю環 7/2

Km5 0 ｍ
胚 I        I外 面指頭によ 1外面指頻圧よ 勲咄Ｍ輪K5"⑥ 雌

枷
臣

酌 I        I夕 1而指票[玉 1獅翻圧ミ 1鵡
ボいす桂

ホい貫糧

雌
Ⅷ 1        1外 面指夙L痕 外面指頭E症

1外岳毛喘蕗据
I        I にがい黄置

礎
血

弾

“ 外面指頭圧痰
|ォ岳毛吊辞傷

1        1 にぷい衣IE

雌
枷 舛両指頭圧よ 1外綜試

雌
枷

螂

あ 堺器そ善と至  14齢韓
Щ
Ⅷ

螂
閉

Ｈ
Ы

籐
1怠

胎主
lg

山
”

に本い女橙 蜘
節

‐‐４

わ
外面10YR7

I外 lH指荻[夜    !外 面指票f■度

内面10YR″
にがい☆も 節

鋤
型SKmS ② 土師質上器 内外面回転ナデ  I内面積位ナア 働
卿
跡

K関5② 上師質土器 内外ll回転ナデ  I内 面積仁ナデ
にぷい蛍速

外面10熙■ 珈蠅節K5050 1内而横住ナデ

タI面指取[よ

爪鰤 O 主t,質上器|

1外両指頭圧査
外面10YR3/3

mJ5 ⑦ 土師質と器| ψ

＝ 1外面指頭圧Vt
減黄橙

外面75Y郎れ

F505⑥ 雌
側 I外面指頻EIR

酪
　
閉

ｍ趙
噸
蛾

鰤哉
加
載

貼
皿ヽ I外面指荻E痕

減女桂

雌
枷

卸輔Ｍ鵡
雌
獅

お

■

　

一

にがい査ι

M5∝ O 雌
枷
『

内面回転ナデ 西面積位ナテ Ｖ
　
Ｗ

単色鉱物他

囃
枷
倒

タトII指荻圧狼 にメい諏
黒t鉱切粒

SKtt O 臓
洵
マ

,S I内夕1而回転ナ 内面口信ナ,

外面指頭圧擦

内面装位ナデ

外面指頭l■」l

1 戯■le

帆

熾

抵

)Ktt O 上師質■F● 16 1内夕十而回転ナデ

外面指頭Ell

内面IA位 ナデ

1外而NC O

餡

“

)内外面豊杖

土師質■ (126)1内 外面回IIナ ′

タトRIII頸 庄玉 外而FFttFL独
鋤
閉

К∞60 師質■ ｍ珈噸蛹
鋤
郊
随

KЮO O
タト面推弧圧llt

| にぷい笹
1外敵 SYR 4

鋤
断
卸km6 0

外面モ頭[喪 ］剌山期
ユt鉱物縦 :

玉詢60 醜
軸 1外面指頭[賞 外面指頭E痕

| にぷい☆1

鉤
節
郷Кtt O Ｗ

”
　
・

I外面指頭E葉 III面指頭圧痰
1外I175YW/4

蜘
断

にネい女
舛面10YR7

酌
帥

蜘
節

唖
Ⅷ
倒

にパい種

鋤
節
卿K岡O ① 土師質主器 |(134)I内 外面回転ナデ I内 而回転チア 内面機位ナ, 内両10VW3

にがい黄■
外面10VR6 2

鋤
節
勲

にパい女 鋤
断

外面指頭l■よ

叫
ヨ
”

鋤
筋

上師質上器 11ワ I内外面口霊ナア 1内 面回転ナテ
にヽ いlt重

外面iOYW/3
鋤
廟
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表3 出土土器観察表

噸
Ⅷ

四

閉 女d

パい貨橙

鋤
節

にがい☆種

雌
枷

噛

″

内面機位ナデ

外面lu鑽 [IR

閉
　
開

噸
雄

‐ＯＹＲ
備

鋤
節

上師質上器 山tl面 回転ナデ I内 面回転ナ
'

田
螂
田

踊
鋤

土舶質土器 (10む 内外面回転ナデ 1内 函回転ナア

Iタ ト面指願E痕

内面概位ナテ 蜘爛蜘
内tr面 回転ナデ 1内 面回lfナ デ

Iタ ト両指頻EIR 反白

灰査褐 消蜘蕗1外両指顔E痕 外面指9JlttlR
灰黄 節鋤軸

Iタト面指頻妊瓜 外面指頭圧よ 蜘難蜘述螂

い 外面指頭圧誤 蜘船剛輛

外而N70

切赤褐
外面SY雨ヽ
明赤獨

反樹

機

I VI面 指頭L根

内両嶺位ナデ

タ|]互すと,頁L涙
観
沖
創
沖

黒色鉱物激

土師質上路

1外面指頭圧玉

山面積にすア

1外顧F指頸圧よ

山面観位ナ′

雌
４ヽ皿
倒

外面指頭l■掟
外面2うYG穆

鋤
筋

1外面指頻圧lR
にぷい気

黒也鉱わ粒

囃
枷
判

1外 面指顔圧荻

蜘

Ｖ :外 面絲頭圧lJt 外面十票圧痰 ］料鋤婉囃
Ⅷ

勲囃幽醜
晒
�

脚

“ 外両ll頸庄衰
灰白

'M25YB′

2

節
働

噸
Ⅷ

脚

И 1外価lH顔 庄顔 卿螂卿鵜
赤色産化It

獅
ψ

にふいオ猛 坤帥廟邪
“
　
・

舛面祐頭醜
1外 齢 購
I にがい☆橙

噸
Ⅷ 外面捨頭庄正

1外 岳お蹴
I         I にぷい士19

鋤
断
却

噸
Ш 外面者阪圧式  1外 面指顔EIR I外

綜お塙瀞角
鋤
節

唖
Ⅷ 1面士頭圧銀

1 にがい求4 帥
筋
剤

外面指頻EIR

η
　
″

蜘
節

阻
枷 舟号母孫と至   1舟晉奪簑と二  14号鶴 鋤

卿
断

内タト而回転ナア I内 面回tFナ,   1内面積位ナア
lタト面指ytrFIよ    !外 面指頭圧よ 節

醐
側”

〕

　

一

1外 面指顔圧IR   Iタト面lL頭 庄玉

黒色鉱初弦

赤色驚イヒ紅

猟

‐８ 外而指頭圧摂 ウト面10ul明
鋤
節

Ｗ
２５

に示い貨橙

'願

iOYR7′ 3

Ｗ
わ 呻螂］鯛

鋤
廟
瓢

rfれ 具
卿
”

試褐

節
鋤

跡
対
税

上師質上器

外面指環E玉

内面積位ナデ 内面75YR6 4 勘
朗

上師質上器 血

”

内面回転ナデ 内面僚位ナテ

タト面指頭圧療 期岬剛醜土II質 士 血

加 タト面推頸FI棋
醜
橙
Ｍ

耐曲繭
!西両回転ナ,
I外亜指荻F■痕

山価機位ナデ 内

黒ζ鉱物lNl

雌
Ⅷ

ｍ
２０

I内面指威圧tlの ち倒信サ, 内面機位ナデ

外而指JIR圧張

雌
伽

ｍ

閉

内面積位ナ,

外面指敏圧慕

唾
Ⅷ

瑯
盟 I外面帝瞭匠痕

I外面5YR6 6

雌
枷 I外閲指頻圧策

1外両5VR骸℃

雌
Ⅷ

唖
閉 タト而指鍼庄llt

1外蔽 5YRG/4

唖
Ⅷ

唖

２ タト而セ藪圧痕
醐橙獅
・

噸
Ⅷ

Ш
２２ I         I外 面指頻

=療 |タト面7う YRG独

唖
閉 外面指配 棋

内綜鵡
I にぷいjIN橙

節
帥
卿］

加 夕lm指弧工弦  外儒16YR閉
I桂

岬
” 師枷麒 1刑

明
　
鰤

SK61C O i内 面回転ナテ   I山 面積位ナデ  !内而″WRV6
外而指頻圧袂  外両指顔に痕  1外掃 6YR6/4

・・ 色鉱切社

SX516 0 土師質土器 内面回転ナデ   I内而概位ナデ  I内 WうYW/6

外醐 駆 猿  1獅 撤 Ft」t i,35YWん

SK516 ③ 土鱒質上器|

外mllt躯襲 1輌 勘 EIA I薦ぉYR6 6
節
鋤
醐銘51G ③ i師質上器|

輌

“

頭[掟  1舶 枷 圧ぶ
1外儒5YR開

鋤
釧
舗SKS16 ⑥ 上HJ質土器| 帥

わ

内面指顔庄懐のち団信,

'I面

指頸圧llt

人損      I内 面6YRo 6

1外面5YR骸怖
蔀
働

S誦160
中皿  |

叫

２０

内Ⅲ回転ナデ   I内 面積位ナデ

タIIII指頭圧痕   1外面指9prc痕

ＳＹＲ
釉
聞
郷

齢
鋤

③ 内面回転ナデ   I内 而槙位ナデ

外面指頭庄棋   14・面指療IEII

唖
あ 外面推頭[■

内面積位ナア

外面指頭圧筑

∞
　
函

ＹＲ
　
政

磁
糧
鵬

構

鋤
筋

'卜

面指顔[玉

内面機住ナテ

タト面指頭圧韻
外面5Y雨′ヽ

(ぺ そII)

明赤樹
外而SYR飾

黒也鉱物Fi

外面指頻E掟

開
　
閉

敵
剤
甑
瀬

外面指頭圧熊 外面指頭圧疲 任
夕ヽぬYRe/0 黒色鉱物紅

(へ そ皿)

外面指頻LI   I タトIt5YR6ノ S
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社
出土地五 1  器lfF  I

希

蜘蜘臨XS10 0 内面指頭庄芸のら回転ナ, 内面積tナ テ 閉
　
函

駅
　
ＹＲ

帥
扇

玉5160 上師質上器180
外面指頻圧痕

内aF横 位ナデ

外而十頭庄襲
臓
橙舶
れ

赤色離化粒

土師質土器1(14)
I にぷい丈橙 動

却
土鰤質主器I(154) 報

緒

ＹＲ
橙

外面指頭圧使のちナデ

開
　
酵

Щ
鯰
ｍ
軸

外面指頭r■lA 弁暑そ手と至  1舟【淋と将受 赤色酸イヒ粒

唖
お雌

枷 外而指頗随
1外 岳お喘幕月

鋤
廟

外面括頭圧痰  1外 揺おザ議据
1 にバい女橙

外耐 顔圧工 輪 異せ鳥れ
動
節

唖

閉
　
・

噸

Ⅷ 外面転頗圧痰  1外 面指頭E瓜  外岳霧1品胸
勁
廟

輌 指頭圧よ  外面指頭E爪  1外綜賽母畿
鋤
節

外面指顔圧Jt   i外面指頸圧譲  1外綜詩

螂

”

噸

Ⅷ 1外而推頭圧痰

内外面回転ナデ I山 而回転ナア

I外而指9RL:」t

1山面積位ナデ
| にふい糧

上師質上冊I(101) 内外爾回王ナデ I内 面回転ナ,
I外征指頻圧Jt 外而指頭圧よ 1痛監YR"

鋤
節

工師質■器I(11か

馴 面指頸圧狡

1内面積位ナデ
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表 3 出土土器観察表
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表 3 出土土器観察表
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Ｍ
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表 3 出土土器観察表
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11.瓦

11.瓦 図149～図151

a.出土瓦の種類

本調査では、近世・中世を問わず各遺構面から瓦が出土しており、総量にして28リ ットルコン

テナ約35箱分を測る。量的には近世瓦が圧倒的に多いが、中世瓦も一定量認められる。正確な計

量は行っていないが、出土した瓦の大半は、第 1整地層と第 2整地層から出上したものである。

その層を超えると、瓦の出土が極端に減少する。

種別としては軒丸瓦・軒平瓦・平瓦 。九瓦のほか、桟瓦、雁振瓦、隅瓦などが確認できる。そ

のほか瓦製品として、近世土管も数点出土している。

b.瓦当文様

軒瓦のうち、瓦当文様が確認できたのは軒丸瓦15点、軒平瓦 7点、桟瓦 1点である。軒丸瓦瓦

当文様に関しては、第三整地層から出土した1707が「巨」の文字瓦である以外、すべて三巴文で

ある。三巴文のうち、1693だけが左巴で、その他はすべて右巴。

軒平瓦の瓦当文様は、近世のものはすべて橘宝珠の中心飾りに、上、上、上と三転する均整唐

草を配する。中世軒平瓦は、1714が連珠に似た構成で半月様の文様が連なる。1715は 摩滅が著し

いが波状文系と考えられる。

c.軒瓦の調整痕お よび時期

軒九瓦15点中、近世瓦は11点 (1698～ 1701、 1703、 1704)、 中世瓦は4点 (1702、 1705、 1706)

である。

軒丸瓦のうち、瓦当裏面下部の円周に沿ってナデ観察できるものは1698。 1694・ 1695・ 1700・

1701。 1704。 逆に裏面下部円周にナデを施していないものは1705・ 1706と なる。それ以外のもの

は、下部が欠損しているか摩・Fdで不明瞭になっており確認できていない。

軒丸瓦の瓦当貼り付けに際して、カキメを施しているかどうかを確認できる個体は、残念なこ

とに今回出土した資料では、欠損状況などが観察に不向きなものばかりで、ほとんど不明瞭で

あった。SE302か ら出上した三巴文軒九瓦で、図化できないほど小さな破片にではあるが一点、

瓦当側にカキメが認められた。瓦当部・丸瓦部両者とも明らかにカキメを施していないものは、

1707お よび1705である。1695と 1704に も、瓦当側にカキメ様のものが見られるが、ごく一部分し

か露呈しておらず、断言できない。瓦当側にカキメのある瓦は近世特有の瓦である。瓦文様から

もその判断で差し支えはなかろう。一方、接合に際してカキメを施さないものについては、カキ

メを施すものより古相となる。

中世瓦のうち、三巴文に内区圏線を有する1706を最古相と設定して、1705・ 1706がそれに続く。

それ以外のものについては共伴する土器の年代観から1698と 1697が1693他のSP234出土の瓦より

古相と設定される。神戸市内出上の瓦で、瓦当側に接合カキメが見られるのは17世紀以降の傾向
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o                                20cm

図149 軒丸軒 拓影及び断面図



11 瓦

単 ● i歩

鸞
華

1乃6

1702=SE302出土 三巴文軒丸瓦
1704=SK418出土 三巴文軒丸瓦
1706=SK734出土 三巴文軒丸瓦

1703=SK416出 土 軒丸瓦
1705=SK731出 土 軒丸瓦
1707=第 三整地層出土「巨」字瓦

1709

♀           1          0♀m

1708=SK210出 土 橋唐草文軒平瓦  17091710=SD20ユ 出土 橘唐草文軒平瓦
17■ 1712=SX201出 土 橘唐草文軒平瓦  1713=SK409出 土 橘唐草文軒平瓦

ど戸

図150 軒丸瓦 。軒平瓦 拓影及び実沢」図



第 4章 遺物

V″
1714=SX401出 土 連珠文軒平瓦
1715=SH702出 土 波状支系軒平瓦 ♀               [               OPm

図151 軒平瓦 拓影及び実測図

が強い。SP234に ついては、共伴する土器か ら18世紀後半ない し19世紀の時期が与えられ る。同

じくSX203も 、共伴する土器か ら18世紀前半の年代が与えられる。

今回出上した軒丸瓦のうち、最新相をSP234の もの、その年代を18世紀後半から19世紀 と設定

し、一段階下がるものがSX203出上の瓦となる。さらに段階の下がったものとしてSK731か ら出

土した1705があるが、年代が判定できうるだけの上器が共伴 していない。ただ接合部カキメの傾

向としては、室町前半ころまでは、カキメを施さずに瓦当を接合する傾向が強いように思われる。

最古段階の内区に圏線を有するSK701出 上の1706も 、やはり年代が判定できうるだけの上器が共

伴していない。圏線の消滅をいつごろに持ってくるかが判断の分かれ日ではあるが、少なくとも

鎌倉時代のある時期には、確実に内区圏線は存在 していたといえる。

d.軒平瓦顎形態 と調整お よび時期

軒平瓦 7点中、近世瓦は 5点 (1708～ 1712)、 中世瓦は 2点 (1714、 1715)、 1713は 桟瓦だが、

巴の付かないタイプである。

軒平瓦顎形態については、近世瓦のほうが鋭角で、厚さも薄くなっている。対 して中世瓦では、

鈍角で接合後充填がなされている。接合技法そのものは、中世・近世にかかわらずすべて顎貼 り

付けである。裏面のナデ方向もすべて、瓦当部は横位、平瓦部は縦位である。

近世瓦は中世瓦に比べてかなり薄さが増 してお り、軽量化が進んでいる。

軒平瓦のうち、SD201か ら出上した1709と 1710に ついては、19世紀の年代が共伴する土器から

与えられる。SX201か ら出上 した1711に ついては、共伴する土器は18世紀の年代を示 している。

しかし、両者に明瞭な型式差が認めうるかというと、部分破片であることも手伝ってかな り困難

であるといわざるを得ない。

e,瓦の年代観 と瓦葺建物

正確に年代が確定できるのは第 2遺構面出土のもののみで、それ以外は相対的な前後関係にと

どまる。今回の調査では第 2整地層以上の層で、瓦の出土量が急激に増加する傾向がある。第 2

遺構面の示す18世紀以前のどこかに、瓦葺建物の普及した時期を求めたい。

静
一
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12.金属製 品 。鉄製 品製作 関連遺物

今回出土した金属製品とその製作に関連する遺物は全部で648点 を数える。内訳は鉄製品が462

点、銅製品145点、鉱津など生産関連遺物が41点である。また鉄製品の内419点は釘で、鋼製品は

125点が銅銭で占められる。過去の50次にわたる発掘調査においても金属製品の出土量は他の遺

跡を凌駕してお り、その多彩な遺物構成が兵庫津遺跡の特徴の一つといえる。

鉄製品 鉄製品には工具、漁労具、調理具、建築材などがある。以下に概要について記述する。

〔工具〕1716、 1717は 鎌である。1716は撹乱からの出土ではあるが、唯―の完形品であるため記

述 しておく。本品は刃鎌で、棟、刃は弧を描 き、刃部半ばで捻 りを加えている。茎は厚さ3。7mm、

幅1.2～ 2.Ocmを 測る。刃最大幅3.lcm、 棟の厚さ2.61Hllを 測る。

1717は Ⅳ区SK204よ り出土した鎌の茎の破片と考えられる。茎尻の形状は不明であるが、厚 さ

4.3111m、 刃部に接合する屈曲部までの破片である。

1718～ 1721は大小の刀子である。1718は SX701出土の完形品の小型刀子で、全体に舟形を呈す

る。全長8,Ocm、 厚さ2.311ull、 刃部の長さは3.2cmを 測る。1719は SK703よ り出土した、刀子の刃部

破片である。残存長は10.7cm、 幅は1.3cm、 厚さ3.Ommを 測る細長い刃部である。1720は Ⅲ区第 6遺

構面ベース層より出土した、刀子の刃部破片で、残存長15.Ocm、 最大幅2.4cm、 厚さ2.51nnlを 測 る。

1721はSH611よ り出土した完形品の刀子であり、全長17.7cm、 幅1.lcm、 厚さ2.51111、 刃部長7.5cmを

測る。茎は刃部幅のまま直線的に茎尻に至る。茎には直径2mm内外の目釘穴が 2箇所穿たれる。

1722、 1723は剣形品であり、片面の中軸上に錦を認める。また裏面には中軸線に沿って「す

き」が施される。この形状からはヤリガンナの可能
J陛が考えられる。1722は SK705出 上の刃部破

片で、先後両端を欠く。残存長9.Ocm、 幅1.3cm、 厚さ3.Omllを 測る。1723は Ⅲ区第 4遺構面ベース層

出上の刃部下半～基部にかけての残欠で、1722に 類似 した製品と考えられる。残存長は9.8cm、 幅

1.5cm、 厚さ3.211ullを測 り、茎は長さ4.9cm、 茎尻の幅9.5111mの 長方形を呈する。

1724はSK730よ り出土した完形品の軽で、全長13,9cmを 測る。長さ12.4cmの 身部に1.5cmの茎が付

く。身部の断面形は一辺7.211111の ほぼ正方形を呈する。その先端には幅8.21nmに打ち延ばした刃部を

形成している。先端形状は平刃である。

1725は鉄製の棒状品でSD701よ り出土している。断面は直径約5.Olmnの 円形である。残存長は

18.6cmで 一方は折損するが、もう一方は先端を尖らせる。火箸のような製品の可能性もある。

1726は SK703よ り出土した、完形品の火箸と考えられる棒状品である。全長は27.6cmで 、断面は一

辺4.511nl程 度の正方形を呈する。また持ち手側の端部付近は断面円形で、端より約1,Ocmを 直角に折

り曲げている。

〔漁労具〕1727、 1728は 釣針である。1727は SP344よ り出土したフトコロのみの破片である。直

径約2.lHIIllの 円形断面の針金を滑らかに曲げて作 られている。復元できるフトコロ幅は1.9cm程度

である。

1728は SP636出 上の完形品の釣針で、高さ6.8cm、 フ トコロ幅1.9cm、 軸太さ2.lnlmを 測る。フ トコ

ロ幅、軸の大さについては1727と 規格が類似するもののようである。全体の形状はフトコロ幅に
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姑して高さが高く細長い印象で、腰も直線的な作りである。針先にはカエシが付けられている。

〔調理具〕1729は SK406よ り出上した、鉄鍋の口縁部を含む破片である。X線透過観察では縦横

に微細なクラックを内包しており、鋳造品であることがわかる。復元できる直径は16cm、 器高は

4.Ocm以 上を測る。

1730、 1731は SK204よ り出土 した柄付 き片刃の刃物で、刃部形状から包丁であると考え、刀子

とは区別した。1730は 刃部が基部から同じ幅で延びるため、菜切包丁的な器種であると考えられ

る。刃部幅は約5。4cm、 棟の厚さ約2.8m皿 を測る。破片での出土のため、刃部長は不明である。関は

ほぼ直角で、厚みは刃部に等しく2.8mm、 長さは3.Ocm以上を測る。茎は先端を欠損し残存長3.Ocm、

厚さ2.8mmで 、最大幅は1.3cmを測 り端にむけて緩やかに幅を減ずる。

1731は 同様に包丁の基部である。刃部の棟厚さは4.41Mlで 、幅は4.2cm以上を測る。両関に接合す

る茎は現状長さ4.2cm、 関部分の幅2.lcmの細長い三角形を呈するが、端部が折 り畳まれている。こ

れはオリジナルの形状ではないものと考えられる。

〔建築材〕鉄製品に含まれる建築材は、鉄釘 (1732～ 1764)、 鑓 (1765)がある。鉄釘は全部で419

点、遺構出上のものだけでも252点 を数える。これらは全て角釘で、身の断面形は正方形が中心と

なる。頭部形状は「頭巻釘」と呼ばれるもので占められ、頭部を平たく打ち延ばした上で手前に巻

き込んである。一部、巻き込みの浅いものがあり、未製品の可能性がある。なお、1763と 1764に

は打ち込まれた材の残久が残存 している。釘を出上した遺構は第2～ 第7遺構面まで存在するが、

5点以上出土を見た遺構はSP314(12点 )、 SK412(12点 )、 SK505(6点 )、 SK506(9点 )、 SK512

(7点 )、 SK516(9点 )、 SP569(8点 )、 SK610(16点 )、 SH604(7を点)、 SD701(23点 )、 SD704(7

点)、 SK703(7点 )、 SX702(5点 )がある。他にも1、 2点 出上した遺構は数多 く存在する。法量

には大小あり、身部の幅が計測できたものだけを見ると1.3111m～ 7.91mlと 幅があるが、2.8mHl～ 4.3mm

にピークがある。

1 ・ 1756・  1758 1 SD701、  1734・ 1741 :SD704、

十K610、  1739・ 1742・ 1743・ 1752 1 SK703、  1740・

1749 1 SX701、  1754:SP701、  1755:SP569、

L761:SP569、  1763:SX401、  1764 1 SK406

1765は 鐘で、幅1.4cm、 厚さ3.lcmの 端部を直角に折 り曲げ、先端を楔形に打ち出している。

銅製品 先述のとお り、銅製品の多 くは銭貨であり、今回出上 したもので銭文の判別が可能で

あったものは表 4、 写真図版99、 1011こ挙げた。当遺跡における既往調査の出土例に比 して、寛永

銭の数量 (19点 )を渡来銭 (73点)が凌駕している。ほとんどが新旧の各包含層出上であること

から、出土状況に特徴を見出すことは困難であった。また1点 のみであるが、皇朝銭である長年大

賓 (初鋳848年)がSK202よ り出土している。

1859～ 1865は 煙管の部品である。1859は SH701出 上の雁首である。火皿が欠損 してお り、 残

存長6.7cmを測る。肩はない。脂反しは長 く、身の中央部付近から滑 らかに湾曲し、火皿との接合

部にいたる。

＼
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1860～ 1865は 吸口である。1860、 1864は Ⅲ・Ⅳ区の第3遺構面上面包含層、1861は SX303、

1862、 1863は それぞれ Ⅱ区、 I区 の第 2遺構面直上包含層、1865はSK206よ り出上 している。

1860、 1862、 1864は 肩や装飾の無いシンプルな製品である。1861、 1865は肩を形成するもので、

1861に ついては肩部から吸口にいたる部分を、滑らかなラッパ状に作 り、装飾効果を付加 して

いる。1865は 肩と吸口の段差を明確に持つもので、長さが3.7cmと 、他に比して小型の品である。

1863は 肩を持たないものであるが、小口から身部中央付近にかけてネジ状の溝を切るもので、装

飾的効果を狙ったものと考えられる。

1866は SX203出上の吊手状銅製品である。断面長方形の銅棒を滑 らかな台状に湾曲させてお

り、両端を釣状に内屈させて薄い銅板製の割 リピンを取 り付けている。何 らかの器物に取 り付け

ていたものであろう。ただし、台状の頂部に直径3mmの子とを穿ってお り、さらに何 らかの付属物が

あったようで、土瓶の弦のような使用状況は想定しづらい。

1867は SK210よ り出上した獅子図目貫である。銅版から打ち出されたものであろう。

1868は SK701出上の厚さ0,6111mの 弧状を呈する銅版で、縁辺を肥厚させる。容器の口縁部の可能

性もある。

1869は Ⅱ区第4遺構面ベース層出上の環付金具である。本体は10弁の蓮華を表しており、両端

が箱型に折り曲げられている。折り曲げた内部は1.2cmの隙間を持ち、中央に固定のための心棒が

存在する。環の取り付 く部品は花托を模したものである。

1870は Ⅲ・Ⅳ区の第 3遺構面上面包含層より出土した小柄の残欠である。内部には刀身が残存

し、周囲に銅板製の柄が巻かれている。表面には装飾は確認できなかった。
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1871は Ⅲ区第 4遺構面ベース層より出上 した銅版で、意図的な折 り曲げ加工がなされる。

1872はSK418出土の銅版で、長辺5.5cm、 短辺3,3cmの 長方形を呈する。中央部と一角の隅に子とが

開けられる。中央部の孔は長方形で、煙突状の縁が立ち上がる。隅の孔にも煙突状突起があるが、

こちらは円形である。おそらく水滴の上部板の残欠と考えられる。

1873はSD701出土の銅製鋲で、方形に打ち出された釘部に、直径2.lcm、 高さ7,71mllの 中空の頭部

が溶接されている。

1874～ 1876は銅版製の円形座金である。それぞれⅢ区第2遺構面ベース層、SX702、 SE302よ り

の出土である。1876は破損 し変形しているが、いずれも厚さ0,411un、 直径約2.Ocm程 度を測る。なお

中央に開けられた孔は方形で、1874が一辺7.71mll、 1875が 6.811ullで あり、やや異なる。

鉄製品製作関連遺物 製作関連遺物は輔羽口 (1877)、 鋳型片 (1878)、 鉱津 (1879～ 1884)な どが

ある。図示 していないものを含め、これらのうち輔羽口、鉱津については顕著な着磁性が認めら

れたことから、鉄製品の製作に関連するものと考えられる。総点数は39点、重量は4386gを測る。

これらはほとんどが第2遺構面 。第5遺構面のベース層に包含されていたものであり、まとまって

出上した遺構 としては、SX204(5点 :467.5g)、 SD701(3点 ■01.2g)な どがある。これらにつ

いても廃棄されたものと考えられ、製作行為にそのまま結びつ く遺構とは考えがたいが、第 2遺

構面、第 5遺構面の周辺時期において鉄製品製作工房が操業されていた可能性が高い。
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1)概要

第 5章 兵庫津遺跡第5上次調査出土の動物遺存体

丸山真史 (奈良文化財研究所 。客員研究員)

1)概要

兵庫津遺跡では第 2・ 14・ 42。 44次調査において近世を主

体とする動物遺存体が出土しており、第2次調査では牛馬骨

を使用した骨細工にともなう廃材が、第14次調査では水産業

に関連する町屋跡のゴミ穴から大量の魚貝類遺存体が出上し

ている (丸山・松井2006、 2010)。 また、第42次、44次調査で

は、町屋跡における魚貝類を中心とした食料残淳が出土して

いる (丸 山。松井2008)。 当調査では中世から近世にかけての

遺構が検出され、ゴミ穴や土師器が大量に埋納された土坑な

どから289点が出上している (表 5・ 6)。 出土した動物遺存

体のうち種類や部位などを同定したものは、サンゴ類 1点、  図155動物遺存体組成 (N=142)

貝類52点、魚類63点、爬虫類 1点、鳥類 1点、哺乳類24点、計142点 にのぼる (図 155)。 資料に

は、発掘中に肉眼で確認したもの以外に、遺構の上壌を l lHn目 のフルイを用いて水洗選別したも

のが含まれる。なお、以下で記述する魚類の体長は、奈良文化財斬究所所蔵の現生骨格標本との

比較から推定した値である。

2)種類別の特徴

a)サ ンゴ類

サンゴ類 SX201か ら、 1点が出上している。

b)貝類

ミミガイ科 (ア ワビ類)SX201、 SX203か ら1点ずつ、計 2点が出土している。

サザエ 土間 1、 SK204、 SP205か ら1点ずつ、第2面、第3面 より上層から2点ずつ、計 7点が

出上している。第 3面 より上層から出土している l点は、殻体が割られている。

アカニシ SK415、 SK211、 SX203、 SX204か ら1点ずつ、第2面から2点、第3面 より上層、第

5面、第 6面から1点ずつ、計 9点が出上している。また、SP420か らアカニシと思われるもの

が 1点出土している。

バイ SD201から1点 出土している。

テングニシ 第4面から、 1点が出土している。

マイマイ類 SX203か ら1点が出上しており、いわゆる陸産のカタツムリの仲間である。

フネガイ科 第4面から、 1点 (左右不明)が出土している。

イタボガキ科 第2面から、 1点 (右 )が出上している。また、SK411か らイタボガキ科と思わ

れるものが 1点出土している。

その他
21%

哺乳類



第 5章 兵庫津遺跡第51次調査出土の動物遺存体

表5 動物遺存体集計表

時 期 層位/遺構 大分類 小分類 部位 左 右 計

14世紀後半

SH703

SK505

SK711

SX702

硬骨魚綱

哺乳綱

マダイ 上擬鎖骨 1

ニホンジカ 大腿骨 1

硬骨魚綱

ニシン科 ? 権骨 1

ハモ属 遊離歯

遊離歯

歯骨

1

タイ科
1

1

哺乳綱 ネズミ科 椎 骨 1

硬骨魚綱 タイ科 歯骨 1

鳥綱 カモ科 上腕骨

大腿骨

1

哺乳綱
ニホンジカ 1

イノシ功/ブタ 下顎骨 1

114世紀後半～15世紀初頭 SX704 哺乳綱 イノシシ/ニ ホンジカ 肋骨

14世紀後半～15世紀前半
第5面

第6面

腹足綱 アカニシ 殻 質 1

腹足綱 アカニシ 殻質 1

14世紀後半～15世紀

SK608

SP639

哺乳綱 イノシシ/ニホンジカ 四肢骨 1

硬骨魚綱

エソ科 椎骨 1

タイ科
前上顎骨

遊離歯

鋤骨

l

カレイ科 1

14世紀～15世紀

SK506

SP569,SK517

SP570

硬骨魚綱

硬骨魚綱

タイ科 遊離歯

コイ希「? 権骨 l

硬骨魚綱
タイ科 遊離歯

方骨

1

マ分イ 1

14世紀後半～16世紀 SP418 哺乳綱
ニホンジカ

大腿骨 1

踵骨 1

ニホンジカ? 腫骨 ?

15世紀前半

SK610

SH701

SH701

SD701

SK513

SK610

SD701

硬骨魚綱 タイ科 遊離歯

権骨軟骨魚綱 ネズミザメ科 l

硬骨魚綱

フサカサゴ科 歯骨 1

マダイ
歯骨 1

主饂蓋骨

肋骨

1

哺乳綱 イノシシ/ニホンジカ 1

硬骨魚綱

ハモ属 主鰍蓋骨

擬鎖骨

1

マダイ 1

ヒラメ 擬鎖骨 1

哺乳綱
ウマ 遊離歯

肋骨

1

イノシシ/ニ ホンジカ 1

角細工

哺乳綱

ニホンジカ 枝角 1

イノシシ/ニホンジカ
四肢骨 1

睡骨 ? 1

硬骨魚綱

ハモ属 椎骨 1

フサカサゴ科 主上顎骨

基後頭骨

指骨

1

コチ科

1

1

主饂蓋骨

遊離歯

1

タイ科

マダイ

前上顎骨

前鰍蓋骨

椎骨

1

1

翼耳骨 1

哺乳綱 イノシシ/ニ ホンジカ? 肩甲骨 1

硬骨魚綱

硬骨魚綱

マダイ 椎 骨 1

コチ科 椎 骨 1
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2)種類別の特徴

時 期    ! 層位/遺構 大分類 小分類 部位 左 右 計

配紀後半  1澪
硬骨魚綱

哺乳綱

腹足綱

斧足綱

硬骨魚綱

コチ科 角骨 1 l

イノシシ/ニ ホンジカ 肋骨 1 1

テングニシ 殻質 1 1

フネガイ科 殻質 1 1

マダイ 上後頭骨 1 1

15世紀        I SK517 硬骨魚綱

タイ科 遊離歯 1 1

ハモ属

前上顎骨
―舗骨―

鋤骨板

1 1

15世紀前半～17世紀   I SP420 腹足綱 アカニシ ? 殻質 1 1

16世紀前半      I SK511 呼信予し糸岡 ニホンジカ 撓骨 l 1

硬骨魚綱

斧足綱

硬骨魚綱

HFH乳綱

腹足綱

フグ科 歯骨 l 1

イタボガキ科 ? 殻質 1 1

マダイ 上後頭骨 1 1

イノシシ/ニ ホンジカ 肋骨 1 1

サザエ 設質 1 1

16世紀～19世紀    1第 3面 より上層

斧足綱

腹足綱

ハマグリ 殻質 1 1

アカニシ 殻 質 1 1

サザエ 殻質 2

17世紀半ば        I SK415 腹足綱 アカニシ 殻質 1 1

SK211

SX201

18世紀前半

SX203

SX204

腹足細

花虫綱

腹足綱

斧足綱

硬骨魚綱

哺乳綱

腹足綱

硬骨魚綱

哺乳綱

鰤
一翻

腹
一哺

アカニシ 設質 1 1

サンゴ類 l 1

アワビ類 殻 質 1 1

ハマグリ 殻質 2

ブリ属 椎骨 l 1

ニホンジカ 撓骨 1 1

アカニシ 殻 質 l l

アワビ類 殻 質 1 l

マイマイ類 殻質 1 1

ハモ属 角骨 1 1

尺骨 1 1

ネズミ科 上腕骨 1 l

撓骨 1 1

アカニシ 殻質 1 l

イノシシ/ニホンジカ 四肢骨 1 1

憾世紀  1群
腹足綱

腹足綱

斧足綱

サザエ 殻質 1 1

サザエ 殻質 2

アカニシ 殻質 2

イタボガキ科 設質 1 1

ハマグリ 殻質 9

18世紀～19世紀    1第 1面

斧足綱

硬骨魚綱

爬虫綱

ハマグリ 殻 質 4 1 9

マグロ属 権骨 2

スッポン 背甲板 1 1

18世紀後半～19世紀   I SP350 斧足綱 ハマグリ 殻 質 1 1

腹足綱

斧足綱

硬骨魚綱

腹足綱

バ ィ 殻 質 1 1

ハマグリ 殻質 1 1 2

1ニシン科 主饂蓋骨 1

マダイ 翼耳骨 1 1

サザエ 殻質 1 1

中世         I SP711 哺乳綱 イノシシ/ニホンジカ 上腕骨 1 1

総計 142



第5章 兵庫津遺跡第51次調査出土の動物遺存体

ハマグリ SP350か ら 2点 (左 1

SK221か ら 1点 (左右不明 )、 第

明 4)、 第 3面 より上層か ら 1点

表6 種名表

右 1)、 SX201か ら2点 (左 )、

1面から9点 (左 4右 4不明 1

(右 )、 計26点が出上している。

SD201か ら2点 (左 l不明 1)、

)、 第 2面から9J点 (左 2右 3不

硬骨魚網 Osteichhyes

ウナギロ Anguilliformes

ハモ科 Muraenesocidae

ハモ属の一種 協 ηθη奮91 sp

ニシンロ CluperifOrmes

ニシン科 Clupeidae

ニシン科の一種 Clupeidae gen et sp indet

コイロ Cypriniformes

コイ万斗 Cyprinidae

コイ科の―一種 ?  Cyprinidae gen et sp indet,?

ヒメロ Aulopiformes

エソ科  SynOdontidae

エソ科の―一種 SynOdontidae gen.et sp.indet.

カサゴロ Scorpaeniformes

フサカサゴ科 Scorpaenidae

フサカサゴ科の一種 Scorpaenidae gen,et sp.indet.

コチ科  Platycephalidae

コチ科の一種  Platycephalidae gen.et sp indet.

スズキロ Perciformes

アジ科  Carangiae

ブリ属の一種 膨r,οねsp.

タイЯtt Sparidae

マダイ P9g/7s胸ガοr

タイ科の一種 Spattdae gen.et sp indet

サバ科  Scombridae

マグ甲属の一種 影″ヵИtt sp.

カレイロ PleurOnectiformes

ヒラメ科  Bothidae

ヒラメ 乃胞″c力駒四ο″塑θθ卵

カレイ科 Pleuronectidae

カレイ科の一種 Pleuronectidae gen et sp lndet

フグロ TetraOdonitiformes

フグ科 Tetraodonttidae

フグ科の一種 Tetraodonitidae gen et sp.indet

刺胞動物 Ftt Cnidaria

花虫綱 AnthOzoa

花虫綱の一種 Anthozoa fam,gen,et sp.indet

軟体動物門 Mollusca

腹足綱 Gastropoda

原始腹足目 Archaeogastropoda

原始腹足目の一種

Archacogぉ trOpoda fam,gen et sp.indet

古腹足 目 Vetigastropoda

ミミガイ科 Hilotidae

ミミガイ科の一種 HaliOtidae gen et sp indet

サザエ科 Turbnidae

サザエ 焔んο cοvク rarb・

新腹足目  Neogastropoda

アッキガイ科 Muricidac

アカニシ 只pp,″,フ初οs,

エゾバイ科 Buccinidac

バイ βryルわガらi2Pο″たα

テングニシ科 Me10ngenidae

テングニシ Fr力み が協b,

斧足綱 Bivalvia

フネガイロ Arcoida

フネガイ科 Arcidae

フネガイ科の一種 Arcidae gen et sp indet

カキロ Ostreoidac

イタボガキ科 Ostreidae

イタボガキ科の一種 Ostreidac gen et sp indet

マルスダレガイロ VenerOida

マルスダレガイ科 Veneridae

ハマグリ 滋 κ″歳力勲ryp

脊椎動物門 Vertebrata

軟骨魚 岡ヽ Chondrichttyes

ネズミザメロ Lmniformes

ネズミザメ科 Lamnidae

ネズミザメ科の一種 Lamnidae gen.et sp indet



2)種類別の特徴

c)魚類

ネズミザメ科 SH701か ら椎骨 1点が出上してお り、椎体横径42.61Mlを 測る。

ハモ属 SK505か ら遊離歯、SK517か ら前上顎骨―舗骨―鋤骨板、SH701か ら主偲蓋骨 (右 )、

SK513か ら椎骨、SX203か ら角骨 (右 )が 1点ずつ、計 5点が出土している。椎骨と角骨は体長

50cm以下の小型、主組蓋骨は体長100cm以上の大型と推定され、その他の大きさは不明である。前

上顎骨―師骨―鋤骨板 と椎骨は、強 く被熱して白色を呈する。

ニシン科 SP344か ら主組蓋骨 (右 )1点が出上 してお り、体長15cm以下 と推定される。また、

SK505か らニシン科 と思われる椎骨 1点が出上している。

コイ科 P コイ科 と思われる椎骨 1点が出上してお り、強 く被熱して白色を呈する。

エソ科 SP639か ら椎骨 1点が出土してお り、体長20～30cm程度と推定される。

フサカサゴ科 SH701か ら歯骨 (右 )、 SK513か ら主上顎骨 (左)が 1点ずつ、計 2点が出土して

お り、いずれも体長20cm程度と推定される。

コチ科 SK408か ら角骨 (右)1点、SK513か ら基後頭骨、歯骨 (右 )、 主組蓋骨 (右)1点ずつ、

SD701か ら椎骨 1点、計 5点が出土している。大きさは、基後頭骨と椎骨が30～ 40cm程度、その

他は40～ 50cm程度と推定される。

ブリ属 SX201か ら椎骨 1点が出上しており、体長80cm以上と推定される。

タイ科 SK505か ら歯骨 (左右不明)、 遊離歯 1点ずつ、SK711か ら歯骨 (右)1点、SP639か ら

前上顎骨 (右)1点、遊離歯 2点、SK506か ら遊離歯 3点、SK516か ら遊離歯 1点、SK610か ら遊

離歯12点、SK513か ら遊離歯 3点、SK517か ら遊離歯 1点が出土している、計26点 が出上してい

る。大きさは、遊離歯では体長を推定することが困難であるが、20cm以上 と思われる個体が大部

分である。また、歯骨、前上顎骨は被熱して白色を呈する。

マダイ SH703か ら上擬鎖骨 (左)1点、SK516か ら方骨 (左)1点、SH701か ら歯骨 (右 )、 主

組蓋骨 (右 )、 擬鎖骨 (右)が 1点ずつ、SK513か ら椎骨 3点、翼耳骨 (左 )、 前上顎骨 (右 )、 前

饂蓋骨 (右)が 1点ずつ、SK610か ら被基して白色を呈する椎骨 1点、SK411か ら上後頭骨 1点、

SK344か ら翼耳骨 (右)1点、第 4面から上後頭骨 1点、計15点が出上している。大きさは体長

30cm以上の大型が大部分を占めるが、20～ 30cmの ものも少量含まれる。また、切断された椎骨、

前組蓋骨や、被熱して白色を呈する椎骨、方骨が含まれる。

マグロ属 第 1面から椎骨 2点が出土しており、いずれも体長100cm以上と推定される。

ヒラメ SH701か ら擬鎖骨 (左)1点が出土してお り、体長60cm程度と推定される。

カレイ科 SP639か ら鋤骨 1点が出土しており、体長20cm程 度と推定される

フグ科 SK414か ら歯骨 (右)1点が出土しており、大きさは体長30～40cmと 推定される。

d)爬虫類

スッポン 第 1面から背甲板 (肋骨板)が 1点出土してお り、肋骨と椎骨の関節部である突起が

切断されている。

ワ
‘



第 5章 兵庫津遺跡第51次調査出上の動物遺存体

e)鳥綱

カモ科 SK711か ら、遠位端の関節面が切断されたカモ科の上腕骨 (右)が 1点 出上している。

上腕骨の遠位端最大幅 (Bd)は 13.51mllを 測 り、現生骨格標本との比較ではマガモに相当する大き

さである。

つ 哺乳綱

ウマ S■701か ら、遊離歯が 1点出上している。

イノシン/ブタ SX702か ら、第 3後臼歯の咬耗が進行 した成獣の下顎骨 (左)が 1点出上している。

ニホンジカ SP418か ら大腿骨 (左 )、 腫骨 (左)が 1点ずつ出土 してお り、ニホンジカの睡骨

(左 ?)と 思われるものが 1点出土 している。SH703か ら大腿骨 (左)が 1点、SK511か ら携骨

(左)が 1点出土 している。SX702か ら大腿骨 (左 )が 1点出上しており、イヌなどの咬痕が見ら

れる。SD701か ら枝角が 1点 出土しており、加工痕が見 られる。SX201か ら撓骨 (左)が 1点出

土してお り、遠位端が癒合していない若獣である。

イノシシ/ニ ホンジカ SX704か ら肋骨 (左右不明)1点、SK608か ら部位が特定できない長管骨

(左右不明)11点、SH701か ら肋骨 (左 1不明 1)2点 、SD701か ら部位が特定できない長管骨

(左右不明)2点、SK408か ら肋骨 (左)1点、SK411か ら肋骨 (左右不明)1点、SX204か ら部

位が特定できない長管骨 (左右不明)1点、SP711か ら上腕骨 (左 )1〕点、計10が出土している。

また、SK513か らイノシシ/ニ ホンジカと思われる肩甲骨 (左右不明)1点が出上している。

ネズミ科 SK505か ら椎骨 (軸椎)が 11点出土 してお り、大型の個体でクマネズミ属の可能性が

ある。SX203か ら同一個体と思われる上腕骨 (左 )、 尺骨 (左 )、 撓骨 (左)が 1点ずつ、計 3点

が出土 している。

3)兵 庫津遺跡 に見 る動物利用

a)水産物の利用

当調査で出上した魚貝類は海水産が卓越 してお り、瀬戸内海で漁獲でき、食用となる種類が大

部分を占める。貝類ではハマグリが最も多 く、アカニシ、サザエなどが続き、いずれも遺跡から

一般的に出土する貝種である。ハマグリは中 。近世の消費地遺跡では頻繁に出土し、近世の京都

や大坂城下町跡で多 く出土する。アカニンは中世の都市・城館遺跡で多 く出土する傾向がみられ

るが (樋泉2001)、 当遺跡第14次調査における近世遺構からの出土比率は低い。サザエには棘の発

達 したものとそうでないものが混在 しており、捕獲地が異なる可能性がある。サザエやアワビ類

は岩礁域で捕獲されることから淡路島あるいは和歌山といった地域からの搬入品と考えられる。

そのほか出土量が少ないが、マイマイ類を除いてテングニシ、バイ、イタボガキ科は食用と考え

られる。

従来の兵庫津遺跡の発掘調査では、近世の遺構から出土した魚類が主体であったが、当調査で

は中世の遺構から魚類が出土していることが特筆される。魚類ではタイ科が最多の出土量を示す
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3)兵庫津遺跡に見る動物利用

が、 1個体に多数存在する丸みを帯びた歯が大部分を占め、これらの歯を除くと出土量は少なく

なる。タイ科に次いでマダイが多 く、切断された椎骨や前鰍蓋骨が含まれることから、解体、調

理されたことは明らかである。これらマダイを含むタイ科は、縄文時代以来、貝塚などの遺跡か

ら頻繁に出土する魚種の一つである。中世以降、タイ科のなかでマダイヘの志向が顕著になるこ

とが指摘されてお り (久保1999)、 中世の兵庫津でもマダイヘの志向が高まっていた可能性があ

る。夏を代表する魚類のハモ属がタイ科、マダイに続 く出土量を示す。ハモ属は瀬戸内海で多 く

漁獲され、現代の京都、大阪を中心とする関西地方で特に好まれており、近世の兵庫津、大坂、

京都における出土頻度は高い。本資料から中世にもハモ属を食用としていることが判明し、現代

の食文化の基層を窺うことができる。現代では賞味することが少ないコチ科が比較的多 く出土 し

ており、ニシン科 (イ ワシ類 )、 エソ科、フサカサゴ科、ブリ属、マグロ属、ヒラメ、フグ科 と

いった現代でも馴染みのある魚種の出土量は少ない。マグロ属は瀬戸内海で漁獲されることは稀

で、近隣では紀州灘などの漁獲地が推定され、兵庫津に搬入されたと考えられる。

b)`専獣類の利用

鳥類はカモ科 1点だけに留まり、一見すると鳥類利用が低調であったように見えるが、鳥類の

骨は薄く、脆弱であるために遺跡に保存されなかったことが考えられる。出土したカモ科は、マ

ガモなどの中型のカモ類であり、解体痕が見られることから、食用と考えられる。

哺乳類はニホンジカ、イノシシ/ブタ、ウマ、ネズミ科が出土している。また、イノシシ/ニ ホン

ジカ程度の大きさの哺乳類が出土している。兵庫津遺跡第44次調査では、イヌ、イノンシ、ニホ

ンジカが食用 とされてお り、近世町屋において肉食が行われていたことが明らかになっている。

当資料ではイノシシ/ブ タ、ニホンジカが出土してお り、それらは食用と考えられるが、ウマやネ

ズミ科が食用であるか定かではない。ニホンジカは食用以外に骨角製品の素材となる。当調査の

SD701(15c前 半)か ら加工途中の鹿角が出土しており、付近で角製品の製作が行われたと考えら

れるが、出土量が乏しく専門的な工房が存在したのかは明らかでない。

c)かわらけ埋納遺構に伴う動物遺存体

以上に貝類、魚類、鳥類、哺乳類の大部分が食用となったことを述べたが、ここではかわらけ

埋納遺構から出上している動物遺存体を取 り上げ、どのような利用が考えられるのか検討する。

動物遺存体が出土 しているかわらけ埋納遺構は、SK711(14世紀)、 SK505(14世 紀後)、 SK608

(14後～15世紀 )、 SK506・ SP639(14～ 15世紀 )、 SP418(14後 ～16世紀 )、 SK513・ SK610(15世

紀前 )、 SP411・ SK414(16世紀)の 10基である。かわらけ埋納遺構は、 (I類 )貝類 と魚類が出

土する土坑 (SP411)1基、 (Ⅱ 類)魚類だけが出土する土坑 (SK506。 SK610。 SK414・ SP639)

4基、 (Ⅲ 類)魚類 と鳥類が出土する土坑 (SK711)1基、 (Ⅳ類)魚類 と哺乳類が出土する土坑

(SK505、 SK513)2基、(V類)哺乳類だけが出土する土坑 (SP418、 SK608)の 4つ に分類でき

る (表 7)。 Ⅲ類のSK505か らネズミ科が出土しており、祭祀 との関連性は窺えず、混入 した可能
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表7 かわらけ埋納遺構の分類

分類

時期 (世紀 )

大分類 1   小分類

斧足綱  1不明 1   3   1

硬骨魚綱

ハモ属

エソ科

フサカサゴ科

コチ科

マダイIマ ダ ィ

|タ イ科

|ニ シン科 ?

カレイ科

フグ科

不明

1

12

1

3

6

3

２

１

１

３

８

２４

１

１

１

‐５

一
１

2

1

鳥類 カモ科

ニホンジカ

ニホンジカ ?

イノシン/ニ ホンジカ

イノシシ/ニ ホンジカ?

ネズミ科

2

1

2

1

1

1

1

哺乳綱

14

性も考えられる。これらのかわらけ埋納遺構から出土している動物遺存体は、埋土を水洗選別し

て採集 してお り、サンプリングエラーが生 じている可能性は低い。しかしながら、微細な魚類、

鳥類の骨が埋没中に腐朽 していることを考慮すると、遺構別に魚類、哺乳類が選択的に投棄され

たとは即断できない。

魚類が出土している IoⅡ ・Ⅲ・Ⅳ類では、SK414を 除く遺構からマダイあるいはタイ科が出

土している。タイは藤原宮や平城宮から出土した木簡から贄とされたことが窺え、神僕にもよく

用いられる魚種である。魚類は部分的な骨格部位が出上し、SK505。 513・ 506・ 6011こ は被熱して

白色を呈するものや、解体痕が見 られるものが含まれる。被熱した魚骨は火中に投 じられた可能

性が高いうえに、解体した魚類を祭祀に用いたのか疑間である。鳥類が出土しているⅢ類はカモ

科の上腕骨が 1点にとどまり、食材として利用された際に一般的な解体痕が見られる。哺乳類が

出土しているⅣ、V類ではネズミ科を除いて、ニホンジカとイノシシかニホンジカのどちらかと

思われるものが出土している。SP418では、ニホンジカの左の大腿骨、踵骨と、ニホンジカのも

のと思われる左の圧骨が積み重なったかわらけの隙間から出上しており、祭祀に関連してかわら

けに供えられたことが推測される。 F延喜式』大学寮には、釈集の三牲に大鹿と小鹿の各一頭を供

することが記されていることや、諏訪大社では鹿の頭部が神前に供えられる御頭祭が行われてき

たことからもわかるように、シカの供儀は古代から近現代まで見られる。出土したニホンジカの
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3)兵庫津遺跡に見る動物利用

各部位が同一個体であるとすれば、ニホンジカの左後肢 1本があったことになるが、長径約80cm、

深さ44cmと いう遺構の規模や、かわらけの隙間から出土していることを考えれば、これらニホン

ジカの後肢骨が交連状態では収まらず、解体された状態であったと言える。このように解体した

状態を供儀の一形態と断定することは難しい。

大部分のかわらけ埋納遺構では動物遺存体が散乱状態で出土しており、一般的なゴミ穴に投棄

された食料残津の出土状況と同様に思われる。ただ、大阪府池島・福万寺遺跡では、12世紀の条

里水田の水路の底に掘った土坑にウシの頭蓋骨や下顎骨を埋納するだけでなく、食用にしたウ

シ、イヌ、サギ科の骨が水路に投棄されており、犠牲にした動物の肉を賞味する饗宴が行われた

とされている (松井1995)。 当遺跡とは時期的にも、祭祀の目的も異なるであろうが、池島・福万

寺遺跡に見られるような肉食を含む饗宴が当地でも行われていた可能性も推測されるだろう。

4)ま とめ

当調査では中 。近世の兵庫津における食生活やかわらけ祭祀に伴う動物利用の一端を明らかに

することができた。魚類ではマダイなどのタイ科を中心に、ハモ属などの消費も見られ、現代の

魚食の基層が窺える。また、近世には貝類が多く出土しており、ハマグリなど眼前の砂浜で捕獲

できるものや、サザエやアワビ類といった岩礁域で捕獲される搬入品が出土している。また、魚

類ではマグロ属の流通が近世になって見られる。

かわらけ祭祀にともなってニホンジカを供した可能性や、祭祀にともなう饗宴でイノシシやニ

ホンジカなどの獣類、マダイなどの魚類を賞味し、その残津である骨をかわらけと同じ遺構に投

棄した可能性も考えられる。こういったかわらけ祭祀に関連する遺構から出土する動物遺存体の

出土例は少なく、どのような性格のものであるのか明らかにすることは容易ではない。今後、類

例の増加を待って、結論を導く必要があるだろう。
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丸山真史・松井章2006「兵庫津遺跡 (御崎本町地点)出土の脊椎動物遺存体」大手前大学史学研究所オー
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《写真図版解説》

図版 1 貝類

1ア ワビ類 2・ 3ア カニシ 4～ 6ハマグリ 7イ タボガキ科 8。 9サ ザエ

図版 2 魚類・鳥類・哺乳類

1コ チ科 (角 骨)2ハ モ属 (主鰍蓋骨)3マ ダイ (擬鎖骨)4ブ リ属 (椎骨)5フ グ科 (歯骨)6ヒ ラメ (擬鎖

骨)7・ 8マ グロ属 (椎骨)9ネ ズ ミザメ科 (権骨)10カ モ科 (上腕骨)11～ 16ニホンジカ (11。 刊2撓

骨13。 14大 1退骨刊5枝角16踵骨)17イ ノシシ (下顎骨 )

表8 動物遺存体計測値 単位 :mm

18世紀 腹足綱 アカニシ   | ― 認を1霊 14■9+憩 ti嘱117.8

18世紀 腹足綱 サザエ    | ― 琵セ甘昆97.1+

18世紀 斧足綱 ハマグリ   I右 殻高31.4殻長38.4

19世紀 斧足綱

腹足綱

18世紀～19世紀 1斧足綱

ハマグリ

サザェ    | _
|ハマグリ   1右|′ '｀ / ノ    I ンL4

1ハマグリ   1左

|ハマグリ   1右
|ハマグリ  1左

|ハマグリ  1左

設高61.0殻長81.4

殻長104.4

売上浮考54.0虎貴f認 66.0

殻高45.2殻長550

売宅浮≡44.9売鍵f霊55,0

殻高407

殻高36.3

Ⅲ区 1第1面直上      |
Ⅲ区 1第1面直上      |
Ⅲ区 1第1面直上      |
Ⅲ区 1第 1面直上      |
Ⅲ区 1第 1面直上      |
Ⅲ区 1第1面直上      |
Ⅲ区 I SX203         1
Ⅲ区 i SX203         1
Ⅳ区 i SK711       1
Ⅳ区 i SX702底       |
Ⅳ区 I SH701

Ⅳ区 I SK511

Ⅳ区 I SX201第2層 ～

18世紀～19世紀 1斧足綱

16世紀前半

18世紀前半   |

ハマグリ   i 右

18世紀～19世紀
|

18世紀前半  |
18世紀前半 |ネズミ科   1 左 I Bd5.1

カモ科    1 右 I Bd13.5

イノシシ/ブ タ 1 左 I M3歯 冠長34.2歯冠幅15,0

ネズミザメ科 十 一 1椎体横径42.6縦径40.8厚 20,0

ニホンジカ  1 左 I Bd296+

ハマグリ  1左 1高44.7

Bd:遠位端最大幅
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図版1 貝類



第5章 兵庫津遺跡第51久調査出土の動物遺存体

|

12

図版2

144

魚類・鳥類 。哺乳類



1 1よ じめに

第 6章 中世都市の消費と再生 ―考察にかえて一

1.は じめに

かつてスキナーは、その都市理論の中で都市の階層性について語った。雑駁に表現すると、都

市の規模を人口値で統計処理した場合、上位の都市から一定の数値で次の階層の都市、という風

に順序良く分化し、一定の規則性をもって数字が分れる、という考えである°)。 いわば都市をラ

ンク付けする試みである。そしてこの理論を、中世日本に当てはめた論文も存在する。原田伴彦

による 属中世における都市の研究』がそれであるの。

この研究によって我々は、一口に中世都市といってもその実態は様々で、あくまで人口規模と

いう切り口で見た場合という条件付きながら、互いの都市の間には明確な階層が存在するという

側面に気づかされる。

しかし残念ながら、後世の人間がある意味「おぼろげな」数字を処理して弾き出した都市階層

が、そのまま当時の社会常識であったかを検証するのは難しい。また、中世ヴェネチアのように、

人口規模は小さいが圧倒的な経済力で地中海世界に君臨した例もある。蜜柑を縦に切るか横に切

るかで断面の模様が異なるのにも似て、切り口を変えれば同じ都市でも「大きさ」の評価は異な

る、という真実であるとそれでも中世びとの常識に果敢にアプローチした研究として、原田の研

究は興味深い。

これも残念なことに、1942年 になされた原田の研究には、兵庫津遺跡は登場しない。この時代、

まだ当該遺跡の存在が認知されていなかったせいである。ただ、堺環濠都市遺跡が京都・博多に

次ぐ第三位、今で言えば東京・大阪・名古屋に近い位置づけでランクインしていることから、近

世近代の人口規模で堺と競り合っていたかやや上位の兵庫津も、逆説的にはその辺りに評価する

のが妥当と思われる。

現代の名古屋と大阪それぞれに個性があるように、堺とも大坂とも博多とも違うありようと心

性が、当時の兵庫にも存在したに違いない。発掘調査という行為を通して我々が追い求めるのは、

その実態がいかなるものか、ということに尽きる。多様と普遍の混在する人間社会の姿である。

中世とは、まさに都市文化が花開いた時代であった。都市を都市たらしめる市場経済が社会に

定着したのが室町時代。今回の調査によって、そういった時代を生きたある地方都市の輪郭が

我々の前に提示された。結語に変えて、港湾都市神戸のルーツ・中世兵庫津について、遺構・遺

物の両側面から至らぬ考察を試みる。

2.土器の消費

都市という存在を特徴付けるもののひとつに、消費行為がある。都市遺跡の調査では出土遺物

の圧倒的な物量に、いかに立ち向かうかが調査員を常に悩ませるほどである。その背景には、社

会構造の進化、流通網の整備、手工業の発展から人びとの心の変化まで多彩な要因が隠されて

いる。
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第 6章 中世都市の消費と再生 ―考察にかえて一

今回の調査地では、13世紀から19世紀まで、中世から近世にいたる長期間の上器消費のあ りよ

うを概観することができた。以下時代毎にその概略を記すが、第4章で述べたように先学によって

整えられた編年・分類体系を基調として羅列するものである。

土師質土器皿類および東播系須恵器鉢についてのみ、若干の分類と考察を試みたうえでこれら

編年の網に対置した。

a.土師質土器小皿 の分類

土師質土器皿類については、これまで京都産のものを中心に研究が深化してお り、特に伊野近

富の研究が広 く知られている③
。兵庫津遺跡独 自のものとしては、兵庫県教育委員会が2004年に

発行した『兵庫津遺跡 Ⅱ』において、詳細な分類 と編年が試みられている①。

本調査で出土 した膨大な土師質土器皿類を概観すると、中世には手捏ね成型のもののみで、近

世には手捏ね成型と幌櫨成型のものが混在 している。中世のものを中心に、その特徴を列記する。

色調的には白色系、橙色系、褐色系の三つに分類できる。法量的には、大皿 (15cm以上20cm以

内)、 中皿 (1lcm～ 12cIIl前 後 )、 小皿 (8 clll前 後)に分類可能である。法量 と色調の関連性 とし

て、大皿はすべて白色系である点が挙げられる。中皿、小皿においては明確な関連性が見出しえ

なかったが、白色系のものは存在せず、小皿では橙色系に比重が傾き、中皿では両者が混在 して

いるといった印象を受ける。調整技法にはかなリー貫性があり、大きさ 。色調にかかわらず外面

体部はユビオサエ、日縁部は回転ナデによって成型 し、内面底部は横位ナデ、外面底部はユビオ

サエを基本とする。京都系土師皿の製作技法影響下にあると見てよいだろう。バリエーションと

して体部外面・底面をユビオサエののちナデるものがある。胎土に関しては、大皿が精製されて微

細であるのに対 して、中皿、小皿は粗製である。

東播系須恵器鉢については、完形品がほとんどなく、全体的な器形の変化は捉えられなかった

が、日縁部に特長的な変化が集中してお り、口縁部のみで分類を試みた。

土師質土器 小皿

A類 内湾気味に立ち上が り、器高が浅い。体部外面・底面をユビオサエののちナデる。口縁部は

内外面を挟んで回転ナデを施し、内面体部もこの延長で回転ナデで仕上げる。底部内面は横

位ナデ。

Bl類 外反あるいは直線的に立ち上が り、A類に比べて器高が深い。体部外面・底面はユビオサ

エ。口縁部は内面を挟んで回転ナデを施 し、内面体部はユビオサエ。底部は内外面ユ ビオ

サエ。

B2類 調整と器形は基本的にBl類 と同じだが、底部を外面から指で押 し込んで明瞭な突出部を

作る。いわゆる「ヘソ皿」。

146



1.は じめに

C類 幌櫨成型土師皿。橙色系を中心とし、尖 り気味に外反する口縁で、底部が厚 く、糸切 り痕

があり、器高は浅い。

D類 碗輯成型土師皿。九い端部で、立ち上が りも内湾気味で丸い器形をなす。底部はナデ。

土師質土器 中皿

A類 器高が深いが、立ち上が りは内湾するものとやや外反気味に肥厚するものがある。体部外

面・底面をナデて仕上げ、口縁部は内外面を挟んで回転ナデを施す。内面体部もこの延長で回

転ナデで仕上げる。底部内面は横位ナデ。全体に古代的な杯に似た器形を呈する。

Bl類 A類に比して器高が浅い。屈曲して外反あるいは直線的に立ち上がる。体部外面・底面は

ユビオサエ。口縁部は内面を挟んで回転ナデを施 し、内面体部にユビオサエの指頭圧痕が明

瞭に残る。底部は内面横位ナデ、外面ユビオサエ。

B2類 調整と器形は基本的にBl類 と同じだが、体部内面指頭圧痕を消すためにきついナデを施

してお り、底周縁部に溝状の凹みが残る。

上師質土器 大皿

A類 屈曲して立ち上が り、端部を内側に丸 く収める。器高は浅い。体部外面・底面はユビオサエ

のちナデ。口縁部は内面を挟んで回転ナデを施 し、内面体部に底部は内面横位ナデ、外面ユ

ビオサエのちナデ。小皿・中皿に比べ全体に丁寧・精緻で器厚も薄い精製品である。色調は

白色系のみ。

B類 調整・色調はA類 と同じだが、器高がAに比べて深 く碗状の器形を呈する。丁寧・精緻で

器厚も薄い精製品である。色調は白色系のみ。

b.東播系須恵器鉢 。口縁端部の分類

A類 端部が上下両方向に発達し、日縁帯状になったもの。

B類 端部が下方のみに発達したもの。

C類 端部が上方のみに発達したもの。

D類 端部は上方に発達傾向をしめすが、極めて緩いもの。
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土師貿土器Jヽ皿 A報

守

土節質土器小皿 B2類

守

土師質土器中皿

京―播系察恵器 鉢A類

東播系須憲器 鉢B類

東播系須恵器 鉢C類

東1悟系須恵器 鉢D類

図156 土師質■Xdllaおよび東播系須恵器口縁の分類



2.土器の消費

C.土 器組成

中世 1期 (13世紀 )

在地系土器としては土師質土器煮炊具鍋形、養形・播丹型、土師質土器小皿・中皿が認められ

る。土師質土器大皿はまだ出現 していない。土師質土器中皿 。小皿ともにA類のみで、古代の杯

的なフォルムの名残を思わせる。

土師質土器煮炊具のうち、 1期前半は鋼形のみで後半になると奏形・播丹型が登場するが、鍋

形の祖形のような、寸胴で内外面に縦位ヘラケズリを施したものが 1点出土している。

他産地系土器としては和泉形瓦質土器碗や同じく瓦質土器の鍋、常滑焼甕、備前焼壷がある。

瓦質土器碗は、高台が消失する寸前から、消失直後の鈍い尖底のものである。瓦質土器鋼は京都

系で口縁の立ち上が りが深い。常滑焼は受け口状を示 してお り、 5型式相当、備前焼壷は口縁が

玉縁化する以前の中世 1な いし2期相当である。

中世 2期 (14世紀)

在地系土器としては土師質土器煮炊具奏形・播丹型の他に、羽釜形B、 羽釜型 。播磨型が登場す

る。羽釜形B羽釜型の口縁立ち上が りは長 く直線的。羽釜型・播磨型は突帯化以前の形態で、体

部外面に明瞭な指頭圧痕が何段も残る。

土師質土器皿類は、 1期 に引き続 き小皿 。中皿のみ認められる。土師質土器大皿はまだ出現 し

ていない。土師質土器中皿はA類のほか、B2類が 2期前半から認められる。小皿はA類のほかに

Bl類が 2期前半に、B2類が後半に登場する。

東播系須恵器にもこの時期、鉢口縁部A類 とB類が認められる他、魚住窯系の綾杉紋甕が存在す

る。

他産地系土器としては備前焼奏と情外、奈良火鉢、古瀬戸卸皿と天目茶碗が認められる。備前

焼奏は口縁が玉縁化する以前の中世 2期相当、橋鉢は端部断面が四角い中世 3期 aォロ当のもの。奈

良火鉢は浅鉢Ⅲ型。古瀬戸卸皿は中期様式 1相当。

中世 3期 (15世紀 )

在地系土器としては土師質土器煮炊具が鍋型、甕形 。播丹型、羽釜形B、 羽釜型・播磨型が羽

釜形と、ほぼ全種出揃う。羽釜型Bの口縁立ち上が りは内傾する。羽釜型・播磨型は突帯化 しは

じめる。

土師質土器皿類は、大皿が 3期前半に登場するが、AttB類が混在する。土師質土器中皿はA類

が前半で姿を消すほか、B2類が 2期前半から認められる。小皿はA類・Bl類の他B2類が 3期前半

に認められる。

東播系須恵器はこの時期、鉢口縁部C類が認められるようになる。

他産地系土器としては瓦質土器羽釜、瓦質土器風炉、瓦質土器指鉢、備前焼奏、壺 と橋鉢、古

瀬戸卸皿、深折端皿、天目茶碗がある。備前焼甕は日縁が短 く玉縁化して直線的に立ち上がる中
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世 4期相当、橋鉢は口縁帯端部が下に発達 した中世 5期相当のもの。瓦質土器風炉は風炉 Ⅱ型。

瓦質土器指鉢は、体部外面に斜位のヘラ削 りで口縁帯が上方に発達する。

中世 4期 (16世紀)

在地系土器としては土師質土器煮炊具が羽釜型・播磨型を残 して認められなくなる。口縁下突

帯が段化 した状態。

土師質土器皿類は、大皿A類・B類、中皿はBl類、B2類が認められるが、前段階に比べて立ち

上が りの屈曲が著しくなる。小皿はA類・Bl・ B2類が認められるが、B類が主流。

東播系須恵器はこの時期が最終段階で、鉢回縁部E類が認められる。

他産地系土器として備前焼悟鉢がある。口縁帯に沈線の入る中世 6期相当。外区圏線を欠いた

珠文の小さい三巴文軒九瓦が認められるが、瓦当側、九瓦側両方にカキロは施されない。これよ

り型式的に先行する外区に圏線のある三巴文丸瓦も第 7遺構面より出上してお り、中世 4期以前

の型式と思われるが、時期については詳細不明である。

近世 1期 (17世紀 )

在地系土器としては土師質土器煮炊具が羽釜型・播磨型が突帯を喪失しほうらくイとした状態に

なる。土師質土器皿類は手握系はすべて消失し、かわりに幌櫨系小皿A類・B類が出現する。

他産地系土器がこの時期から豊富になる。丹波焼奏、悟鉢、火入、瀬戸・美濃系折縁皿、袴腰

形香炉、備前焼橋鉢がある。丹波焼奏は条線が肩のみに巡る。

近世 2期 (18世紀 )

在地系土器としては土師質土器煮炊具のほうらく、土師質土器皿類碗櫨系小皿A類・Btt。

他産地系土器は肥前系陶磁が顕著になり、唐津や三島手なども見られる。瓦質土器風炉、丹波焼

甕、悟鉢、火入、盤、備前焼悟鉢があるほか、堺 。明石産播鉢が登場する。軒瓦は三巴軒丸瓦と

橘唐草の定型化したセット。

近世 。近代過渡期 (18～ 19世紀 )

在地系土器としては土師質土器煮炊具のほうらくが底部に明瞭な稜を持ち、耳が付く。土師質

土器皿類幌櫨系小皿A類が消失しB類が残る。

他産地系土器は瓦質土器混炉が現れるほか、産地不明の灰釉土瓶が顕著になる。軒瓦は三巴軒

九瓦と橘唐草の定型化したセット。

中世から近世を通して、以上のように土器組成は変化するが、ひとつのメルクマールとして中

世を通して存続した土師質皿類の消失および月巴前系陶磁の流行があげられる。特に土師質皿の

セット関係について、中皿A類小皿A類 という組み合わせを最古段階とし、そこにへそ皿と大皿
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3.中世竪穴建物について

が登場してバリエーションをなす。へそ皿の登場により土師質小皿はこの器形が主流を占めてい

く。ヘソ皿が京都系土師質土器であることはいうまでもないが、大皿のように精製品でなく、粗

雑で在地胎土である。色調、胎上、調整技法的に見れば、白色系で薄く精緻な大皿を扱っていた

集団、橙色系の皿を製作していた集団、褐色系の皿を製作していた集団と、最低でも3つのかわ

らけ売りのグループがいた可能性がある。想像を許されるなら、白色精緻な大皿を扱っていた集

団が、より京都に近い流通網の中にいたとも思えるのである。

3.中世竪穴建物について

今回調査における検出遺構の白眉は、前節で中世 l期 とした時期の半地下式遺構であろう。こ

れを建物址 =竪穴建物と解釈した点については、①上位遺構群における建物址と共通の軸方向を

持つ②埋土からの土器 。金属器類の出土状況②従来の竪穴建物定義と類似性が高い構造③鉄釘が

一定量出上しており、遺構上屋に使用された建築材の可能性が考えられる。④現時点では他に妥

当な解釈を見出しえない、というやや消極的な論旨を含みつつそう評価した。同時に、出土土器

による時期認定に多少ブレを含む印象がぬぐえない疑間も残しながらではあるが、これが間違い

なく現時点で確認しうる中世兵庫津の最も古い姿ともいえる。

考察の第一歩として、これを竪穴建物と呼ぶべきかという議論がまず尽くされるのが本筋であ

るが、工程的限界から調査は極めて雑駁に終始し、ほとんど平面形や壁の立ち上がりなどを確認

しただけで調査を終えてしまっている。反証と実証両面で素材不足の観が拭えない。

今回検出した遺構が竪穴建物と判断するに足るか、改めて振り返るにあたり、最初に中世竪穴

建物の定義を確認しておこう。

中世竪穴建物論については、こんにち鎌倉での事例を中心として研究が進んでいるが③、当初

は「方形竪穴建築址」「竪穴状遺構」「土倉」などと名称が定まらず、定義も不明確で、その名残

か考察がある程度進んだ現在でも、広義には地下室的なものから倉庫、工房や住宅まで多種多様

な建物の総称となっている。また類例も東北から九州までの広範な地域に及び、機能や形態もか

なり変化に富み、半地下構造の建築物の総称といった観がある。

長らく西国では竪穴建物という建築様式は古代のうちに廃絶したと考えられてきたが、これは

山城、堺、京、草戸千軒町遺跡、博多などでの発見例の増加により、今では研究史上の概念と考

えてよいだろう。半地下構造の建物遺構 =竪穴建物と呼ぶことが妥当であるなら、西日本にも間

違いなくそれは存在したのである。

竪穴建物論において最も有名な鎌倉由比ガ浜南遺跡での事例では、その立地や遺跡の構成要素

から都市周縁部に独特の特殊な建物群として評価され、その背景に職能民の工房や賎視の思想を

据えているが、『信貴山縁起』や『粉河寺縁起』における壁のない家の表現をして、竪穴建物と考

えた宮本常―の研究もこれに近い③。社会の周縁に位置する非日常空間として竪穴建物を捉えた

事例である。

一方同じ鎌倉でも、若宮大路周辺遺跡群では床面の木組み構造が良好な残存状態で確認されて
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おり、都市周縁ではない内陸部での発見例となったが、この例については倉庫として理解されて

いる。博多、堺、山城における事例についても、「倉庫論」が優勢である。この場合非日常という

概念は当てはまらないが、工房・賎民論でも倉庫論でも、大筋では鎌倉に祖形を求め、鎌倉幕府

の勢力浸透とともに全国に拡散していくという見方が主流である。鎌倉幕府が主導した物資の流

通や蓄積法、あるいは物資調達の過程で東国御家人の下向という現象が起こった結果、全国的に

半地下式構造の建物の需要が広がったという歴史的理解である⑦。

次に具体的な形態の定義についてだが、斎木秀雄が①平面方形②壁が垂直で床面が平坦③中世

に属する④上部建物を推測できる基礎施設が認められる、の 4つ を挙げて、かなり明確な定義を

提唱した上で、そのバリエーションとして、 1類・掘り方壁直下四月に石を並べる 2類・掘り

方壁直下四周底面上に杭を打ち壁板を支える 3類・掘り方四周に柄柱で壁板を支える 4類・

平面方形、掘り方壁はほぼ垂直、底面上に柱穴や木材痕が認められない、という四分類を行って

おり、狭義の意味においてはこの分類が最も端的かつ現実に即していると思われる①。今回の調

査で検出した遺構も④以外この斎木の定義におおむね当てはまる。

今回の調査で最も明瞭にその構造を捉え得たのはSH701で あるが、中央部にくびれがあり、方

形二連棟とでもいうような形状を呈している。床面 (長)方形、垂直に壁が立ち上がるJ点、壁体

の深さが30cm以上という点はすべての竪穴建物と分類した遺構共通であった。

斎木の分類に掘り方壁直下四周に切り石を並べるというものがあるが、これについても今回い

くつかの遺構で、壁体周辺を巡る石材痕のような土坑状の穴を確認している。ただしどの遺構も

配置が不規則で、壁基礎としてはいささか不十分であるように思われる。本来的には堺環濠集落

の例のように美しく規則的に礎石が壁に沿って配置されるべきであろう。石材の抜き取りなどの

可能性もあるが、詳細は不明である。なおSH701で は北西妻側平面に溝とその両端に礎石様の石

材を配しており、扉等開閉施設を思わせる (写真図版16参照)。

機能については、倉庫説、職能民工房説、両説ともに証明に足る材料不足であるが、特に職能

民を思わせる遺物などは確認されず、その可能性は低いと思われる。倉庫説については、たとえ

ば若宮大路周辺遺跡のように、輸入陶磁が大量に一括出土でもしていれば積極的な物資集積施設

と判断しうるが、これも本調査では積極的に支援できる素材がない。出土土器は煮炊具。調理具・

調度具と多様だが、どちらかといえば一般住宅的な構成である。この点については既存の竪穴建

物の理解では説明不可能の要素として残される。たとえば貯蔵具の集中出土などを計量的に観察

することで、何らかの解決を見出せないかと考えている。

これが建物であるという〕点に関しては、ある程度支持出来る要素が見出せるが、「何のための」

建物かというところまでは踏み込めなかったというのが実情である。建物の廃絶に伴い、南東妻

側でかわらけ祭祀を行った痕跡があったことだけを明記しておく。

今回の調査地に、上位の遺構面で検出した建物群と同じ軸方向で竪穴建物が並んでおり、それ

が倉庫ではなく住空間であったとすれば、鎌倉の例から逆説的にこの場所は周縁部 =非 日常空

だったのかという疑問も湧いてくるのだが、地形的にここは周辺部とは言いがたい。ただし遺構
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の示す13世紀から15世紀までの段階において、兵庫津という都市空間がどような広がりを見せて

いたかに関しては、ほとんど未知の研究分野である。今後は都市領域論、無縁と周縁といつた視

点を含めた地理学的考察・浜堤帯の形成過程に関する地学的観察法を導入することが、中世兵庫

津を語る上で必須である事を指摘しておきたい。

また、竪穴建物という前提に立てば、既存の論旨からこれも逆説的に兵庫津という町が、ある

時期鎌倉幕府の勢力化に強く置かれていたのかという疑問も浮かぶ。遺構の時期認定ともあわ

せ、今後もう少し精密な議論がなされるべきであろう。

4.建物構造に見 る中世 と近世の境界

今回の調査では、第 2遺構面から第 7遺構面まで六つの異なる時期の遺構面を確認した。各面

で街路および建物跡を検出しており、その様子から第 2遺構面の示す18世紀ないし19世紀から、

第 7遺構面が示す最古段階の13世紀まで、町割りの軸方向が不変だったことが明らかになった。

なお、ごく一部ながら第 1遺構面として検出した明治期の土管水路も同じ方向に走っており、中

世のある時期に決定された町割りが明治時代までは確実に踏襲されていたことがわかる。さら

に、今回検出した街路は近世絵図に表された大路であり、それが現在の道路とほぼ一致する位置

にあったことも間違いない。つまり、兵庫津の基本的町割りは13世紀にすでに決定し、現在もそ

の名残を留めているのである。

同様に中・近世町屋の位置についても、最古段階の第7遺構面を除いてほぼ同じ場所を踏襲し

ていたことが今回の調査で明らかになった。町割りのみならず、町並みも長らく受け継がれたよ

うである。一方、建屋の構造・建築技法的には、以下に纏めたような四度の画期があったと考え

られる。

① l期 (第 7遺構面)

竪穴建物の時代である。浜堤帯 (砂丘)の上で竪穴建物およびそれと切りあう90度に屈曲す

る堀状遺構が検出されたことから、建物と前後して屋敷地の周りを堀で区画した建物もあった

可能性が高い。堀の外側に一部石列を確認しているのは、柵も伴った可能性が考えられる。砂

丘の上には13世紀から人が集住し始め、もっとも新しいもので15世紀まで存続した場合もあっ

たことが想定される。

② 2期 (第 6遺構面)

掘立柱建物の時代である。砂丘の上に初めて整地層 (盛土)が知行されたのち、それまでの

竪穴建物は完全に姿を消す。代わりに、竪穴建物と同じ軸方向で、総柱の掘立柱建物が建てら

れる。街路の明確な痕跡は確認できなかった。14・ 15世紀代を想定している。

③ 3期 (第 5・ 第 4遺構面)

礎石立建物の時代である。この時期、柵列を設けて建物と街路の境界が明確化している。15

世紀代が中心と考えられる。
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④ 4期 (第 3・ 第 2遺構面)

壁立建物の時代である。薄い層をくりかえし突き固めた土間を持ち、栗石列を外壁に沿って

並べ、おそらくその上に長方形の切り石を据えて基礎とする壁立ち構造の建物である (当初栗

石自体が壁基礎ではないかと筆者は想像したが、建築史を専門とする建築士に意見を求めたと

ころ、工法的には考えにくく、そのような例もないとの回答があり、今回はこういう形で復元

提案する)。

土間部分を砂利を敷き詰めた暗渠構造にしている場合もある。それまでの建物構造とはまった

く異なるこれらの形態が登場するのは、遺構面の示す時期から16世紀前半以降と想定している。

この構造は基本的には近世にも踏襲された。街路も土間同様、堅年な地盤を知行して造られてい

る。この時代、町屋と通りを隔てる柵は作られず、街路に比して町屋部分が一段高く盛られる。

以上のような変化は建築技術の革新に他ならないが、この小さな調査区においてさえ、 3期か

ら4期への変化は実に鮮やかである。演繹とは一切無縁の飛躍さえ感じさせる。しかしそれを促

進した要因が何であるかを突き止めることは、今回の調査の枠をはるかに超えた問題に思える。

より厳密に、かつ多くの事例を踏まえた上で、改めて議論の俎上に上げるべきであろう。

残念なことに中世兵庫津の姿を正確に広域で捉えた調査事例は、現在のところ存在しない。細

いトレンチによる断片的な情報が散在するのみである。今後事例の増加によって、再度検証と反

証の機会が与えられることを痛切に願っている。特に第 7遺構面で確認した「竪穴建物」につい

ては、今回の調査に与えられた諸条件が原因となり、雑駁に過ぎる調査結果に終わっている。仮

説に対する反証材料さえ十分に集められていない。本調査単体では、「竪穴建物の存在」という概

念は、永遠に仮説の域を超えることはない。

ただ、民家構造における近世化の萌芽は室町の終わり頃すでに現れていたという程度のことは

指摘しても許されるだろうか。この問題に関して考慮しておきたい点は、建物構造の変化と屋根

構造の変化の関連性についてである。

兵庫津遺跡において瓦葺屋根がいつ普及したかという問題に関しては、近世絵図からのアプ

ローチを試みた高久智宏の研究が挙げられる⑨。高久によると寛文八年 (1668)の 時点で瓦葺と

見られる建物はわずかに和田岬番所および兵庫陣屋のみである。これは近世江戸における瓦葺建

物の普及率 (初期江戸では大名屋敷さえも桧皮葺であった)と比較しても、何ら驚くにあたらな

い。江戸の瓦葺普及に先んじて、兵庫津という一地方都市に甍の波が翻っていたとしたら、それ

こそ常識を覆す出来事である。

瓦屋根の普及には、当然ながら建物骨格の堅牢イとが前提となる。掘立柱はもとより脆弱な礎石

立建物では、総瓦屋根など望むべくもないというのが建築学的には常識であろう。本調査で16世

紀以降と想定した壁立建物の登場を受けて瓦屋根が普及したと考えるのが、考古学的にも妥当な

推論ではないだろうか。

そしてこの問題は、瓦生産の近世化とも不可分な関係にある。瓦生産の近世化を、瓦当文様の
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しかし兵庫津における瓦当文様の均一化がいつ始まったのかを見極めていく努力が、今後の必

須作業である。同時に瓦そのものの軽量化現象の有無を確かめることも求められる。総瓦葺き建

物の普及に伴って桟瓦が登場するという大きな流れとは別に、そこにいたるまでの試行錯誤の段

階として、平瓦・丸瓦の軽量化という試みがあった可能性を指摘したい。この問題に関しては、

たとえば顎形態の変化、法量の変化というような瓦の質量的変化を厳密に観察していく試みを提

案しておく。過去の資料の計量的再精査も含め、筆者個人の今後の課題でもある。

5。 かわ らけのまつ り

本書で「土師質土器・皿類」と呼んだものは、文献史料に「かはらけ」と表記されることから、

考古学の世界でもこれをかわらけと呼ぶ研究者がいる。かわらけと土師質土器 。皿類は同義とと

らえてよい。また、本調査で検出したのと同質の、大量に「かわらけ」を投棄あるいは埋納した

土坑は、日本各地の中世都市遺跡で広く確認されており、比較的議論の進んだ遺構であるといえ

るだろう。

中世遺跡から出土するかわらけをもっとも特徴付ける点は、その出土量の多さと「一括投棄」

の痕跡である。奥州平泉では15ト ンが出土し、13世紀の鎌倉では百年で2,160万個が消費されたと

も言われている(Ю )。

今回の調査で定量的分析は行わなかったが、出土遺物の大半がかわらけであ

ることは疑いようがない。

優れた先学の研究によって、こんにち考古学では「中世都市部で」「民衆の日常的な「ケ」 =

「私」の食器として大量に消費された」ものとして、かわらけの認識はす定程度定着している。日

常雑器としての位置づけである。同時にこれを単なる消耗品としては理解せず、そこに何らかの

呪的意味 。非日常性を見出そうとする研究も盛んに行われてきた。

既存のかわらけ一括投棄論を整理すると、大きく二論に分かれる。その一方は、都市遺跡に特

有の現象であり、かつ武家屋敷 。公家屋敷といった特定階層の屋敷地内からの発見例が多いこと

からこれを支配階層の習俗とみなすものである。神戸市内でも祇園遺跡で福原京内の苑池遺構か

らかわらけの一括投棄痕が確認されているが、あるいはこれもその流れの中で理解しうるだろ

う。「権力表徴と儀礼のシンボリック」な存在としてかわらけを理解する試みであるが、他方で

これと相容れない出土例も報告されている。その代表例が広島県草戸千軒町遺跡における検出例

と、それに依った鈴木康之の研究である。

鈴木によると、草戸千軒町遺跡で多く確認されたかわらけ埋納遺構は①完器を集中投棄②伴う

陶磁器 。その他土師質土器の破損状況とは異質、の二点を特徴とすると報告されている。ここで

留意すべきは、中世瀬戸内における地域門前という草戸千軒町遺跡の属性である。支配階層では

ない、庶民の生活が息づく遺跡である。そういった場にあっても、やはりかわらけ一括出土土坑

は存在するのである。遺跡の属性および、出土状況の類似性から見れば、本調査で確認されたか

わらけ埋納遺構は、基本的に草戸千軒町遺跡と同質と考えてよいだろう。

鈴木はこれを遺構整地の際の儀器=廃棄儀礼と解釈している°D。

156



5 かわらけのまつり

これに対し吉岡康暢の反論が存在するが、その論拠として「鈴木が想定するような大量投棄は

一般的に認知されておらず」と指摘する。また、祭祀的性格というより、ごみの一括投棄として、

建物の廃絶時にまとめて棄てた可能性を指摘している。引越しのときに不要な食器を棄てて行っ

たということだ。

鈴木論への指摘と別に、吉岡自身はおもに京におけるかわらけ埋納遺構を例にとって、11世紀

から13世紀ごろのかわらけ埋納遺構の位置づけとして「君臣秩序の確認の場としての饗応空間」

を設定している。これは多分に政治的側面を掘り下げた解釈であるが、その前提が京という都市

の持つ政治性であることはいうまでもない。一方で吉岡は「貴賎共有の基層信仰」としての、中

世びとのかわらけ観をも説いている。饗宴 。儀礼的性格と使い捨て雑器としての二面性である。

吉岡の論で留意すべき点は、主に10世紀から13世紀までの、初期かわらけ埋納遺構について論じ

ている点である。鈴木・吉岡の両論は本論の展開に大きく関るため、まず以上の点を整理・確認

しておく。

次に本調査で確認したかわらけ埋納遺構を、その出土状況から大きく三つに分類する。

かわらけ埋納遺構A類

完器の土師質皿類を、人ないし十枚を一単位として上向きに重ねた複数セット土坑内一杯に充

填するように納めるもの。動物遺体・銭貨を伴う。多くの皿のうち、一、二枚だけに穿穴あるい

はタールの付着が認められる場合がある。タールの付着は皿口縁をぐるっと一周するもので、ま

れに口縁だけでなく体部、底部まで認められるものもある。

かわらけ埋納遺構B類

完器の土師質皿類を、A類の一単位だけ、あるいはこれを簡略化してさらに枚数を減らしたも

のを一組だけ上向きに重ねたもの。埋没時の上圧で倒置している例が多い。獣骨片・銭貨を伴う。

かわらけ埋納遺構C類

破損した状態のものがほとんどで、ランダムに散らばって出土するもの。破片の陶磁器・土器

類金属などと混在する。

筆者はこのうちA類 とB類が祭祀行為に伴うもので、C類 は単純な使用済み食器の投棄と考え

ている。C類の場合も、ごみとしての動物遺存体・銭貨が共伴する。

Aお よびBを 単純な投棄と考えない一義的理由は、①使用痕跡のない完器が主体である②ある

一定単位の枚数を丁寧に重ね、かつ土坑に充填するように並べる③穿孔④灯明皿の使用痕として

は著しいタールの付着状況が、一枚ないし二枚にのみ見られる、などがある。

二義的理由としてこれに動物遺存体が共伴する点を考えるが、動物遺存体の共伴=祭祀となら

ないことは、廃棄的出土状況を示すC類の例で明らかである。
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なお、動物遺存体分析によると、筆者が祭祀遺構とするものから出上した動物遺存体種の出土

傾向に一貫性はなく、動物遺存体の出上を持って単純に祭祀的性質と結びつけることは難しい。

埋土の堆積過程でのコンタミネーションと原位置での出土とをどこまで厳密に分けうるかが、祭

祀遺構としての実証性を高めていく上での今後の課題であるといえよう。シカ 。タイというよう

な祭祀儀礼に供される動物種が含まれるが、今回の調査精度では一般的な食材残淳との違いを証

拠立てることは難しい。この点も調査の段階から動物遺存体の厳密な計量化を前提として遺構検

出を行うことで、今後もう少し掘 り下げた議論が可能になるのではないかと考える。この指摘は

真摯に取り組むべき課題として、ここ明記しておく。

さて、以上の分類を前提として、再び吉岡のかわらけ遺構論に立ち戻ろう。

「一般的に類例がない」という指摘には、本報告そのものが類例である。

次に「町割りや建物の造改時に土器類を更新した可能性がある」という指摘については、なら

ばなぜ、丁寧に重ねて、かためて、穴を穿ち、かわらけに特化して棄てるのか、という説明が必

要である。ただし草戸千軒町の例では、本調査で取り上げた要素四つの内三つ (重ねる 。かわら

けに特化する 。穿孔する)が議論の対象とされていないことから、本調査例を草戸のかわらけ遺

構に姑する吉岡論への直接の反証とするのはフェアでない。本調査の例は完全な同質類例という

より、草戸例の発展型あるいは変形と捉えるべきであろう。

ただ、吉岡の「建物の造改時に」という指摘については、本調査SH7011こ 伴うかわらけ出土状況

で顕著なように、その可能性が高いと考えられる。実はこの部分に関しては、鈴木の論考も同質

である。今回単体の上坑として検出した例も、礎石建物の範囲内で確認したものの中には、建物

に伴う場合があるのではなかろうか。特に建物南東端 (兵庫津の町割りでは南東の妻部分)に位

置するものが多い事から、この場所を選んで建物の更新時に祭祀行為を行った可能性を考える。

具体的な儀式の手順は不明である。単純に皿を重ねて埋める行為そのものが儀礼でなさそうな

のは、SP418で の動物遺体共伴例から明確である。つまり皿は「物を盛る」という本来的役割を

祭儀の中で果たしていた可能性が高い。

妄想を退しくすれば、神道の祭壇のように獣肉、穀類などを盛るのに用いられたとも想像され

る。祭壇で祭りを行ったあと、皿は大地に穿った穴に片付けられる。だとすると正確には、「祭祀

後片付け土坑」と呼ぶべきなのかもしれない。神僕は共食されたか皿とともに土に返されたか。

多くのかわらけの中に一枚ないし二枚程度、タール痕が著しく付着するものが認められる事例

がままあることから、埋められたかわらけの中には、油を満たして火を燈す皿もあったようであ

る。穿孔例があるものについては、器に穴を穿つという行為は古代以来のまつりとして広く認識

されている。中には直接土坑に供物した可能性を残すものもある。皿の出土状態が、重なり合わ

ず比較的ばらけている場合である。この場合のみが、直接的な祭祀土坑と評価されて適切であ

ろう。
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また、用いられたかわらけには一定のサイズ規格があった。それぞれ小皿 (8 cm前 後)。 中皿

(1lcm前後)。 大皿 (15～ 18cm前後)と分類 したものである。これは生産段階での規格であり、祭

祀の作法と直接のかかわりはないのだろうが、儀礼にはこの三種類の皿が混在して用いられたこ

とがわかる。

以上、今回の調査で見るかわらけ埋納遺構には、いくつかの類型があることを指摘 した。この

ことから導き出されるものは、中世祭事場でのかわらけの多様な用法であ り、儀礼の締めくくり

に一括で土中に納められるという一貫性でもある。

かわらけのもつ呪的意義は、ここから生まれる。祭祀という非日常の一瞬のためだけの、持続

しない存在。そこから大量消費・大量流通という現象が起きる。鈴木の言う「かりそめの器」で

あり、清少納言の語る「きよし」存在である。

今回の調査では、18世紀から16世紀までの、かわらけ埋納遺構を確認することができた。この

ことから、少なくともかわらけのまつりは中世を通して兵庫津で盛行していたと考えられる。兵

庫津での初源については明らかではない。織豊期にいっせいに姿を消すのは、社会構造の変化を

要因とすると考えられる。中世的心性の喪失である。17世紀以降の遺構から出土するかわらけ

は、出土量も少なく、その役割は灯明皿という実用に特化され、呪的・非日常的意義は遠く失わ

れている。

最後に、もう一度吉岡・鈴木のかわらけ論に立ち戻ろう。吉岡は主に権力的側面から儀礼を解

釈しているが、それは取り上げている事例が鈴木のよって立つ遺構と異質だからである。鈴木の

事例は庶民のもの、吉岡の事例は支配階層のものである。それは貿易都市と政治都市という、ま

つりの行為された土地そのものの差異であり、吉岡自身がかわらけの二面性として指摘するとお

りでもある。

両者は広義にはどちらもかわらけのまつりだが、その意味するところは、行われる場の属性に

左右された。一方でかわらけの非日常性、かりそめの存在という、中世人に共通の理解も存在する。

大前提として、かわらけの持つ祭器としての意義は中世びと共通である。しかしその人の社会

的地位によって、あるいは行われた時代によって、かわらけのまつりが願うところは多様に変化

したのではなかろうか。なお今回の調査では遺構毎に出土状況に微差があるが、これは庶民化し

たあとの祭儀の手順にいくつか類型が存在した可能性を示している。人々の願いとありようは一

律でなく、振れ幅があったと捉えたうえで今後分類・考察を進めていくべきではないか。

今回の調査事例は草戸例の類例であるとともに、吉岡論の発展型でもあると筆者は考える。す

なわち、10世紀に始まり13世紀ごろまでに支配階級の儀礼として確立されたかわらけの習俗が、

社会の中世化に伴い庶民の域にまで拡大し、より多様化していった形ではないかと見る。当初の

政治的意義が脱落して、13世紀以降はかわらけの持つ再生や復活という呪的性格の部分が強調さ

れ、庶民の間に拡散していく社会現象である。鈴木も10世紀初頭の広島県ザブ遺跡での例に関し

ては、草戸千軒町遺跡と異なりその政治性を明確に指摘している。
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5. かわら1)の まつり

13世紀以降16世紀までを中心とした本調査の事例は、出土状況から鈴木の言うような整地・建

物の廃絶に伴う儀礼という解釈が現時点で最も妥当と思われる。しかし、そこに権力的意義はな

い。恙ない日常を土地神に祈る、中世庶民のささやかな心がある。あるいは草戸千軒町遺跡と兵

庫津遺跡、ともに中世湊町・瀬戸内航路の門前という共通性を思えば、海辻の町に多く例を求め

ることのできる習俗かも知れない。

6. /Jヽ糸苦

以上、土器消費、兵庫津初源期の建物構造、町屋構造の変イと、祭祀行為、についてそれぞれ雑

駁な考察を試みた。

このうち竪穴建物の問題については、時期認定のブレという問題も含めて今後事例が増加した

時点で再考したい。その中には竪穴建物 =鎌倉幕府系の建築様式という理解が兵庫津にも適用で

きるのか、13世紀ごろ兵庫津という都市空間がどのような地理的広がりを見せていたのか、職能

民の集住区などが存在したのかなど、都市そのものの歴史的評価に大きく関わる問題も多数含ま

れる。具体的な中世兵庫津像を描き出していく上で、反証なり実証なりが必須なテーマである。

その他、土器消費という切り口から見れば、17世紀と16世紀の間に明瞭な画期がある。中世的

な手捏土師質皿類の消失と丹波焼の拡散に始まり、肥前系陶磁器の爆発的流行である。

それに比べると町屋構造の変遷はもう少し細かく把握できているが、やはり16世紀前半あたり

で画期的な飛躍を遂げる。

かわらけ祭祀の終焉という形で兵庫津の住人たちが中世的な心性を失っていくのも、16世紀を

境とする。

これらの変化の背景にあるものは、織豊期を経て近世への扉を開いていった社会構造の変化そ

のものであろう。かつて網野善彦が鮮やかに描き出した原初的日本人から、近世的日本人への変

化がそこにある。

これまで兵庫津遺跡については兵庫県教育委員会による優れた土器研究を除き、中世の姿を振

り返る機会があまりなかったのではないかと思われる。司馬が見出した軽やかな嘉平像とも重

なって、近世遺跡としてのイメージが先んじて一人歩きしてきた感もある。しかし、そこに至る

までには千年以上の文化的蓄積があったことを我々は忘れてはならない。長い長い兵庫津の物語

の中で、近世は大いなる一幕ではあるが、序破急の作法で言えば急の部分にあたる。序があり破

を越えて初めて、すべて人も物も必然としての急に辿り着く。
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1.第 5遺構面 かわらけ埋納遺構 (SK505)
土器出土状況 (北 から)

2.第5遺構面 かわらけ埋納遺構 (SP555手前 。SK513奥 )

土器出土状況 (東 から)

4.第 5遺構面 かわらけ埋納遺構 (SK508)
土器出土状況 (東 から)

3 第5遺構面 かわらけ埋納遺構 (SK516)
土器出土状況 (南から)
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第5遺構面 かわらけ埋納遺構

(SK512・ 左 SP569・ 右)土器出土状況

(】ヒ東から)

第5遺構面 かわらけ埋納遺構

(SK512・ 奥 SP569・ 手前)土器出土状況

(封ヒ西から)

7.第5遺構面 かわらけ埋納遺構

(SK513)土器出土状況 (北から)
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8 第5遺構面 かわらけ埋納遺構 (SK505)土器出土状況 (北 から)

9 第5遺構面 かわらけ埋納遺構

(SK506手前・SK505奥 )土器出土状況 (北 から)
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10 第7遺構面全景 (北 から) 11 第7遺構面 堀状遺構 (SD701)か わらけ埋納遺構

(SK711)土器出土状況 (北 から)
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12 かわらけ埋納遺構 (SK711)上器出土状況 (北 から) 13 第7遺構面 落ち込み状遺構 (SX704)検 出状況 (北から)
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14 第7遺構面Ⅳ区全景 (南から)

15 第7遺構面Ⅳ区全景 (北西から)

16.第 7遺構面 竪穴建物 (SH701)
北西部検出状況 (北から)



PL.6

第7遺構面 落ち込み状遺構 (SX704)
壁体周辺ビッ トおよび礎石検出状況

(南西から)

18 第7遺構面 かわらけ埋納遺構

(SK717・ 手前)竪穴建物 (S日703・ 奥 )

検出状況 (北東から)

19 第7遺構面 竪穴建物 (SH704)土 器溜
土器出土状況 (北西から)
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20.SX201出 土土器 21 SX203出 土土器

22 SX204出 土土器 23.SD201出 土土器
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24 SP203出 土土器 25 SP234出 土土器

26 SP205出 土土器 27 SK204出 土土器
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28. SK505出 土土器 29.SK513出 上土器

30. SK516出 土土器 31. SP639出 土土器
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32.SK607出 土土器 33. SH703出」L土器

34.SD701出 土土器 35 SX704出土土器
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36.I区第1遺構面 全景 (南から)

37 1区 第2遺構面

(SP204左 。SP205右 )

胞衣壺出土状況 (南 から)

I区第3遺構面 壁立建物
(SH301)お よび街路検出状況

(東から)
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39 1区第3遺構面 井戸 (SE301)検 出状況 (東から) 40,I区第3遺構面 井戸 (SE301)断 ち害」り状況

41.第 4遺構面 全景 (南東から)
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I区第5遺構面 礎石立建物 (SH501)
検出状況 (東 から)

43 1区第6遺構面 掘立桂建物

(SH601)検 出状況 (東から)

44.I区第7遺構面 全景 (南から)
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45 Ⅱ区第1遺構面 全景 (南東から) 46 Ⅱ区第2遺構面 全景 (南東から)

47 Ⅱ区第2遺構面 (SP230左 。SP231右 )(南から)
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50。 Ⅱ区第4遺構面 全景 (北西から)

48.Ⅱ 区第3遺構面 全景 (北西から)

51 Ⅱ区第5遺構面 全景 (北西から)

49 Ⅱ区第3遺構面 円形石組遺lle(Sx401)

検出状況 (北西から)

52 Ⅱ区第7遺構面 全景 (北西から)
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53 第2遺構面 全景 (南東から)

55 第2遺構面 便所遺構

手前からSK204・ 203・ 202・ 206・ 201(南西から)

56 第3遺構面 床に暗渠構造のある壁立建物 (SH303)
(南東から)

54 第3遺構面 全景 (南東から)
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59 第3遺構面 かわらけ埋納遺構 (SP319左 。SK301右 )

土器出土状況 (東から)

57 第3遺構面 井戸 (SE302。 手前)壁 立建物

(SH303・ 奥)(南東から)

58 第3遺構面 井戸 (SE302)断 ち割
',状

況 60.第 4遺構面 全景 (南東から)
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61 第4遺構面 かわらけ埋納遺構 (SK412)
土器出土状況 (西 から)

62 第4遺構面 かわらけ埋納遺構 (SP418)
土器出土状況 (北西から)

63 第5遺構面 全景 (南東から) 64 第6遺構面 全景 (南東から)
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65 第6遺構面 かわらけ埋納遺構 (SK604手前・SK639奥 )

土器出土状況 (北 西から)

曹

67 第6遺構面

(】ヒ東から)

68 第6遺構面 かわらけ埋納遺構 (SP630)
土器出土状況 (北西から)

かわらけ埋納遺構 (SK610)土器出土状況
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69.土器質小皿A類

71.土器質小皿B2類

73.土器質中皿Bl類

75.土器質大皿A類

70.土器質小皿Bl類

72.土器質中皿A類

74.土器質中皿B2類

76 土器質大皿B類

77.SP208出 土土器 78.SP418出 土土器
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79.SK412出 土土器 80,SP438出 土土器

81 SK502出 上土器 82 SK717出 土土器
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83.SK728出 土土器 84 SH704出 土土器

85.SH706出 土土器 86.整地層ほか出土 。輔羽口
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87.石鍋 88.中世軒丸瓦および軒平瓦

89.近世軒丸瓦 90 近世軒丸瓦
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91.中世丸瓦凸面 92.中世丸瓦凹面

93.近世丸瓦凸面 94 近世丸瓦凹面
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95 兵庫津遺跡第51次調査出土 鉄製品

同上 X線透過像
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97.兵庫津遣跡第51次調査出土 鉄製建築材
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98.同上 X線透過像
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99.兵庫津遺跡第51次調査出土 銅銭
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103 兵庫津遺跡第51次調査出土 銅製品製作関連遺物

104 同上 X線透過像



報 告 書 抄 録
ふりがな ひようごついせき はっくつちょうさほうこくしよ ―だい51じ ちようさ―

書 名 兵庫津遺跡 発掘調査報告書 一第51次調査 一

編 著 者 名 石島 三和 (編著) 中本寸 大介 丸山 真史

編 集 機 関 神戸市教育委員会

所 在 地 〒650-8570 神戸市中央区加納町6丁 目5番 1号 TEL078-322-6480

発行年月日 2011年 3月 31日

所収遺跡名 所 在 地
コー ド

北緯 東経 調査期間
調査面積

(だ )

調査原因
市町村 遺跡番号

ひょうご つ

兵庫津遺跡
く
区

ご
庫

嚇
兵

目

し
市

丁

二
戸
　
３

↓
神

”
町

幌
県

売
内

ご
庫

猪
宮

［
丘
（
Ｌ
四

28111 90-267 度

分

秒

４

　

６

　

２

171度

73う計

01舟少

2009年 7月 17日 ～

2010年 12月 28日

延べ3,152� 集合住宅

建設

種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

中世および

近世集落遺跡

鎌倉時代～

江戸時代

町屋・かわら

け埋納土坑・

竪穴建物址

土師質土器・陶磁器 。鋼銭

金属製品

要 約

神戸市兵庫区所在の兵庫津遺跡は古代に初源をもつ港湾都市遺跡である。本調査では鎌倉時代か

ら江戸時代まで 7面の遺構面を確認している。

最終遺構面である第 7面では13世紀～15世紀までの竪穴建物の可能性が高い遺構を複数検出して

いるほか、第 3面から第7面までで計23基 におよぶかわらけ集中投棄土坑を検出している。
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